
年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和８年度（２学年用） 教科 国語　科目 論理国語
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

使用教科書： （ ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

話・聞 書 読

○ ○

○ ○

３
学
期

論理的な文章を読むことで、言語感覚を磨き、
知識と教養を身につける。また、「言語活動」
を通して、実社会に役だつテーマを学習し、今
後の生活に生かしていく。

論理的な思考力と判断力、表現力の養成をはかり、
さまざまな問題に対して批判的に考え、自らの考え
を深めようとする態度を養う。

２
学
期 D「「すべり台社会」と溜め」

【知識及び技能】
　文章の種類に基づく効果的な段落の構造や
論の形式など、文章の構成や展開の仕方につ
いて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　関連する文章や資料を基に、書き手の立場
や目的を考えながら、内容の解釈を深めてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　関連する文章や資料を基に、書き手の立場
や目的を考えながら、内容の解釈を深めてい
る。

○

B「カタカナ語は享受すべきか」
【知識及び技能】
　文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方
について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、資料との関係を把
握し、内容や構成を的確に捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
　文や文章の効果的な組立て方や接続の仕方
について理解を深めたり、主張を支える根拠
や結論を導く論拠を批判的に検討しながら、
自らの学習を調整しようとしている。

○

B「カタカナ語は享受すべきか」
【知識及び技能】
　文や文章の効果的な組立て方や
接続の仕方について理解を深め
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　自分の考えを的確に伝えられる
よう、文章の構成や展開、表現の
仕方を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
「カタカナ語」について、日常生
活と関連して考え、自分の体験を
伝えようとしている。

・指導事項
　言葉に対する考え方の違いやそ
の背景について、筆者の主張に
沿って捉える。

・教材
　教科書
　副教材
　スマートスクール端末

A「若者に友達プレッシャー」
【知識及び技能】
　学習のために必要な語句の量を増やし、文章の
中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かに
している。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展
開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨
を把握している。
【学びに向かう力、人間性等】
　本教材の意図する学習項目について理解を深め
ようとするとともに、学んだことを積極的に振り
返り、自らの今後に生かそうとしている。

三省堂「新　論理国語」

国語 の目標

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、国語を尊重してその能力の向上を図ろうとする態
度を養う。

8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知

○ ○

１
学
期

A「若者に友達プレッシャー」
【知識及び技能】
　本文中の語句や語彙の使い方、
また文章の構成や展開の仕方につ
いて理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　筆者が取りあげた「若者」の行
動を整理するとともに、「若者」
の行動を分析を通して見えてくる
現代社会の問題点を明確にする。
【学びに向かう力、人間性等】
　本文から筆者の主張を捉えたう
えで、自分の意見を発表する。

・指導事項
　文章の構成や取り上げられてい
る具体例を認識したうえで筆者の
主張をつかむ。

・教材
　教科書
　副教材
　スマートスクール端末

○○

定期考査 ○

○

国語 論理国語 2

態

○

領域
評価規準

○

○

【学びに向かう力、人間性等】

生徒が自主的、主体的に学習活動を行い、対話
的・協働的な学習を積み重ねることにより、
様々な社会的要請に応え得る人間性の育成に努
める。

論理国語 の目標

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】
生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し、効果的に表現しようとする能力の育成をはか
る。

定期考査 1

E「誰かの靴を履いてみること」
【知識及び技能】
　文章の種類に基づく効果的な段落の構造や
論の形式など、文章の構成や展開の仕方につ
いて理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、資料との関係を把
握し、内容や構成を的確に捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
　本教材の意図する学習項目について理解を
深めようとするとともに、学んだことを積極
的に振り返り、自らの今後に生かそうとして
いる。

○○

○

8

○

C「女性／男性だから○○」
【知識及び技能】
　推論の仕方について理解を深め使ってい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　設定した題材に関連する複数の文章や資料
を基に、必要な情報を関係付けて自分の考え
を広げたり深めたりしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　本教材の意図する学習項目について理解を
深めようとするとともに、学んだことを積極
的に振り返り、自らの今後に生かそうとして
いる。

8

1

○ ○ ○

8

○

E「誰かの靴を履いてみること」
【知識及び技能】
　類似の言葉の意味の違いや文章
の構成や展開の仕方について考え
を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、資料と
の関係を把握し、内容や構成を的
確に捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
　本文を踏まえ、日本と他国の違
いについて、自身の考えを持つ。

・指導事項
 　教育制度を通じて諸外国につい
ての理解を広げる。

・教材
　教科書
　副教材
　スマートスクール端末

1

9○ ○ ○

定期考査

定期考査 1

○

D「「すべり台社会」と溜め」
【知識及び技能】
　文や文章の効果的な組立て方や
接続の仕方について理解を深めて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
　関連する文章や資料を基に、書
き手の立場や目的を考えながら、
内容の解釈を深めさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　関連する文章や資料を基に、書
き手の立場や目的を考えながら、
内容の解釈を深めたりすることに
向けた粘り強い取り組みを行う。

・指導事項
 　・筆者の主張とそれを支える
データや図表などの情報の妥当性
を検証させる。

・教材
　教科書
　副教材
　スマートスクール端末

C「女性／男性だから○○」
【知識及び技能】
　本文中の語句や語彙の使い方、
また推論の仕方について理解を深
める。
【思考力、判断力、表現力等】
　設定した題材に関連する複数の
文章や資料を基に、必要な情報を
関係付けて考えられるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　「男女の平等」「性別からの自
由」などについて、考えを広げた
り深めたりする。

・指導事項
　筆者が本文で提起している課題
と、それに対する主張を捉え、
ジェンダーに関する考えを広げた
り深めたりする。

・教材
　教科書
　副教材
　スマートスクール端末

○



○ ○

37

定期考査 1

合計

３
学
期

E「誰かの靴を履いてみること」
【知識及び技能】
　文章の種類に基づく効果的な段落の構造や
論の形式など、文章の構成や展開の仕方につ
いて理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、資料との関係を把
握し、内容や構成を的確に捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
　本教材の意図する学習項目について理解を
深めようとするとともに、学んだことを積極
的に振り返り、自らの今後に生かそうとして
いる。

○○ 8

E「誰かの靴を履いてみること」
【知識及び技能】
　類似の言葉の意味の違いや文章
の構成や展開の仕方について考え
を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、資料と
の関係を把握し、内容や構成を的
確に捉えている。
【学びに向かう力、人間性等】
　本文を踏まえ、日本と他国の違
いについて、自身の考えを持つ。

・指導事項
 　教育制度を通じて諸外国につい
ての理解を広げる。

・教材
　教科書
　副教材
　スマートスクール端末



年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和8年度（２学年用） 教科 国語　科目 文学国語
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

使用教科書： ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

話・聞 書 読

定期考査

12○

○ ○ 1

【 知　識　及　び　技　能 】
生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し、効果的に表現しようとする能力の育成をはか
る。

２
学
期

１
学
期

A 山月記

【知識及び技能】
語彙力を向上する。小説ならではの表
現に着目する。登場人物の心情に着目
する。

【思考力、判断力、表現力等】
言動や登場人物の関係性に留意して小
説を読み、心の動きの変化を読み取
る。

【学びに向かう力、人間性等】
小説を味わおうとし、自らの出来事や
思いと重ねて文章を鑑賞しようとして
いる。

・本文全体から、場面と設定を理
解する。
・登場人物それぞれについてまと
める。
・尊大なる羞恥心　臆病な自尊心
について考察する。

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を
身に付けるとともに，我が国の言語文化に対する理
解を深めることができるようにする。

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ば
すとともに，創造的に考える力を養い，他者との関
わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを
広げたり深めたりすることができるようにする。

定期考査

【知識・技能】
言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあ
ることを理解している。

【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、展開、描写の仕方などを的
確に捉えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
物語の続きを、自分のことと重ねながら表現
することができる。

B 物語のおわり

【知識及び技能】
語彙力を向上する。小説ならではの表
現に着目する。登場人物の心情に着目
する。

【思考力、判断力、表現力等】
言動や登場人物の関係性に留意して小
説を読み、心の動きの変化を読み取
る。

【学びに向かう力、人間性等】
小説を味わおうとし、自らの出来事や
思いと重ねて文章を鑑賞しようとして
いる。

・現代作家の作品を読むことで、
読書に親しむ姿勢を育てる。
・登場人物について、それぞれま
とめる。
・創作活動を通して、物語を紡ぐ
ことの意味を考える。

○ ○

国語 文学国語 1

態
領域

評価規準

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う 。

文学国語 の目標

配当
時数

数研出版『文学国語』

国語 の目標

指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、国語を尊重してその能力の向上を図ろうとする態
度を養う。

単元の具体的な指導目標

○

【知識・技能】
言葉には、想像や心情を豊かにする働きがあ
ることを理解している。

【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、展開、描写の仕方などを的
確に捉えている。

【主体的に学習に取り組む態度】
人間が虎になるという設定の効果について粘
り強く考察し、これまでの学習を生かして考
えようとしている。

○ ○ ○

知

10

合計

○

○ ○ ○ 10

○ ○ 1

３
学
期

C 山椒魚

【知識及び技能】
語彙力を向上する。小説ならではの表
現に着目する。登場人物の心情に着目
する。

【思考力、判断力、表現力等】
言動や登場人物の関係性に留意して小
説を読み、心の動きの変化を読み取
る。

【学びに向かう力、人間性等】
小説を味わおうとし、自らの出来事や
思いと重ねて文章を鑑賞しようとして
いる。

・山椒魚の心情変化をまとめる。
・山椒魚と蛙の関係はどのように
変化していったかを、それぞれの
心情に着目しながらまとめる。
・この小説を寓意小説と見た場
合、人間におけるどのような状況
を表しているかを考える。
・山椒魚の考え方や行動につい
て、どのような感想を持ったかを
話し合う。

○ ○

【知識・技能】
人間、社会、自然などに対するものの見方、
感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効
用について理解を深めている。

【思考・判断・表現】
「読むこと」において、作品の内容や解釈を
踏まえ、人間、社会、自然などに対するもの
の見方、感じ方、考え方を深めている。

【主体的に学習に取り組む態度】
考えを整理して山椒魚の考え方や行動に対す
る感想を述べ、これまでの学習を生かして話
し合おうとしている。

○ ○ ○

35

○
定期考査

1



年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和8年度（２学年用） 教科 国語　科目 古典基礎
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

使用教科書：（ ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

話・聞 書 読

○

○ 13

1

E 『史記』「曹公戦於白馬」
          「曹公以関羽為義」
　　　　　「魏武捉刀」

・史書に興味を持ち、進んで音
読・朗読をすることで、古典作品
に慣れ親しもうとする。
・繰り返し音読・朗読することで
漢文の持つ独特のリズムに慣れ、
優れた表現を味わおうとする。
・「史記」の登場人物の生き方に
ついて考えながら作品を読もうと
する。
・古典に表れたものの見方や考え
方に触れ、登場人物や作者の思い
などを想像することができる。

１通読し，全文を現代語訳する。
２時間の経過と各時間帯の状況を
とらえる。
３『三国志』に記された三国時代
の歴史や人物について理解し，そ
の内容を説明する。
４話の展開や登場人物の言動を読
み取り，史話のおもしろさを味わ
い，それについて根拠をもって自
分の考えを伝えようとする。

○

［知技］
・言葉には、文化の継承、発展、創造を支える働き
があることを理解している。
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し、そ
れらの文化的背景について理解を深め、文章の中で
使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。
・文章の意味は、文脈の中で形成されることを理解
している。
［思判表］
・「読むこと」において、文章の種類を踏まえて、
内容や構成、展開などについて叙述を基に的確に捉
えている。
・「読むこと」において、作品や文章に表れている
ものの見方、感じ方、考え方を捉え、内容を解釈し
ている。
［主］
・進んで話の展開や登場人物の言動を読み取り、学
習課題に沿って、史話のおもしろさを味わおうとし
ている。

○ ○ ○ 13

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって古典に親しみ、我が国の言語文化
の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他
者や社会に関わろうとする。

古典基礎 の目標

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】
生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し、効果的に表現しようとする能力の育成をはか
る。

国語 古典基礎 2

態

13○

領域
評価規準 知

古典に用いられている語句の意味や用法を理解
し、古典を読むために必要な語句の量を増すこ
とを通して、語感を磨き語彙を豊かにできる。

古典の作品や文章などに表われているものの見方、
感じ方、考え方、考え方を踏まえ、人間、社会、自
然などに対する自分の考えを広げたり深めたりでき
る。

第一学習社　標準『古典探求』

国語 の目標

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、国語を尊重してその能力の向上を図ろうとする態
度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

２
学
期

C『徒然草』「奥山に、猫またとい
ふものありて」
D『奥の細道』「旅立ち」「平泉」
・現代語訳や語注などを手掛かり
に内容や表現の特徴を知り、登場
人物の言動や兼好法師の思いを考
え
ることを通して、徒然草に表れた
ものの見方や考え方を捉えること
ができる。
・作者は，どのようなものが滅
び，どのようなものが残っている
と述べているか、整理できる

【徒然草】
１全文を音読し，あらすじを読み
取る。
２「猫また」に関する二つのうわ
さの内容の違いを考える。また，
どのような法師であるかを理解す
る。
３「猫また」に襲われた法師の行
動を捉え，その心理を想像する。
【奥の細道】
１書かれている場所を意識しなが
ら全文を通読し，概略を読み取
る。
２作者は，どのようなものが滅
び，どのようなものが残っている
と述べているか，整理する。

○

［知技］
・言葉には，文化の継承，発展，創造を支える働き
があることを理解している。
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，そ
れらの文化的背景について理解を深め，文章の中で
使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。
・文章の意味は，文脈の中で形成されることを理解
している。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，
内容や構成，展開などについて叙述を基に的確に捉
えている。
・「読むこと」において， 作品の内容や解釈を踏ま
え，自分のものの見方，感じ方，考え方を深め，我
が国の言語文化について自分の考えを持っている。
［主］進んで文語のきまりや古典特有の表現を理解
し，学習課題に沿って作者の考えを的確に捉えよう
としている。

１
学
期

A『古本説話集』「平中が事」
B『古今著聞集』「小式部内侍と和
泉式部」

・繰り返し音読・朗読することで
古典の持つ独特のリズムに慣れ、
優れた表現を味わおうとする。ま
た、古人のものの見方や考え方を
読みとりながら、自分自身のもの
の見方や考え方を広げようとす
る。
・歴史的仮名遣いや古語の意味と
使い方を理解し、古典の文章のお
おまかな意味をとらえようとす
る。

【古本説話集】
１本文を通読し，何をおかしみと
して取り上げているのか，整理す
る。

【古今著聞集】
１全文を音読し，主語を確認しな
がらあらすじを読み取る。
２「返事」の内容を読解する。
３当意即妙について理解する

［知技］
・言葉には，文化の継承，発展，創造を支える働き
があることを理解している。
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，そ
れらの文化的背景について理解を深め，文章の中で
使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。
［思判表］
・「読むこと」において，作品や文章に表れている
ものの見方，感じ方，考え方を捉え，内容を解釈し
ている。
・「読むこと」において， 作品の内容や解釈を踏ま
え，自分のものの見方，感じ方，考え方を深め，我
が国の言語文化について自分の考えをもっている。
［主］進んで自分のものの見方，感じ方，考え方を
深め，学習課題に沿って，「うつくしきもの」に共
通する特徴を捉え，古今異義語について考えようと
している。

○

定期考査
○ ○

○ ○

○ 14

F 『平家物語』「木曽の最期」

・古典に興味を持ち、進んで音
読・朗読をすることで、古典作品
に慣れ親しもうとする。
・繰り返し音読・朗読することで
古典の持つ独特のリズムに慣れ、
優れた表現を味わおうとする。
・「平家物語」の登場人物の生き
方について考えながら作品を読も
うとする。
・古典に表れたものの見方や考え
方に触れ、登場人物や作者の思い
などを想像することができる。

１全文を通読して話の大筋をつか
む。
２敬語に着目し，会話の内容を読
み取る。
３義仲に自害を勧める兼平の心情
と，義仲の言動と心情とを読み取
る。
４第二段の兼平の奮戦を，描写に
着目して読み取る。
５義仲と兼平の心情に触れなが
ら，それぞれの死の描かれ方につ
いて考える。
６本文全体を読んで印象に残った
表現を取り上げ，その効果につい
て話し合う。□文体を意識して，
場面に応じた音読をする。

○

［知技］
・言葉には，文化の継承，発展，創造を支える働き
があることを理解している。
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，そ
れらの文化的背景について理解を深め，文章の中で
使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。
・文章の意味は，文脈の中で形成されることを理解
している。
・古典の世界に親しむために，作品や文章の歴史
的・文化的背景などを理解している。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，
内容や構成，展開などについて叙述を基に的確に捉
えている。
・「読むこと」において， 作品の内容や解釈を踏ま
え，自分のものの見方，感じ方，考え方を深め，我
が国の言語文化について自分の考えを持っている。
［主］
・平安時代の貴族文化をふまえて、登場人物の境遇
や心情を理解しようとしている。

○ ○

○



1

３
学
期

G 『論語』

・自分の生活と結び付けながら，
「論語」の言葉を鑑賞しようとす
る。
・「論語」を実際の場面に照らし
合わせ，具体的な場面を想起しな
がら現代を生きる自分達に通ず
る言葉として「論語」を感じ取
り，その言葉に対する自分の考え
をもつ。
・「論語」に表れたものの見方や
考え方に触れることを通して「論
語」の世界に親しむ。

【学ぶということ】
１本文を繰り返し音読し，書き下
し文にする。
２脚注を参照して正確に現代語訳
し，内容を理解する。
３孔子の学問観について考える。
４『論語』を典拠とした成語につ
いて調べる。
【人間を見つめる】
１本文を繰り返し音読し，書き下
し文にする。
２脚注を参照して正確に現代語訳
し，内容を理解する。
３孔子や弟子の人間観について考
え，「忠」「信」，「巧言令色」
や「仁」についても調べる。

○

［知技］
・言葉には，文化の継承，発展，創造を支える働き
があることを理解している。
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，そ
れらの文化的背景について理解を深め，文章の中で
使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。
・文章の意味は，文脈の中で形成されることを理解
している。
・古典の世界に親しむために，作品や文章の歴史
的・文化的背景などを理解している。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，
内容や構成，展開などについて叙述を基に的確に捉
えている。
・「読むこと」において， 作品の内容や解釈を踏ま
え，自分のものの見方，感じ方，考え方を深め，我
が国の言語文化について自分の考えを持っている。
［主］進んで『論語』に表れているものの見方や考
え方について理解し，学習課題に沿って，自分のも
のの見方や考え方を豊かにしようとしている。

○ ○ ○ 15

合計

○ ○
定期考査

70

２
学
期

○ 14

定期考査
○ ○ 1

F 『平家物語』「木曽の最期」

・古典に興味を持ち、進んで音
読・朗読をすることで、古典作品
に慣れ親しもうとする。
・繰り返し音読・朗読することで
古典の持つ独特のリズムに慣れ、
優れた表現を味わおうとする。
・「平家物語」の登場人物の生き
方について考えながら作品を読も
うとする。
・古典に表れたものの見方や考え
方に触れ、登場人物や作者の思い
などを想像することができる。

１全文を通読して話の大筋をつか
む。
２敬語に着目し，会話の内容を読
み取る。
３義仲に自害を勧める兼平の心情
と，義仲の言動と心情とを読み取
る。
４第二段の兼平の奮戦を，描写に
着目して読み取る。
５義仲と兼平の心情に触れなが
ら，それぞれの死の描かれ方につ
いて考える。
６本文全体を読んで印象に残った
表現を取り上げ，その効果につい
て話し合う。□文体を意識して，
場面に応じた音読をする。

○

［知技］
・言葉には，文化の継承，発展，創造を支える働き
があることを理解している。
・我が国の言語文化に特徴的な語句の量を増し，そ
れらの文化的背景について理解を深め，文章の中で
使うことを通して，語感を磨き語彙を豊かにしてい
る。
・文章の意味は，文脈の中で形成されることを理解
している。
・古典の世界に親しむために，作品や文章の歴史
的・文化的背景などを理解している。
［思判表］
・「読むこと」において，文章の種類を踏まえて，
内容や構成，展開などについて叙述を基に的確に捉
えている。
・「読むこと」において， 作品の内容や解釈を踏ま
え，自分のものの見方，感じ方，考え方を深め，我
が国の言語文化について自分の考えを持っている。
［主］
・平安時代の貴族文化をふまえて、登場人物の境遇
や心情を理解しようとしている。

○ ○



年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和８年度（２学年用） 教科 地理歴史　科目 歴史総合
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

使用教科書：（ ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

地理歴史 歴史総合 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、
世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉
え、現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴
史を理解するとともに、諸資料から歴史に関す
る様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる
技能を身に付けるようにする。

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な
情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、
よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追
究、解決しようとする態度を養うとともに、多
面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養さ
れる日本国民としての自覚、我が国の歴史に対
する愛情、他国や他国の文化を尊重することの
大切さについての自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意
義、特色などを、時期や年代、推移、比較、相
互の関連や現在とのつながりなどに着目して、
概念などを活用して多面的・多角的に考察した
り、歴史に見られる課題を把握し解決を視野に
入れて構想したりする力や、考察、構想したこ
とを効果的に説明したり、それらを基に議論し
たりする力を養う。

山川出版　現代の歴史総合　みる・読み解く・考える　改訂版

地理歴史 の目標

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察
したり、社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明し
たり、それらを基に議論したりする力を養う。

地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度
を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の
国土や歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

歴史総合 の目標

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○ ○ 11

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識・技能】
　18世紀とその前後のヨーロッパやアメリカ
大陸、オスマン帝国における政治、各地域間
や清や日本などアジア諸国と欧米諸国の貿易
などを基に、18世紀とその前後の世界の経済
と社会を理解している。
【思考・判断・表現】
18世紀とその前後のヨーロッパやアメリカ大
陸、オスマン帝国でのできごとや影響などに
着目して、主題を設定し、世界各地域の動向
を比較したり、相互に関連付けたりするなど
して、18世紀とその前後のヨーロッパやアメ
リカ大陸、東アジア諸国における経済活動の
特徴、アジア各地域間の関係、アジア諸国と
欧米諸国との関係などを多面的・多角的に考
察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
18世紀とその前後のヨーロッパやアメリカ大
陸とアジアとの歴史の変化に関わる諸事象に
ついて、よりよい社会の実現を視野に課題を
主体的に追究しようとしている。

・　ヨーロッパの主権国家体制の
成立－17世紀以前のヨーロッパの
「国家」をみる－
・　イギリス産業革命とアメリカ
独立戦争
・　フランス革命とウィーン体制
・　ナポレオンはどう描かれたの
か
・　アメリカ合衆国の発展とラテ
ンアメリカの独立
・　世界市場の形成
・　オスマン帝国の衰退とロシア
・　イスラーム世界の拡大
・　アヘン戦争の衝撃と日本の開
国
・　江戸幕府の滅亡
・　19世紀の日本の外交交渉

○ ○ 7

欧米の市民革命と「西洋の衝撃」
【知識及び技能】
　18世紀とその前後のヨーロッパ
やアメリカ大陸、オスマン帝国に
おける政治、各地域間や清や日本
などアジア諸国と欧米諸国の貿易
などを基に、18世紀とその前後の
世界の経済と社会を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
18世紀とその前後のヨーロッパや
アメリカ大陸、オスマン帝国での
できごとや影響などに着目して、
主題を設定し、世界各地域の動向
を比較したり、相互に関連付けた
りするなどして、18世紀とその前
後のヨーロッパやアメリカ大陸、
東アジア諸国における経済活動の
特徴、アジア各地域間の関係、ア
ジア諸国と欧米諸国との関係など
を多面的・多角的に考察し、表現
する。
【学びに向かう力、人間性等】
18世紀とその前後のヨーロッパや
アメリカ大陸とアジアとの歴史の
変化に関わる諸事象について、よ
りよい社会の実現を視野に課題を
主体的に追究しようとする態度を
養う。

１
学
期

近代化への胎動
【知識及び技能】
17世紀を含めた18世紀とその前後
の日本やアジアにおける生産と流
通、江戸幕府の４つの口や周辺地
域との貿易などを基に、18世紀の
日本からみた東アジアの政治・経
済と社会を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
17世紀から始まり18世紀から19世
紀にかけての日本が４つの口を通
して周辺地域との関係に着目し
て、主題を設定し、周辺地域の動
向を比較したり、相互に関連付け
たりするなどして、18世紀とその
前後の日本における経済活動の特
徴、清などのアジア諸国との関係
などを多面的・多角的に考察し、
表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
17世紀を含めた18世紀とその前後
の日本やアジアにおける生産と流
通、江戸幕府の４つの口や周辺地
域との貿易など、18世紀の日本か
らみた東アジアの政治・経済と社
会について、よりよい社会の実現
を視野に課題を主体的に追究しよ
うとする態度を養う。

・　近代化への問い
・　17世紀以前のアジアの繁栄と
ヨーロッパの海外進出
・　江戸時代の日本と東アジア秩
序の変動
・　江戸時代の生産・流通と諸改
革
・　近世の琉球と蝦夷地
・　幕政の改革と東アジア世界
・　鎖国は日本だけのもの？

【知識・技能】
17世紀を含めた18世紀とその前後の日本やア
ジアにおける生産と流通、江戸幕府の４つの
口や周辺地域との貿易などを基に、18世紀の
日本からみた東アジアの政治・経済と社会を
理解している。
【思考・判断・表現】
17世紀から始まり18世紀から19世紀にかけて
の日本が４つの口を通して周辺地域との関係
に着目して、主題を設定し、周辺地域の動向
を比較したり、相互に関連付けたりするなど
して、18世紀とその前後の日本における経済
活動の特徴、清などのアジア諸国との関係な
どを多面的・多角的に考察し、表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
17世紀を含めた18世紀とその前後の日本やア
ジアにおける生産と流通、江戸幕府の４つの
口や周辺地域との貿易など、18世紀の日本か
らみた東アジアの政治・経済と社会につい
て、よりよい社会の実現を視野に課題を主体
的に追究しようとしている。

○



○ ○ ○ 11

【知識・技能】
　18世紀とその前後のヨーロッパやアメリカ
大陸、オスマン帝国における政治、各地域間
や清や日本などアジア諸国と欧米諸国の貿易
などを基に、18世紀とその前後の世界の経済
と社会を理解している。
【思考・判断・表現】
18世紀とその前後のヨーロッパやアメリカ大
陸、オスマン帝国でのできごとや影響などに
着目して、主題を設定し、世界各地域の動向
を比較したり、相互に関連付けたりするなど
して、18世紀とその前後のヨーロッパやアメ
リカ大陸、東アジア諸国における経済活動の
特徴、アジア各地域間の関係、アジア諸国と
欧米諸国との関係などを多面的・多角的に考
察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
18世紀とその前後のヨーロッパやアメリカ大
陸とアジアとの歴史の変化に関わる諸事象に
ついて、よりよい社会の実現を視野に課題を
主体的に追究しようとしている。

・　ヨーロッパの主権国家体制の
成立－17世紀以前のヨーロッパの
「国家」をみる－
・　イギリス産業革命とアメリカ
独立戦争
・　フランス革命とウィーン体制
・　ナポレオンはどう描かれたの
か
・　アメリカ合衆国の発展とラテ
ンアメリカの独立
・　世界市場の形成
・　オスマン帝国の衰退とロシア
・　イスラーム世界の拡大
・　アヘン戦争の衝撃と日本の開
国
・　江戸幕府の滅亡
・　19世紀の日本の外交交渉

欧米の市民革命と「西洋の衝撃」
【知識及び技能】
　18世紀とその前後のヨーロッパ
やアメリカ大陸、オスマン帝国に
おける政治、各地域間や清や日本
などアジア諸国と欧米諸国の貿易
などを基に、18世紀とその前後の
世界の経済と社会を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
18世紀とその前後のヨーロッパや
アメリカ大陸、オスマン帝国での
できごとや影響などに着目して、
主題を設定し、世界各地域の動向
を比較したり、相互に関連付けた
りするなどして、18世紀とその前
後のヨーロッパやアメリカ大陸、
東アジア諸国における経済活動の
特徴、アジア各地域間の関係、ア
ジア諸国と欧米諸国との関係など
を多面的・多角的に考察し、表現
する。
【学びに向かう力、人間性等】
18世紀とその前後のヨーロッパや
アメリカ大陸とアジアとの歴史の
変化に関わる諸事象について、よ
りよい社会の実現を視野に課題を
主体的に追究しようとする態度を
養う。

1

欧米諸国と日本の国民国家形成
【知識及び技能】
19世紀後半のヨーロッパや日本に
おける政治、ヨーロッパ各地域間
や日本と欧米諸国の関係などを基
に、19世紀後半のヨーロッパと日
本の政治と社会を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
19世紀後半の欧米諸国が日本に与
えた影響などに着目して、主題を
設定し、ヨーロッパ諸国とその他
の地域の動向を比較したり、相互
に関連付けたりするなどして、19
世紀後半のヨーロッパにおける政
治活動の特徴、ヨーロッパ各地域
間の関係、日本と欧米諸国との関
係などを多面的・多角的に考察
し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
19世紀後半のヨーロッパの動きと
日本との関連に関わる諸事象につ
いて、よりよい社会の実現を視野
に課題を主体的に追究しようとす
る態度を養う。

○

・　帝国主義の時代へ
・　朝鮮をめぐる国際関係と日清
戦争
・　日清戦争後の東アジア
・　日露戦争と東アジアの変動
・　日本の産業革命
・　産業革命の光と影
・　日清戦争・日露戦争とナショ
ナリズム
・　近代化と現代的な諸課題

【知識・技能】
19世紀から20世紀初頭にかけてのアジアや日
本における生産と流通、アジア各地域間やア
ジア諸国と欧米諸国の貿易などを基に、19世
紀から20世紀初頭のアジアの経済と社会を理
解している。
【思考・判断・表現】
19世紀から20世紀初頭にかけての欧米諸国の
帝国主義が世界に与えた影響などに着目し
て、主題を設定し、ヨーロッパ諸国とその他
の地域の動向を比較したり、相互に関連付け
たりするなどして、19世紀から20世紀初頭の
日本における政治の特徴、アジア各地域間の
関係、アジア諸国と欧米諸国との関係などを
多面的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
帝国主義や日本のアジア進出に関わる諸事象
について、よりよい社会の実現を視野に課題
を主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○

○
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8

帝国主義の時代
【知識及び技能】
19世紀から20世紀初頭にかけての
アジアや日本における生産と流
通、アジア各地域間やアジア諸国
と欧米諸国の貿易などを基に、19
世紀から20世紀初頭のアジアの経
済と社会を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
19世紀から20世紀初頭にかけての
欧米諸国の帝国主義が世界に与え
た影響などに着目して、主題を設
定し、ヨーロッパ諸国とその他の
地域の動向を比較したり、相互に
関連付けたりするなどして、19世
紀から20世紀初頭の日本における
政治の特徴、アジア各地域間の関
係、アジア諸国と欧米諸国との関
係などを多面的・多角的に考察
し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
帝国主義や日本のアジア進出に関
わる諸事象について、よりよい社
会の実現を視野に課題を主体的に
追究しようとする態度を養う。

○

〇 11

○ 1

２
学
期

第一次世界大戦と大衆社会
【知識及び技能】
第一次世界大戦の展開、日本やア
ジアの経済成長、ソヴィエト連邦
の成立とアメリカ合衆国の台頭、
ナショナリズムの動向と国際連盟
の成立などを基に、総力戦と第一
次世界大戦後の国際協調体制を理
解する。大衆の政治参加と女性の
地位向上、大正デモクラシーと政
党政治、大量消費社会と大衆文
化、教育の普及とマスメディアの
発達などを基に、大衆社会の形成
と社会運動の広がりを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
第一次世界大戦の推移と第一次世
界大戦が大戦後の世界に与えた影
響、日本の参戦の背景と影響など
に着目して、主題を設定し、日本
とその他の国や地域の動向を比較
したり、関連付けたりするなどし
て、第一次世界大戦の性格と惨
禍、日本とアジア及び太平洋地域
の関係や国際協調体制の特徴など
を多面的・多角的に考察し、表現
する。第一次世界大戦前後の社会
の変化などに着目して、主題を設
定し、日本とその他の国や地域の
動向を比較したり、関連付けたり
するなどして、第一次世界大戦後
の社会の変容と社会運動との関連
などを多面的・多角的に考察し、
表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
20世紀初頭から戦間期にかけての
日本を中心に世界的な動きと関わ
る諸事象について、よりよい社会
の実現を視野に課題を主体的に追
究しようとする態度を養う。

・　国際秩序の変化や大衆化への
問い
・　第一次世界大戦
・　ロシア革命とソ連の成立
・　米騒動と大正デモクラシー
・　ヴェルサイユ体制とワシント
ン体制
・　アジアの民族運動
・　民族資本の形成と影響-インド
の事例から考えよう-
・　第一次世界大戦後の欧米諸国
・　ひろがる社会運動と普通選挙
の実現
・　1920年代に花ひらいた大衆の
文化
・　移動する人々－南洋へのまな
ざし－

【知識・技能】
第一次世界大戦の展開、日本やアジアの経済
成長、ソヴィエト連邦の成立とアメリカ合衆
国の台頭、ナショナリズムの動向と国際連盟
の成立などを基に、総力戦と第一次世界大戦
後の国際協調体制を理解している。大衆の政
治参加と女性の地位向上、大正デモクラシー
と政党政治、大量消費社会と大衆文化、教育
の普及とマスメディアの発達などを基に、大
衆社会の形成と社会運動の広がりを理解して
いる。
【思考・判断・表現】
第一次世界大戦の推移と第一次世界大戦が大
戦後の世界に与えた影響、日本の参戦の背景
と影響などに着目して、主題を設定し、日本
とその他の国や地域の動向を比較したり、関
連付けたりするなどして、第一次世界大戦の
性格と惨禍、日本とアジア及び太平洋地域の
関係や国際協調体制の特徴などを多面的・多
角的に考察し、表現している。第一次世界大
戦前後の社会の変化などに着目して、主題を
設定し、日本とその他の国や地域の動向を比
較したり、関連付けたりするなどして、第一
次世界大戦後の社会の変容と社会運動との関
連などを多面的・多角的に考察し、表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
20世紀初頭から戦間期にかけての日本を中心
に世界的な動きと関わる諸事象について、よ
りよい社会の実現を視野に課題を主体的に追
究しようとしている。

〇 〇

・　イギリス・フランスの繁栄と
イタリア・ドイツ統一
・　明治政府の諸改革
・　文明開化
・　日本のアジア外交と国境問題
・　自由民権運動と大日本帝国憲
法
・　北海道旧土人保護法は何を目
的に制定されたのか

【知識・技能】
19世紀後半のヨーロッパや日本における政
治、ヨーロッパ各地域間や日本と欧米諸国の
関係などを基に、19世紀後半のヨーロッパと
日本の政治と社会を理解している。
【思考・判断・表現】
19世紀後半の欧米諸国が日本に与えた影響な
どに着目して、主題を設定し、ヨーロッパ諸
国とその他の地域の動向を比較したり、相互
に関連付けたりするなどして、19世紀後半の
ヨーロッパにおける政治活動の特徴、ヨー
ロッパ各地域間の関係、日本と欧米諸国との
関係などを多面的・多角的に考察し、表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
19世紀後半のヨーロッパの動きと日本との関
連に関わる諸事象について、よりよい社会の
実現を視野に課題を主体的に追究しようとし
ている。

○ ○
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１
学
期
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経済危機と第二次世界大戦
【知識及び技能】
世界恐慌、ファシズムの伸張、日
本の対外政策などを基に、国際協
調体制の動揺を理解する。 第二次
世界大戦の展開、国際連合と国際
経済体制、冷戦の始まりとアジア
諸国の動向、戦後改革と日本国憲
法の制定、平和条約と日本の独立
の回復などを基に、第二次世界大
戦後の国際秩序と日本の国際社会
への復帰を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
経済危機の背景と影響、国際秩序
や政治体制の変化などに着目し
て、主題を設定し、日本とその他
の国や地域の動向を比較したり、
相互に関連付けたりするなどし
て、各国の世界恐慌への対応の特
徴、国際協調体制の動揺の要因な
どを多面的・多角的に考察し、表
現する。第二次世界大戦の推移と
第二次世界大戦が大戦後の世界に
与えた影響、第二次世界大戦後の
国際秩序の形成が社会に及ぼした
影響などに着目して、主題を設定
し、日本とその他の国や地域の動
向を比較したり、相互に関連付け
たりするなどして、第二次世界大
戦の性格と惨禍、第二次世界大戦
下の社会状況や人々の生活、日本
に対する占領政策と国際情勢との
関係などを多面的・多角的に考察
し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
世界恐慌やナチス・ドイツ誕生の
頃から第二次世界大戦の後の日本
の独立回復までの日本と世界の歴
史の変化に関わる諸事象につい
て、よりよい社会の実現を視野に
課題を主体的に追究しようとする
態度を養う。

・　世界恐慌と各国の対応
・　ファシズムの時代
・　満洲事変と軍部の対立
・　日中戦争と戦時体制
・　日中戦争と戦時体制
・　第二次世界大戦の勃発
・　第二次世界大戦の終結
・　国際連合の成立と冷戦
・　日本占領と日本国憲法
・　朝鮮戦争と日本
・　満洲移民・引揚・戦後開拓－
戦争と人々の移動－
・　国際秩序の変化や大衆化と現
代的な諸課題

【知識・技能】
世界恐慌、ファシズムの伸張、日本の対外政
策などを基に、国際協調体制の動揺を理解し
ている。 第二次世界大戦の展開、国際連合
と国際経済体制、冷戦の始まりとアジア諸国
の動向、戦後改革と日本国憲法の制定、平和
条約と日本の独立の回復などを基に、第二次
世界大戦後の国際秩序と日本の国際社会への
復帰を理解している。
【思考・判断・表現】
経済危機の背景と影響、国際秩序や政治体制
の変化などに着目して、主題を設定し、日本
とその他の国や地域の動向を比較したり、相
互に関連付けたりするなどして、各国の世界
恐慌への対応の特徴、国際協調体制の動揺の
要因などを多面的・多角的に考察し、表現し
ている。第二次世界大戦の推移と第二次世界
大戦が大戦後の世界に与えた影響、第二次世
界大戦後の国際秩序の形成が社会に及ぼした
影響などに着目して、主題を設定し、日本と
その他の国や地域の動向を比較したり、相互
に関連付けたりするなどして、第二次世界大
戦の性格と惨禍、第二次世界大戦下の社会状
況や人々の生活、日本に対する占領政策と国
際情勢との関係などを多面的・多角的に考察
し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
世界恐慌やナチス・ドイツ誕生の頃から第二
次世界大戦の後の日本の独立回復までの日本
と世界の歴史の変化に関わる諸事象につい
て、よりよい社会の実現を視野に課題を主体
的に追究しようとしている。

〇 〇 〇 12

２
学
期

第一次世界大戦と大衆社会
【知識及び技能】
第一次世界大戦の展開、日本やア
ジアの経済成長、ソヴィエト連邦
の成立とアメリカ合衆国の台頭、
ナショナリズムの動向と国際連盟
の成立などを基に、総力戦と第一
次世界大戦後の国際協調体制を理
解する。大衆の政治参加と女性の
地位向上、大正デモクラシーと政
党政治、大量消費社会と大衆文
化、教育の普及とマスメディアの
発達などを基に、大衆社会の形成
と社会運動の広がりを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
第一次世界大戦の推移と第一次世
界大戦が大戦後の世界に与えた影
響、日本の参戦の背景と影響など
に着目して、主題を設定し、日本
とその他の国や地域の動向を比較
したり、関連付けたりするなどし
て、第一次世界大戦の性格と惨
禍、日本とアジア及び太平洋地域
の関係や国際協調体制の特徴など
を多面的・多角的に考察し、表現
する。第一次世界大戦前後の社会
の変化などに着目して、主題を設
定し、日本とその他の国や地域の
動向を比較したり、関連付けたり
するなどして、第一次世界大戦後
の社会の変容と社会運動との関連
などを多面的・多角的に考察し、
表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
20世紀初頭から戦間期にかけての
日本を中心に世界的な動きと関わ
る諸事象について、よりよい社会
の実現を視野に課題を主体的に追
究しようとする態度を養う。

・　国際秩序の変化や大衆化への
問い
・　第一次世界大戦
・　ロシア革命とソ連の成立
・　米騒動と大正デモクラシー
・　ヴェルサイユ体制とワシント
ン体制
・　アジアの民族運動
・　民族資本の形成と影響-インド
の事例から考えよう-
・　第一次世界大戦後の欧米諸国
・　ひろがる社会運動と普通選挙
の実現
・　1920年代に花ひらいた大衆の
文化
・　移動する人々－南洋へのまな
ざし－

【知識・技能】
第一次世界大戦の展開、日本やアジアの経済
成長、ソヴィエト連邦の成立とアメリカ合衆
国の台頭、ナショナリズムの動向と国際連盟
の成立などを基に、総力戦と第一次世界大戦
後の国際協調体制を理解している。大衆の政
治参加と女性の地位向上、大正デモクラシー
と政党政治、大量消費社会と大衆文化、教育
の普及とマスメディアの発達などを基に、大
衆社会の形成と社会運動の広がりを理解して
いる。
【思考・判断・表現】
第一次世界大戦の推移と第一次世界大戦が大
戦後の世界に与えた影響、日本の参戦の背景
と影響などに着目して、主題を設定し、日本
とその他の国や地域の動向を比較したり、関
連付けたりするなどして、第一次世界大戦の
性格と惨禍、日本とアジア及び太平洋地域の
関係や国際協調体制の特徴などを多面的・多
角的に考察し、表現している。第一次世界大
戦前後の社会の変化などに着目して、主題を
設定し、日本とその他の国や地域の動向を比
較したり、関連付けたりするなどして、第一
次世界大戦後の社会の変容と社会運動との関
連などを多面的・多角的に考察し、表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
20世紀初頭から戦間期にかけての日本を中心
に世界的な動きと関わる諸事象について、よ
りよい社会の実現を視野に課題を主体的に追
究しようとしている。

〇 〇
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多極化する世界
【知識及び技能】
石油危機、アジアの諸地域の経済
発展、市場開放と経済の自由化、
情報通信技術の発展などを基に、
市場経済の変容と課題を理解す
る。冷戦の終結、民主化の進展、
地域統合の拡大と変容、地域紛争
の拡散とそれへの対応などを基
に、冷戦終結後の国際政治の変容
と課題を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
アジアの諸地域の経済発展の背
景、経済の自由化や技術革新の影
響、資源・エネルギーと地球環境
問題が世界経済に及ぼした影響な
どに着目して、主題を設定し、日
本とその他の国や地域の動向を比
較したり、相互に関連付けたりす
るなどして、市場経済のグローバ
ル化の特徴と日本の役割などを多
面的・多角的に考察し、表現す
る。冷戦の変容と終結の背景、民
主化や地域統合の背景と影響、地
域紛争の拡散の背景と影響などに
着目して、主題を設定し、日本と
その他の国や地域の動向を比較し
たり、相互に関連付けたりするな
どして、冷戦終結後の国際政治の
特徴と日本の役割などを多面的・
多角的に考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
1970年代に入り石油危機などが起
きたころから21世紀の現代までの
日本と世界の歴史の変化に関わる
諸事象について、よりよい社会の
実現を視野に課題を主体的に追究
しようとする態度を養う。

・　石油危機と世界経済
・　パレスティナ問題の変遷
・　緊張緩和から冷戦の終息へ
・　日本の経済大国化
・　多国籍企業について考える－
私たちの身近にある「グローバ
ル」－

【知識・技能】
石油危機、アジアの諸地域の経済発展、市場
開放と経済の自由化、情報通信技術の発展な
どを基に、市場経済の変容と課題を理解して
いる。冷戦の終結、民主化の進展、地域統合
の拡大と変容、地域紛争の拡散とそれへの対
応などを基に、冷戦終結後の国際政治の変容
と課題を理解している。
【思考・判断・表現】
アジアの諸地域の経済発展の背景、経済の自
由化や技術革新の影響、資源・エネルギーと
地球環境問題が世界経済に及ぼした影響など
に着目して、主題を設定し、日本とその他の
国や地域の動向を比較したり、相互に関連付
けたりするなどして、市場経済のグローバル
化の特徴と日本の役割などを多面的・多角的
に考察し、表現している。冷戦の変容と終結
の背景、民主化や地域統合の背景と影響、地
域紛争の拡散の背景と影響などに着目して、
主題を設定し、日本とその他の国や地域の動
向を比較したり、相互に関連付けたりするな
どして、冷戦終結後の国際政治の特徴と日本
の役割などを多面的・多角的に考察し、表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
1970年代に入り石油危機などが起きたころか
ら21世紀の現代までの日本と世界の歴史の変
化に関わる諸事象について、よりよい社会の
実現を視野に課題を主体的に追究しようとし
ている。

〇 〇 〇 5

1

〇 7

グローバル化と現代世界
【知識及び技能】
歴史的経緯を踏まえて、現代的な
諸課題を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
事象の背景や原因、結果や影響な
どに着目して、日本とその他の国
や地域の動向を比較し相互に関連
付けたり、現代的な諸課題を展望
したりするなどして、主題につい
て多面的・多角的に考察し、表現
する。
【学びに向かう力、人間性等】
21世紀に入って日本と世界の歴史
の変化に関わる諸事象について、
よりよい社会の実現を視野に課題
を主体的に追究しようとする態度
を養う。

・　地域紛争と対立
・　国際秩序の変容
・　グローバル化のなかの日本
・　持続可能な社会をめざして－
私たちが考えるべきことは何か－
・　現代的な諸課題の形成と展望

【知識・技能】
歴史的経緯を踏まえて、現代的な諸課題を理
解している。
【思考・判断・表現】
事象の背景や原因、結果や影響などに着目し
て、日本とその他の国や地域の動向を比較し
相互に関連付けたり、現代的な諸課題を展望
したりするなどして、主題について多面的・
多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
21世紀に入って日本と世界の歴史の変化に関
わる諸事象について、よりよい社会の実現を
視野に課題を主体的に追究しようとしてい
る。

〇 〇 〇

定期考査
○ ○

３
学
期

冷戦と脱植民地化
【知識及び技能】
脱植民地化とアジア・アフリカ諸
国、冷戦下の地域紛争、先進国の
政治の動向、軍備拡張や核兵器の
管理などを基に、国際政治の変容
を理解している。西ヨーロッパや
東南アジアの地域連携、計画経済
とその波及、日本の高度経済成長
などを基に、世界経済の拡大と経
済成長下の日本の社会を理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
地域紛争の背景や影響、冷戦が各
国の政治に及ぼした影響などに着
目して、主題を設定し、日本とそ
の他の国や地域の動向を比較した
り、相互に関連付けたりするなど
して、地域紛争と冷戦の関係、第
三世界の国々の経済政策の特徴、
欧米やソヴィエト連邦の政策転換
の要因などを多面的・多角的に考
察し、表現する。冷戦が各国経済
に及ぼした影響、地域連携の背景
と影響、日本の高度経済成長の背
景と影響などに着目して、主題を
設定し、日本とその他の国や地域
の動向を比較したり、相互に関連
付けたりするなどして、冷戦下の
世界経済や地域連携の特徴、経済
成長による生活や社会の変容など
を多面的・多角的に考察し、表現
する。
【学びに向かう力、人間性等】
1950年代の冷戦期から1970年代の
石油危機で日本の高度経済成長期
がおわるころの日本を中心に世界
的な動きと関わる諸事象につい
て、よりよい社会の実現を視野に
課題を主体的に追究しようとする
態度を養う。

・　グローバル化への問い
・　植民地の独立
・　核実験と核競争
・　米ソ両陣営の動揺
・　高度経済成長
・　日本の国際社会復帰と高度経
済成長
・　沖縄からみたベトナム戦争

【知識・技能】
脱植民地化とアジア・アフリカ諸国、冷戦下
の地域紛争、先進国の政治の動向、軍備拡張
や核兵器の管理などを基に、国際政治の変容
を理解している。西ヨーロッパや東南アジア
の地域連携、計画経済とその波及、日本の高
度経済成長などを基に、世界経済の拡大と経
済成長下の日本の社会を理解している。
【思考・判断・表現】
地域紛争の背景や影響、冷戦が各国の政治に
及ぼした影響などに着目して、主題を設定
し、日本とその他の国や地域の動向を比較し
たり、相互に関連付けたりするなどして、地
域紛争と冷戦の関係、第三世界の国々の経済
政策の特徴、欧米やソヴィエト連邦の政策転
換の要因などを多面的・多角的に考察し、表
現している。冷戦が各国経済に及ぼした影
響、地域連携の背景と影響、日本の高度経済
成長の背景と影響などに着目して、主題を設
定し、日本とその他の国や地域の動向を比較
したり、相互に関連付けたりするなどして、
冷戦下の世界経済や地域連携の特徴、経済成
長による生活や社会の変容などを多面的・多
角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
1950年代の冷戦期から1970年代の石油危機で
日本の高度経済成長期がおわるころの日本を
中心に世界的な動きと関わる諸事象につい
て、よりよい社会の実現を視野に課題を主体
的に追究しようとしている。

〇 〇



5

定期考査
○ ○ 1

グローバル化と現代世界
【知識及び技能】
歴史的経緯を踏まえて、現代的な
諸課題を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
事象の背景や原因、結果や影響な
どに着目して、日本とその他の国
や地域の動向を比較し相互に関連
付けたり、現代的な諸課題を展望
したりするなどして、主題につい
て多面的・多角的に考察し、表現
する。
【学びに向かう力、人間性等】
21世紀に入って日本と世界の歴史
の変化に関わる諸事象について、
よりよい社会の実現を視野に課題
を主体的に追究しようとする態度
を養う。

・　地域紛争と対立
・　国際秩序の変容
・　グローバル化のなかの日本
・　持続可能な社会をめざして－
私たちが考えるべきことは何か－
・　現代的な諸課題の形成と展望

【知識・技能】
歴史的経緯を踏まえて、現代的な諸課題を理
解している。
【思考・判断・表現】
事象の背景や原因、結果や影響などに着目し
て、日本とその他の国や地域の動向を比較し
相互に関連付けたり、現代的な諸課題を展望
したりするなどして、主題について多面的・
多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
21世紀に入って日本と世界の歴史の変化に関
わる諸事象について、よりよい社会の実現を
視野に課題を主体的に追究しようとしてい
る。

〇 〇 〇

３
学
期



合計

70



年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和８年度（２学年用） 教科 公民　科目 政治・経済
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組 必修選択

使用教科書：（ ）

教科

科目

1

政治・経済 の目標

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

社会の在り方に関わる現実社会の諸課題の解決
に向けて探究するための手掛かりとなる概念や
理論などについて理解するとともに，諸資料か
ら，社会の在り方に関わる情報を適切かつ効果
的に調べまとめる技能を身に付けるようにす
る。

○

民主政治の基本原理
【知識・技能】
・政治と法の意義と機能，基本的
人権の保障と法の支配，権利と義
務との関係，議会制民主主義につ
いて，現実社会の諸事象を通して
理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・政党政治などの観点から，望ま
しい政治の在り方及び主権者とし
ての政治参加の在り方について多
面的・多角的に考察，構想し，表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体
的に追究して，民主政治の基本原
理における学習上の課題を意欲的
に解決しようとしている。

１．政治と法
２．民主政治と人権保障の発展
３．国民主権と民主主義の発展
４．世界の政治制度

民主政治の基本原理
【知識・技能】
・政治と法の意義と機能，基本的人権の保障
と法の支配，権利と義務との関係，議会制民
主主義について，現実社会の諸事象を通して
理解を深めようとしている。
【思考・判断・表現】
・政党政治などの観点から，望ましい政治の
在り方及び主権者としての政治参加の在り方
について多面的・多角的に考察，構想し，表
現しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，民主政治の基本原理における学習上の課
題を意欲的に解決しようとしようとしてい
る。

○ ○ ○ 5

国家及び社会の形成者として必要な選択・判断
の基準となる考え方や政治・経済に関する概念
や理論などを活用して，現実社会に見られる複
雑な課題を把握し，説明するとともに，身に付
けた判断基準を根拠に構想する力や，構想した
ことの妥当性や効果，実現可能性などを指標に
して議論し公正に判断して，合意形成や社会参
画に向かう力を養う。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を
主体的に解決しようとする態度を養うととも
に，多面的・多角的な考察や深い理解を通して
涵 かん 養される，現代社会に 生きる人間と
しての在り方生き方についての自覚や，公共的
な空間に生き国民主権 を担う公民として，自
国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，各国
が相互に主権 を尊重し，各国民が協力し合う
ことの大切さについての自覚などを深める。

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

公民 政治・経済 2

実教出版　 最新　政治・経済

公民 の目標

【 知　識　及　び　技　能 】
選択・判断の手掛かりとなる概念や理論及び倫理，政治，経済などに関わる現代の諸課題について理
解するとともに，諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

思

日本の政治機構
【知識・技能】
・基本的人権の保障と法の支配，
権利と義務との関係，議会制民主
主義，地方自治について，現実社
会の諸事象を通して理解を深めて
いる。
【思考・判断・表現】
・政党政治や選挙などの観点か
ら，望ましい政治の在り方及び主
権者としての政治参加の在り方に
ついて多面的・多角的に考察，構
想し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体
的に追究して，日本の政治機構に
おける学習上の課題を意欲的に解
決しようとしている。

１．立法
２．行政
３．司法
４．地方自治

日本の政治機構
【知識・技能】
・基本的人権の保障と法の支配，権利と義務
との関係，議会制民主主義，地方自治につい
て，現実社会の諸事象を通して理解を深めよ
うとしている。
【思考・判断・表現】
・政党政治や選挙などの観点から，望ましい
政治の在り方及び主権者としての政治参加の
在り方について多面的・多角的に考察，構想
し，表現しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，日本の政治機構における学習上の課題を
意欲的に解決しようとしようとしている。

○ ○ ○ 8

定期考査

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

○

態

現代の諸課題について，事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，解決に向けて
公正に判断したりする力や，合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養う。

よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面
的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される，人間としての在り方生き方についての自覚や，国民
主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，各国が相互に主権を尊重し，各国
民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。

5

1

日本国憲法の基本的性格
【知識・技能】
・基本的人権の保障と法の支配，
権利と義務との関係，議会制民主
主義，地方自治について，現実社
会の諸事象を通して理解を深めて
いる。
【思考・判断・表現】
・民主政治の本質を基に，日本国
憲法と現代政治の在り方との関連
について多面的・多角的に考察
し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体
的に追究して，日本国憲法の基本
的性格における学習上の課題を意
欲的に解決しようとしている。

１．日本国憲法の成立
２．平和主義
３．基本的人権の保障
４．人権の広がり

日本国憲法の基本的性格
【知識・技能】
・基本的人権の保障と法の支配，権利と義務
との関係，議会制民主主義，地方自治につい
て，現実社会の諸事象を通して理解を深めよ
うとしている。
【思考・判断・表現】
・民主政治の本質を基に，日本国憲法と現代
政治の在り方との関連について多面的・多角
的に考察し，表現しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，日本国憲法の基本的性格における学習上
の課題を意欲的に解決しようとしようとして
いる。

○ ○ ○



１
学
期

○

現代日本における諸課題の探究
【知識・技能】
・現代日本における政治・経済の
諸課題について，必要な知識を習
得している。
【思考・判断・表現】
・少子高齢社会における社会保障
の充実・安定化，地域社会の自立
と政府，多様な働き方・生き方を
可能にする社会，産業構造の変化
と起業，歳入・歳出両面での財政
健全化，食料の安定供給の確保と
持続可能な農業構造の実現，防災
と安全・安心な社会の実現などに
ついて，取り上げた課題の解決に
向けて政治と経済とを関連させて
多面的・多角的に考察，構想し，
よりよい社会の在り方についての
自分の考えを説明，論述してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代日本における政治・経済の
諸課題について，よりよい社会の
実現のために現実社会の諸課題を
主体的に解決しようとしている。

１．地域社会の自立と政府
２．防災と安全・安心な社会の実
現
３．歳入・歳出両面での財政健全
化
４．産業構造の変化と企業
５．食料の安定供給の確保と持続
可能な職業構造の実現
６．多様な働き方・生き方を可能
にする社会
７．少子高齢社会における社会保
障の充実・安定化

現代日本における諸課題の探究
【知識・技能】
・現代日本における政治・経済の諸課題につ
いて，必要な知識を習得しようとしている。
【思考・判断・表現】
・少子高齢社会における社会保障の充実・安
定化，地域社会の自立と政府，多様な働き
方・生き方を可能にする社会，産業構造の変
化と起業，歳入・歳出両面での財政健全化，
食料の安定供給の確保と持続可能な農業構造
の実現，防災と安全・安心な社会の実現など
について，取り上げた課題の解決に向けて政
治と経済とを関連させて多面的・多角的に考
察，構想し，よりよい社会の在り方について
の自分の考えを説明，論述しようとしてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代日本における政治・経済の諸課題につ
いて，よりよい社会の実現のために現実社会
の諸課題を主体的に解決しようとしようとし
ている。

１．市場機構
２．現代の企業
３．国民所得と経済成長
４．金融のしくみ
５．財政のしくみ

現代経済のしくみ
【知識・技能】
・経済活動と市場，経済主体と経済循環，国
民経済の大きさと経済成長，物価と景気変
動，財政の働きと仕組み及び租税などの意
義，金融の働きと仕組みについて，現実社会
の諸事象を通して理解を深めようとしてい
る。
【思考・判断・表現】
・市場経済の機能と限界，持続可能な財政及
び租税の在り方，金融を通した経済活動の活
性化について多面的・多角的に考察，構想
し，表現しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，現代経済のしくみにおける学習上の課題
を意欲的に解決しようとしようとしている。

○ ○ ○

○ ○

１．経済の停滞と再生
２．日本の中小企業と農業
３．国民の暮らし
４．環境保全と公害防止
５．労使関係と労働条件の改善
６．社会保障の役割

8

3

現代経済のしくみ
【知識・技能】
・経済活動と市場，経済主体と経
済循環，国民経済の大きさと経済
成長，物価と景気変動，財政の働
きと仕組み及び租税などの意義，
金融の働きと仕組みについて，現
実社会の諸事象を通して理解を深
めている。
【思考・判断・表現】
・市場経済の機能と限界，持続可
能な財政及び租税の在り方，金融
を通した経済活動の活性化につい
て多面的・多角的に考察，構想
し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体
的に追究して，現代経済のしくみ
における学習上の課題を意欲的に
解決しようとしている。

日本の政治機構
【知識・技能】
・基本的人権の保障と法の支配，
権利と義務との関係，議会制民主
主義，地方自治について，現実社
会の諸事象を通して理解を深めて
いる。
【思考・判断・表現】
・政党政治や選挙などの観点か
ら，望ましい政治の在り方及び主
権者としての政治参加の在り方に
ついて多面的・多角的に考察，構
想し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体
的に追究して，日本の政治機構に
おける学習上の課題を意欲的に解
決しようとしている。

１．立法
２．行政
３．司法
４．地方自治

日本の政治機構
【知識・技能】
・基本的人権の保障と法の支配，権利と義務
との関係，議会制民主主義，地方自治につい
て，現実社会の諸事象を通して理解を深めよ
うとしている。
【思考・判断・表現】
・政党政治や選挙などの観点から，望ましい
政治の在り方及び主権者としての政治参加の
在り方について多面的・多角的に考察，構想
し，表現しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，日本の政治機構における学習上の課題を
意欲的に解決しようとしようとしている。

○ ○ ○

○ 1

1

現代経済と福祉の向上
【知識・技能】
・経済活動と市場，経済主体と経済循環，国
民経済の大きさと経済成長，物価と景気変
動，財政の働きと仕組み及び租税などの意
義，金融の働きと仕組みについて，現実社会
の諸事象を通して理解を深めること。
【思考・判断・表現】
・経済活動と福祉の向上との関連について多
面的・多角的に考察し，表現しようとしてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，現代経済と福祉の向上における学習上の
課題を意欲的に解決しようとしようとしてい
る。

8

4

定期考査
○

経済社会の変容
【知識・技能】
・経済活動について，現実社会の
諸事象を通して理解を深めてい
る。
【思考・判断・表現】
・経済活動について多面的・多角
的に考察し，表現させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体
的に追究して，経済社会の変容に
おける学習上の課題を意欲的に解
決しようとしている。

8

○ ○

○ 7

現代日本の政治
【知識・技能】
・権利と義務との関係，議会制民
主主義，地方自治について，現実
社会の諸事象を通して理解を深め
ている。
【思考・判断・表現】
・政党政治や選挙などの観点か
ら，望ましい政治の在り方及び主
権者としての政治参加の在り方に
ついて多面的・多角的に考察，構
想し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体
的に追究して，現代日本の政治に
おける学習上の課題を意欲的に解
決しようとしている。

１．戦後政治の歩み
２．選挙制度
３．政治参加と世論

現代日本の政治
【知識・技能】
・権利と義務との関係，議会制民主主義，地
方自治について，現実社会の諸事象を通して
理解を深めようとしている。
【思考・判断・表現】
・政党政治や選挙などの観点から，望ましい
政治の在り方及び主権者としての政治参加の
在り方について多面的・多角的に考察，構想
し，表現しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，現代日本の政治における学習上の課題を
意欲的に解決しようとしようとしている。

○

○ ○ ○

２
学
期

１．経済活動の意義
２．経済社会の形成と変容

経済社会の変容
【知識・技能】
・経済活動について，現実社会の諸事象を通
して理解を深めようとしている。
【思考・判断・表現】
・経済活動について多面的・多角的に考察
し，表現させる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，経済社会の変容における学習上の課題を
意欲的に解決しようとしようとしている。

○ ○ ○

現代経済と福祉の向上
【知識・技能】
・経済活動と市場，経済主体と経
済循環，国民経済の大きさと経済
成長，物価と景気変動，財政の働
きと仕組み及び租税などの意義，
金融の働きと仕組みについて，現
実社会の諸事象を通して理解を深
めること。
【思考・判断・表現】
・経済活動と福祉の向上との関連
について多面的・多角的に考察
し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体
的に追究して，現代経済と福祉の
向上における学習上の課題を意欲
的に解決しようとしている。

○

定期考査



現代日本における諸課題の探究
【知識・技能】
・現代日本における政治・経済の
諸課題について，必要な知識を習
得している。
【思考・判断・表現】
・少子高齢社会における社会保障
の充実・安定化，地域社会の自立
と政府，多様な働き方・生き方を
可能にする社会，産業構造の変化
と起業，歳入・歳出両面での財政
健全化，食料の安定供給の確保と
持続可能な農業構造の実現，防災
と安全・安心な社会の実現などに
ついて，取り上げた課題の解決に
向けて政治と経済とを関連させて
多面的・多角的に考察，構想し，
よりよい社会の在り方についての
自分の考えを説明，論述してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代日本における政治・経済の
諸課題について，よりよい社会の
実現のために現実社会の諸課題を
主体的に解決しようとしている。

１．地域社会の自立と政府
２．防災と安全・安心な社会の実
現
３．歳入・歳出両面での財政健全
化
４．産業構造の変化と企業
５．食料の安定供給の確保と持続
可能な職業構造の実現
６．多様な働き方・生き方を可能
にする社会
７．少子高齢社会における社会保
障の充実・安定化

現代日本における諸課題の探究
【知識・技能】
・現代日本における政治・経済の諸課題につ
いて，必要な知識を習得しようとしている。
【思考・判断・表現】
・少子高齢社会における社会保障の充実・安
定化，地域社会の自立と政府，多様な働き
方・生き方を可能にする社会，産業構造の変
化と起業，歳入・歳出両面での財政健全化，
食料の安定供給の確保と持続可能な農業構造
の実現，防災と安全・安心な社会の実現など
について，取り上げた課題の解決に向けて政
治と経済とを関連させて多面的・多角的に考
察，構想し，よりよい社会の在り方について
の自分の考えを説明，論述しようとしてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代日本における政治・経済の諸課題につ
いて，よりよい社会の実現のために現実社会
の諸課題を主体的に解決しようとしようとし
ている。

現代の国際経済
【知識・技能】
・貿易の現状と意義，為替相場の
変動，国民経済と国際収支，国際
協調の必要性や国際経済機関の役
割について，現実社会の諸事象を
通して理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・相互依存関係が深まる国際経済
の特質について多面的・多角的に
考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体
的に追究して，現代の国際経済に
おける学習上の課題を意欲的に解
決しようとしている。

１．商品・資本の流れと国際収支
２．国際経済体制の変化
３．グローバル化と金融危機
４．地域経済統合と新興国の台頭
５．地球環境とエネルギー
６．経済協力と人間開発の課題

現代の国際経済
【知識・技能】
・貿易の現状と意義，為替相場の変動，国民
経済と国際収支，国際協調の必要性や国際経
済機関の役割について，現実社会の諸事象を
通して理解を深めようとしている。
【思考・判断・表現】
・相互依存関係が深まる国際経済の特質につ
いて多面的・多角的に考察し，表現しようと
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，現代の国際経済における学習上の課題を
意欲的に解決しようとしようとしている。

○

8

１．国際政治の特質と国際法
２．国際連合と国際協力
３．現代国際政治の動向
４．核兵器と軍縮
５．国際紛争と難民
６．国際政治と日本

現代の国際政治
【知識・技能】
・国際社会の変遷，人権，国家主権，領土
（領海，領空を含む。）などに関する国際法
の意義，国際連合をはじめとする国際機構の
役割，我が国の安全保障と防衛，国際貢献に
ついて，現実社会の諸事象を通して理解を深
めようとしている。
【思考・判断・表現】
・国際社会の特質や国際紛争の諸要因を基
に，国際法の果たす役割について多面的・多
角的に考察し，表現しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，現代の国際政治における学習上の課題を
意欲的に解決しようとしようとしている。

○ ○ ○ 8

○ 6

1

３
学
期

○ ○ ○

２
学
期

○

定期考査 　
○ ○

現代の国際政治
【知識・技能】
・国際社会の変遷，人権，国家主
権，領土（領海，領空を含む。）
などに関する国際法の意義，国際
連合をはじめとする国際機構の役
割，我が国の安全保障と防衛，国
際貢献について，現実社会の諸事
象を通して理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・国際社会の特質や国際紛争の諸
要因を基に，国際法の果たす役割
について多面的・多角的に考察
し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体
的に追究して，現代の国際政治に
おける学習上の課題を意欲的に解
決しようとしている。



国際社会の諸課題の探究
【知識・技能】
・グローバル化する国際社会の諸
課題について，必要な知識を習得
している。
【思考・判断・表現】
・グローバル化に伴う人々の生活
や社会の変容，地球環境と資源・
エネルギー問題，国際経済格差の
是正と国際協力，イノベーション
と成長市場，人種・民族問題や地
域紛争の解決に向けた国際社会の
取組，持続可能な国際社会づくり
などについて，取り上げた課題の
解決に向けて政治と経済とを関連
させて多面的・多角的に考察，構
想し，よりよい社会の在り方につ
いての自分の考えを説明，論述し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・グローバル化する国際社会の諸
課題について，よりよい社会の実
現のために現実社会の諸課題を主
体的に解決しようとしている。

3

現代の国際経済
【知識・技能】
・貿易の現状と意義，為替相場の
変動，国民経済と国際収支，国際
協調の必要性や国際経済機関の役
割について，現実社会の諸事象を
通して理解を深めている。
【思考・判断・表現】
・相互依存関係が深まる国際経済
の特質について多面的・多角的に
考察し，表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体
的に追究して，現代の国際経済に
おける学習上の課題を意欲的に解
決しようとしている。

１．商品・資本の流れと国際収支
２．国際経済体制の変化
３．グローバル化と金融危機
４．地域経済統合と新興国の台頭
５．地球環境とエネルギー
６．経済協力と人間開発の課題

現代の国際経済
【知識・技能】
・貿易の現状と意義，為替相場の変動，国民
経済と国際収支，国際協調の必要性や国際経
済機関の役割について，現実社会の諸事象を
通して理解を深めようとしている。
【思考・判断・表現】
・相互依存関係が深まる国際経済の特質につ
いて多面的・多角的に考察し，表現しようと
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現実社会の諸課題について主体的に追究し
て，現代の国際経済における学習上の課題を
意欲的に解決しようとしようとしている。

○

70

○ 1

○ 6

１．紛争の解決に向けた国際社会
の取り組み
２．グローバル化にともなう人々
の生活や社会の変容
３．イノベーションと成長市場
４．地球環境と資源・エネルギー
問題
５．国際経済格差の是正と国際協
力
６．持続可能な国際社会づくり

国際社会の諸課題の探究
【知識・技能】
・グローバル化する国際社会の諸課題につい
て，必要な知識を習得しようとしている。
【思考・判断・表現】
・グローバル化に伴う人々の生活や社会の変
容，地球環境と資源・エネルギー問題，国際
経済格差の是正と国際協力，イノベーション
と成長市場，人種・民族問題や地域紛争の解
決に向けた国際社会の取組，持続可能な国際
社会づくりなどについて，取り上げた課題の
解決に向けて政治と経済とを関連させて多面
的・多角的に考察，構想し，よりよい社会の
在り方についての自分の考えを説明，論述し
ようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・グローバル化する国際社会の諸課題につい
て，よりよい社会の実現のために現実社会の
諸課題を主体的に解決しようとしようとして
いる。

○ ○ ○

合計

３
学
期

定期考査

○

○



年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和８年度（２学年用） 教科 数学　科目 数学Ⅱ
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

使用教科書：（ ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

定期考査 ○ ○ 1

B 式と証明
【知識及び技能】
　次のような知識及び技能を身に
付けること。
（ア）三次の乗法公式及び因数分
解の公式を理解し，それらを用い
て式の展開や因数分解をするこ
と。
（イ）多項式の除法や分数式の四
則計算の方法について理解し，簡
単な場合について計算をするこ
と。
（ウ）因数定理について理解し，
簡単な高次方程式について因数定
理などを用いてその解を求めるこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
次のような思考力，判断力，表現
力等を身に付けること。
（ア）式の計算の方法を既に学習
した数や式の計算と関連付け多面
的に考察すること。
（イ）実数の性質や等式の性質，
不等式の性質などを基に，等式や
不等式が成り立つことを論理的に
考察し，証明すること。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学
を活用しようとする態度，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度，問題解決の過
程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとする態
度や創造性の基礎を養う。

数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとする態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

いろいろな式，図形と方程式，指数関数・対数
関数，三角関数及び微分・積分の考えについて
の基本的な概念や原理・法則を体系的に理解す
るとともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技能
を身に付けるようにする。

数の範囲や式の性質に着目し，等式や不等式が
成り立つことなどについて論理的に考察する
力，座標平面上の図形について構成要素間の関
係に着目し，方程式を用いて図形を簡潔・明
瞭・的確に表現したり，図形の性質を論理的に
考察したりする力，関数関係に着目し，事象を
的確に表現してその特徴を数学的に考察する
力，関数の局所的な変化に着目し，事象を数学
的に考察したり，問題解決の過程や結果を振り
返って統合的・発展的に考察したりする力を養
う。

○ ○ ○ 18

配当
時数

１
学
期

A 三角関数
【知識及び技能】
　次のような知識及び技能を身に
付けること。
（ア）角の概念を一般角まで拡張
する意義や弧度法による角度の表
し方について理解すること。
（イ）三角関数の値の変化やグラ
フの特徴について理解すること。
（ウ）三角関数の相互関係などの
基本的な性質を理解すること。
（エ）三角関数の加法定理や 2 倍
角の公式，三角関数の合成につい
て理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
次のような思考力，判断力，表現
力等を身に付けること。
（ア）三角関数に関する様々な性
質について考察するとともに，三
角関数の加法定理から新たな性質
を導くこと。
（イ）三角関数の式とグラフの関
係について多面的に考察するこ
と。
（ウ）二つの数量の関係に着目
し，日常の事象や社会の事象など
を数学的に捉え，問題を解決した
り，解決の過程を振り返って事象
の数学的な特徴や他の事象との関
係を考察したりすること。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学
を活用しようとする態度，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度，問題解決の過
程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとする態
度や創造性の基礎を養う。

・指導事項
三角関数
三角関数の値の範囲
三角関数の相互関係
三角関数を含む式の値
三角関数の性質
y=sinθ，y=cosθのグラフ
y=tanθのグラフ
いろいろな三角関数のグラフ
三角関数を含む方程式
三角関数を含む不等式
三角関数を含む方程式の応用
正弦・余弦の加法定理
正弦・余弦の加法定理
正接の加法定理
半角の公式
三角関数を含む方程式
2倍角の公式
三角関数の合成

・教材
教科書，副教材，プリント，振り
返りシート

【知識・技能】
　∙ 三角関数について理解し，関数について
の理解を深めている。
∙ 三角関数のグラフの特徴について理解して
いる。
∙ 三角関数の周期について理解し，そのグラ
フをかくことができる。
∙ 三角関数の方程式や不等式を解くことがで
きる。
【思考・判断・表現】
∙ 三角関数の加法定理や三角関数の合成を，
証明を通して認識できる。
∙ 三角関数の相互関係や加法定理を用いて式
を簡単にすることについて考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を三角関数の考えを用いて考察するよ
さを認識し，問題解決にそれらを活用しよう
としたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき
判断しようとしたりする。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする。

〇 〇 ○ 25

数学 数学Ⅱ 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

最新　数学Ⅱ（数研出版）

数学 の目標

数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考
察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよ
うとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造
性の基礎を養う。

数学Ⅱ の目標

【 知　識　及　び　技　能 】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

【知識・技能】
　∙ 因数定理について理解している。
∙3次式の乗法公式や因数分解の公式を用いて
計算することができる。
∙ 商と余りの関係や因数定理を自由に使うこ
とができる。
∙ 簡単な高次方程式を解くことができる。
∙ 恒等式や不等式の性質について理解を深
め，それらを利用して式の証明をすることが
できる。
【思考・判断・表現】
∙ 整式の除法について整数と同じように考察
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を式と証明の考えを用いて考察するよ
さを認識し，問題解決にそれらを活用しよう
としたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき
判断しようとしたりする。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする。

・指導事項
展開の公式
因数分解
パスカルの三角形
二項定理
多項式の割り算
分数式の約分
分数式の乗法・除法
分数式の加法・減法
恒等式，等式の証明
等式の証明
不等式の証明
相加平均と相乗平均

・教材
教科書，副教材，プリント，振り
返りシート



B 式と証明
【知識及び技能】
　次のような知識及び技能を身に
付けること。
（ア）三次の乗法公式及び因数分
解の公式を理解し，それらを用い
て式の展開や因数分解をするこ
と。
（イ）多項式の除法や分数式の四
則計算の方法について理解し，簡
単な場合について計算をするこ
と。
（ウ）因数定理について理解し，
簡単な高次方程式について因数定
理などを用いてその解を求めるこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
次のような思考力，判断力，表現
力等を身に付けること。
（ア）式の計算の方法を既に学習
した数や式の計算と関連付け多面
的に考察すること。
（イ）実数の性質や等式の性質，
不等式の性質などを基に，等式や
不等式が成り立つことを論理的に
考察し，証明すること。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学
を活用しようとする態度，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度，問題解決の過
程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとする態
度や創造性の基礎を養う。

○ ○ ○ 18

１
学
期

【知識・技能】
　∙ 因数定理について理解している。
∙3次式の乗法公式や因数分解の公式を用いて
計算することができる。
∙ 商と余りの関係や因数定理を自由に使うこ
とができる。
∙ 簡単な高次方程式を解くことができる。
∙ 恒等式や不等式の性質について理解を深
め，それらを利用して式の証明をすることが
できる。
【思考・判断・表現】
∙ 整式の除法について整数と同じように考察
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を式と証明の考えを用いて考察するよ
さを認識し，問題解決にそれらを活用しよう
としたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき
判断しようとしたりする。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする。

・指導事項
展開の公式
因数分解
パスカルの三角形
二項定理
多項式の割り算
分数式の約分
分数式の乗法・除法
分数式の加法・減法
恒等式，等式の証明
等式の証明
不等式の証明
相加平均と相乗平均

・教材
教科書，副教材，プリント，振り
返りシート



定期考査 ○ ○ 1

B 式と証明
【知識及び技能】
　次のような知識及び技能を身に
付けること。
（ア）三次の乗法公式及び因数分
解の公式を理解し，それらを用い
て式の展開や因数分解をするこ
と。
（イ）多項式の除法や分数式の四
則計算の方法について理解し，簡
単な場合について計算をするこ
と。
（ウ）因数定理について理解し，
簡単な高次方程式について因数定
理などを用いてその解を求めるこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
次のような思考力，判断力，表現
力等を身に付けること。
（ア）式の計算の方法を既に学習
した数や式の計算と関連付け多面
的に考察すること。
（イ）実数の性質や等式の性質，
不等式の性質などを基に，等式や
不等式が成り立つことを論理的に
考察し，証明すること。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学
を活用しようとする態度，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度，問題解決の過
程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとする態
度や創造性の基礎を養う。

○ 30

○ ○ ○ 18

１
学
期

C 複素数と方程式
【知識及び技能】
　次のような知識及び技能を身に
付けること。
（ア）数を複素数まで拡張する意
義を理解し，複素数の四則計算を
すること。
（イ）二次方程式の解の種類の判
別及び解と係数の関係について理
解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
次のような思考力，判断力，表現
力等を身に付けること。
（ア）日常の事象や社会の事象な
どを数学的に捉え，方程式を問題
解決に活用すること。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学
を活用しようとする態度，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度，問題解決の過
程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとする態
度や創造性の基礎を養う。

○ 15

【知識・技能】
　∙ 因数定理について理解している。
∙3次式の乗法公式や因数分解の公式を用いて
計算することができる。
∙ 商と余りの関係や因数定理を自由に使うこ
とができる。
∙ 簡単な高次方程式を解くことができる。
∙ 恒等式や不等式の性質について理解を深
め，それらを利用して式の証明をすることが
できる。
【思考・判断・表現】
∙ 整式の除法について整数と同じように考察
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を式と証明の考えを用いて考察するよ
さを認識し，問題解決にそれらを活用しよう
としたり，粘り強く考え数学的論拠に基づき
判断しようとしたりする。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする。

２
学
期

D 図形と方程式
【知識及び技能】
　次のような知識及び技能を身に
付けること。
（ア）座標を用いて，平面上の線
分を内分する点，外分する点の位
置や二点間の距離を表すこと。
（イ）座標平面上の直線や円を方
程式で表すこと。
（ウ）軌跡について理解し，，簡
単な場合について軌跡を求めるこ
と。
（エ）簡単な場合について，不等
式の表す領域を求めたり領域を不
等式で表したりすること。
【思考力、判断力、表現力等】
次のような思考力，判断力，表現
力等を身に付けること。
（ア）座標平面上の図形について
構成要素間の関係に着目し，それ
を方程式を用いて表現し，図形の
性質や位置関係について考察する
こと。
（イ）数量と図形との関係などに
着目し，日常の事象や社会の事象
などを数学的に捉え，コンピュー
タなどの情報機器を用いて軌跡や
不等式の表す領域を座標平面上に
表すなどして，問題解決に活用し
たり，解決の過程を振り返って事
象の数学的な特徴や他の事象との
関係を考察したりすること。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学
を活用しようとする態度，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度，問題解決の過
程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとする態
度や創造性の基礎を養う。

・指導事項
数直線上の2点間の距離
線分の内分点，外分点
線分の内分点，外分点の座標
座標平面上の点
座標平面上の2点間の距離
内分点，外分点の座標
三角形の重心
1点を通り，傾きがｍの直線
2点を通る直線
ｘ，ｙの1次方程式ax+by+c=0の表
す図形
2直線の交点を通る直線
2直線の平行
2直線の垂直
点と直線の距離
円の方程式
方程式x^2+y^2+lx+my+n=0の表す図
形
3点を通る円
円と直線の共有点の座標
円と直線の位置関係
円の接線の方程式
円外の点から引いた接線
座標平面上の軌跡
直線を境界線とする領域
円を境界線とする領域
連立不等式の表す領域
領域と最大・最小

・教材
教科書，副教材，プリント，振り
返りシート

【知識・技能】
　∙ 図形を条件を満たす点の集合として見る
ことや，不等式を満たす点の集合が座標平面
の一部分を表すことなどを理解している。
∙ 図形と方程式の関係を理解している。座標
や式を用いて，直線や円などの基本的な平面
図形の性質や関係を数学的に処理することが
できる。
∙ 直線の方程式や円の方程式を求めることが
できる。
∙ 与えられた条件を満たす点の軌跡を求める
ことができる。
∙ 不等式の表す領域を図示できる。
【思考・判断・表現】
∙ 平面図形とそれを表す方程式の関係を理解
し，いろいろな図形について考察できる。
∙ 円と直線の位置関係が2次方程式の解の判
別に帰着することについて考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を図形と方程式の考えを用いて考察す
るよさを認識し，問題解決にそれらを活用し
ようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に基
づき判断しようとしたりする。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする。

○ ○

・指導事項
複素数
複素数の相当
複素数の計算
負の数の平方根
2次方程式の解
解の公式
判別式
解と係数の関係
2次式の因数分解
2数を解とする2次方程式
剰余の定理
因数定理
高次方程式の解法

・教材
教科書，副教材，プリント，振り
返りシート

【知識・技能】
　∙ 複素数の相等関係について理解してい
る。
∙ 判別式や解と係数の関係について理解して
いる。
【思考・判断・表現】
∙ 方程式の解を発展的にとらえ，数の範囲を
複素数まで拡張して2次方程式を解くこと
や，因数分解を利用して高次方程式を解くこ
とについて考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を複素数と方程式の考えを用いて考察
するよさを認識し，問題解決にそれらを活用
しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に
基づき判断しようとしたりする。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする。

○ ○

・指導事項
展開の公式
因数分解
パスカルの三角形
二項定理
多項式の割り算
分数式の約分
分数式の乗法・除法
分数式の加法・減法
恒等式，等式の証明
等式の証明
不等式の証明
相加平均と相乗平均

・教材
教科書，副教材，プリント，振り
返りシート



定期考査 ○ ○ 1

定期考査

〇 28

○ ○ 1

E 指数関数と対数関数
【知識及び技能】
　次のような知識及び技能を身に
付けること。
（ア）指数を正の整数から有理数
へ拡張する意義を理解し，指数法
則を用いて数や式の計算をするこ
と。
（イ）指数関数の値の変化やグラ
フの特徴について理解すること。
（ウ）対数の意味とその基本的な
性質について理解し，簡単な対数
の計算をすること。
（エ）対数関数の値の変化やグラ
フの特徴について理解すること。
【思考力、判断力、表現力等】
次のような思考力，判断力，表現
力等を身に付けること。
（ア）指数と対数を相互に関連付
けて考察すること。
（イ）指数関数及び対数関数の式
とグラフの関係について，多面的
に考察すること。
（ウ）二つの数量の関係に着目
し，日常の事象や社会の事象など
を数学的に捉え，問題を解決した
り，解決の過程を振り返って事象
の数学的な特徴や他の事象との関
係を考察したりすること。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学
を活用しようとする態度，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度，問題解決の過
程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとする態
度や創造性の基礎を養う。

○

合計

140

定期考査 ○ ○ 1

19

３
学
期

F 微分法と積分法
【知識及び技能】
次のような知識及び技能を身に付
けること。
（ア）微分係数や導関数の意味に
ついて理解し，関数の定数倍，和
及び差の導関数を求めること。
（イ）導関数を用いて関数の値の
増減や極大・極小を調べ，グラフ
の概形をかく方法を理理解するこ
と。
（ウ）不定積分及び定積分の意味
について理解し，関数の定数倍，
和及び差の不定積分や定積分の値
を求めること。
【思考力、判断力、表現力等】
次のような思考力，判断力，表現
力等を身に付けること。
（ア）関数とその導関数との関係
について考察すること。
（イ）関数の局所的な変化に着目
し，日常の事象や社会の事象など
を数学的に捉え，問題を解決した
り，解決の過程を振り返って事象
の数学的な特徴や他の事象との関
係を考察したりすること。
（ウ）微分と積分の関係に着目
し，積分の考えを用いて直線や関
数のグラフで囲まれた図形の面積
を求める方法について考察するこ
と。
【学びに向かう力、人間性等】
数学のよさを認識し積極的に数学
を活用しようとする態度，粘り強
く考え数学的論拠に基づいて判断
しようとする態度，問題解決の過
程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとする態
度や創造性の基礎を養う。

・指導事項
平均変化率
極限値
微分係数
微分係数と接線
導関数
関数x^nの導関数
導関数の性質
関数の微分
接線の方程式
曲線上にない点から曲線に引いた
接線
関数の増減と導関数
増減表
関数の極大・極小
関数の最大・最小
方程式への応用
不等式への応用
不定積分
関数x^nの不定積分
不定積分の性質
不定積分の計算
定積分
定積分の性質
定積分と微分法
定積分と面積
2つの曲線の間の面積

・教材
教科書，副教材，プリント，振り
返りシート

【知識・技能】
∙ 具体的な事象の考察を通して微分・積分の
考えを理解し，それを用いて関数の値の変化
を調べることや面積を求めることができるこ
とを理解している。
∙ 関数の増加・減少および極値を調べること
ができ，グラフの概形をかくことができる。
∙ 微分法の逆演算として不定積分を導入し，
整関数の不定積分や定積分の計算ができる。
∙ 定積分の応用問題を解くことができる。
∙ 曲線や直線が囲む部分の面積を求めること
ができる。
【思考・判断・表現】
∙ 平均変化率と微分係数の図形的な関係を考
察できる。
∙ 微分法の逆演算としての不定積分について
考察できる。
∙ 定積分と面積の関連について考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を微分法と積分法の考えを用いて考察
するよさを認識し，問題解決にそれらを活用
しようとしたり，粘り強く考え数学的論拠に
基づき判断しようとしたりする。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする。

〇 〇

２
学
期

・指導事項
正の整数の指数
0や負の整数の指数
累乗根
有理数の指数
指数関数y=a^xのグラフ
指数関数の性質
指数関数を含む方程式と不等式
対数
対数の性質
底の変換公式
対数関数y=log[a]xのグラフ
対数関数の性質
対数関数を含む方程式と不等式
常用対数
常用対数の応用

・教材
教科書，副教材，プリント，振り
返りシート

【知識・技能】
　∙ 指数を正の整数から有理数まで拡張する
ことの意味や指数法則について理解してい
る。
∙ 指数関数および対数関数について理解し，
関数についての理解を深めている。
∙ 累乗や対数の値を求めたり，大小関係を考
察したり，指数や対数の式を簡単にしたりす
ることができる。
∙ 指数関数や対数関数を含む方程式や不等式
を解くことができる。
【思考・判断・表現】
∙ 指数関数や対数関数のグラフの特徴を理解
し，グラフを通して指数関数や対数関数の簡
単な性質について考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・事象を指数関数と対数関数の考えを用いて
考察するよさを認識し，問題解決にそれらを
活用しようとしたり，粘り強く考え数学的論
拠に基づき判断しようとしたりする。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする。 ○ ○



年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和８年度（２学年用） 教科 数学　科目 数学Ｂ
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 3 組～ 6 組

使用教科書：（ ）

教科

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

数学 数学Ｂ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

数列，統計的な推測についての基本的な概念や
原理・法則を体系的に理解するとともに，数学
と社会生活の関わりについて認識を深め，事象
を数学化したり，数学的に表現・処理したりす
る技能を身に付けるようにする。

離散的な変化の規則性に着目し，事象を数学的
に表現し考察する力，日常の事象や社会の事象
を数学化し，問題を解決したり，解決の過程や
結果を振り返って考察したりする力を養う。

数研出版　新編　数学Ｂ

数学 の目標

事象を論理的に考察し、数学的に簡潔に的確に表現する能力を身に着けさせる。

広く数学を活用できることを認識し、問題解決のための考察を深める基本的な姿勢を養う。

数学Ｂ の目標

基本的な概念や原理・法則を理解させ、数学的に表現・処理する技能を身に着けさせる。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態
度，粘り強く柔軟に考え数学的論拠に基づいて
判断しようとする態度，問題解決の過程を振り
返って考察を深めたり評価・改善したりしよう
とする態度や創造性の基礎を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

配当
時数

１
学
期

Ａ 　等差数列と等比数列
【知識及び技能】
数列やその一般項の表し方につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
等差数列と等比数列を理解し、そ
れらの和を工夫して求められるよ
うにする。
【学びに向かう力、人間性等】
等差数列と等比数列を様々な事象
の考察に役立てようとする姿勢を
養う。

・指導事項
 数列と一般項，等差数列，等差数
列の和，等比数列，等比数列の
和，問題演習
・教材
 教科書、ワーク、プリント等

【知識・技能】
数列の定義、表記について理解し，等差数列
と等比数列の一般項と和を公式を用いて求め
ることができる。
【思考・判断・表現】
数の並び方からその規則性を推定して，数列
の一般項を考察できる。
等差数列・等比数列の和を工夫して求める方
法について考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
等差数列の和を工夫して求める方法に興味を
持ち，等差数列の和の公式を導こうとする意
欲がある。

○ ○ ○ 12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

B 　いろいろな数列
【知識及び技能】
　和の記号∑の表し方や性質を理
解し，活用できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　いろいろな数列について，その
一般項や和を求めたり，和から一
般項を求めたりできるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
和をを様々な方法で工夫して求め
ようとする姿勢を養う。

12

定期考査 ○

○ 17

○ ○

○

1

定期考査

○ 12

D　確率分布
【知識及び技能】
　確率変数と確率分布について理
解できるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　期待値や分散，標準偏差などを
求めることを通して，分布の特徴
を把握できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　確率的な試行の結果を確率分布
で表そうとする姿勢を養う。

・指導事項
 確率変数と確率分布，確率変数の
期待値と分散，確率変数の和と
積，問題演習
・教材
 教科書、ワーク、プリント等

【知識・技能】
　確率変数や確率分布について，用語の意味
を理解している。　　　　　　   　　確率
変数の期待値，分散，標準偏差を求めること
ができる。
【思考・判断・表現】
　確率変数の積の期待値や和の分散と確率変
数の性質との相互関係がとらえられてい
る。。
【主体的に学習に取り組む態度】
　確率的な試行の結果を表すのに確率分布を
用いることのよさに気づき，確率分布につい
て積極的に考察しようとする。

○ ○ ○ 12

〇 〇

1

1

1〇〇

定期考査

３
学
期

E　二項分布・正規分布と統計的な
推測
【知識及び技能】
　二項分布、正規分布の意味を理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
正規分布の特徴を理解し，様々な
視点から捉えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
仮説検定の考え方を用いて，日常
の身近な事象に対する主張を検定
しようとする姿勢を養う。

・指導事項
 二項分布，正規分布，母集団と標
本，標本平均の分布，推定，仮説
検定,問題演習
・教材
 教科書、ワーク、プリント等

【知識・技能】
　二項分布に従う確率変数の期待値や分散を
求めることができる。
標準正規分布を用いて，正規分布に関する確
率の計算ができる。
標本平均の分布を正規分布で近似して確率を
求めることができる。
【思考・判断・表現】
正規分布を様々な日常の事象の考察に活用で
きるようにする。
【主体的に学習に取り組む態度】
仮説検定を用いて，日常の身近な事象に対す
る主張を積極的に検定しようとする。

○ ○

C　漸化式と数学的帰納法
【知識及び技能】
　数列の帰納的な定義について理
解し，漸化式から一般項が求めら
れるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
複雑な漸化式を既知のものに帰着
して考えられるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
　数学的帰納法の仕組みを理解
し，様々な命題の証明に活用しよ
うとする姿勢を養う。

・指導事項
 漸化式，数学的帰納法，問題演習
・教材
 教科書、ワーク、プリント等

【知識・技能】
　漸化式の意味を理解し，具体的に項が求め
られる。
初項と漸化式から数列の一般項が求められ
る。
【思考・判断・表現】
　自然数ｎに関する命題の証明には，数学的
帰納法が有効なことを理解している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　置き換えや工夫を要する複雑な漸化式につ
いて，考察しようとする。

○ ○

・指導事項
 和の記号∑，階差数列，いろいろ
な数列の和，問題演習
 
・教材
 教科書、ワーク、プリント等

【知識・技能】
　記号∑の意味と性質を理解し，数列の和が
求められる。
階差数列を利用してもとの数列の一般項が求
められる。
【思考・判断・表現】
　数列の規則性に発見に階差数列が利用でき
る。
初項から第ｎ項までの和に着目して，一般項
を考察できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　数列の規則性を，隣り合う2項の差を用い
て発見しようとする。

○ ○

定期考査

２
学
期

定期考査

〇〇

○



年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和８年度（２学年用） 教科 理科　科目 物理基礎
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

使用教科書：（ ）

教科

科目

力と運動の法則
・力
・力の合成・分解
・力のつりあい
・作用反作用
・慣性の法則

【知識・技能】
・フックの法則を用いて，ばねの変位と復元
力の大きさのをそれぞれ求めることができ
る。
・つりあいの関係にある力と作用反作用の関
係にある力を判別できる。
【思考・判断・表現】
・物体が受ける力を「AがBから受ける力」と
説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・力の性質をもとに，力がはたらいたときの
物体の運動のようすを調べようとする。

○ ○

定期考査
○ ○

運動の表し方
・加速度
・等加速度直線運動
・自由落下運動・鉛直投げ下ろし
運動
・鉛直投げ上げ運動・水平投射運
動

【知識・技能】
・等加速度運動の式を用いて，時間・変位・
速度をそれぞれ求めることができる。
【思考・判断・表現】
・変位や速度，加速度といった，運動の基礎
となる量を理解し，それらを組みあわせて運
動を物理学的に理解できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・日常見かける物体の加速度運動をもとに，
速度の変化と加速度の関係について，調べよ
うとする。

○ ○

力と運動の法則
・慣性の法則を理解する。
・力と加速度の関係を理解し，運
動の法則を理解する。
・運動方程式を立てて，物体の運
動のようすを調べる。

力と運動の法則
・運動の法則(力と加速度の関係)
・運動の法則(質量と加速度の関
係)
・運動方程式
・摩擦力
・圧力と浮力

【知識・技能】
・力と加速度の関係，質量と加速度の関係か
ら，運動方程式を導くことができる。
・運動の原因となる力をさぐる過程を通して
運動の法則を理解し，さらに未知の運動を解
くことができる。
【思考・判断・表現】
・動きを調べる際の基準点を変えても，運動
を正しく表現できる。
・摩擦力などがはたらく場合の物体の運動の
ようすがわかる。
・運動に関する物理量の量的関係と向きに関
する関係を理解し，運動の法則に基づき，さ
まざまな運動の規則性を見つけることができ
る。
・運動の法則に基づき，さまざまな運動を理
解し，物体の位置や速度を予測できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・力と加速度，質量と加速度の関係を調べよ
うとする。

○ ○ ○

○

7

定期考査 ○

○ 6

7

配当
時数

１
学
期

運動の表し方
・直線運動における変位，速度，
加速度などの運動の表し方を理解
する。
・相対速度や速度の合成の学習を
通して，速度がベクトル量である
ことを理解する。

運動の表し方
・速さとその表し方
・等速直線運動
・速さと速度，変位
・速度の合成と相対速度

【知識・技能】
・相対速度を求めることができる。
・合成速度を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・速度を実験器具を使って測定しながら運動
を解析し，量的な関係をとらえることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・斜面を滑り降りる台車の加速度を調べよう
とする。

○ ○ ○ 4

運動の表し方

・等加速度運動における「時間と
変位」「時間と速度」の関係を理
解する。
・空気抵抗がなければ，質量や体
積によらず，一様に自由落下運動
をすることを理解する。
・自由落下運動や鉛直投げ下ろし
運動，鉛直投げ上げ運動の「時
間」「速度」「変位」の関係式を
理解する。
・水平投射運動や斜方投射運動に
ついて定性的に理解する。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

力と運動の法則
・力とは何か理解する。
・重さと質量の違いを理解する。
・固体には弾性があり，一般には
フックの法則に従うことを理解す
る。
・力の合成，分解，つりあいな
ど，力の性質を理解する。
・作用反作用の法則を理解する。
・摩擦力，抵抗力，浮力などのさ
まざまな力について理解する。

○

1

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，
実験などに関する技能を身に付けるようにする。

日常生活や社会との関連を図りながら物体の運
動とさまざまなエネルギーについて関心をも
ち，意欲的に探究しようとするとともに，科学
的な見方や考え方を身に付けている。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 物理基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

物体の運動とさまざまなエネルギーについて，
基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身
に付けるとともに，物体の運動とさまざまなエ
ネルギーに関する観察，実験などを行い，基本
操作を習得するとともに，それらの過程や結果
を的確に記録，整理し，自然の事物・現象を科
学的に探究する技能の基礎を身に付けている。

物体の運動とさまざまなエネルギーに関する事
物・現象の中に問題をみいだし，探究する過程
を通して，事象を科学的に考察し，導き出した
考えを的確に表現している。

改訂版 新編 物理基礎

理科 の目標

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

物理基礎 の目標

【 知　識　及　び　技　能 】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】



運動とエネルギー
・エネルギーと仕事の基礎概念を
理解する。
・仕事と仕事率について理解す
る。
・運動エネルギーと位置エネル
ギーについて理解し，一定の条件
のもとで力学的エネルギーが保存
することを理解する。

運動とエネルギー
・仕事
・仕事の性質と仕事率
・運動エネルギー
・位置エネルギー
・力学的エネルギー保存の法則

【知識・技能】
・仕事の物理的な意味を理解し，求めること
ができる。
・エネルギーという概念を理解し，物理現象
をエネルギーの観点から求めることができ
る。
・運動について個々の物理量の量的関係を理
解し，求めることができる。
【思考・判断・表現】
・ものを楽に運ぶ工夫，道具の使い方などを
比較し，仕事をする能力について量的法則性
があることを理解できる。
・運動についての事象に共通するエネルギー
というとらえ方を理解できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・速度や力といった直接測定できる量を組み
あわせ，運動エネルギーなどの新たな量的関
係を類推しようとする。

○ ○

２
学
期

定期考査 ○

○ 6

熱とエネルギー
・巨視的に見た熱の正体，微視的
に見た熱の正体を理解する。
・物質の三態や温度について理解
する。
・熱容量や比熱について理解す
る。
・熱力学第一法則について理解す
る。
・熱機関について理解する。
・不可逆現象について理解する。

熱とエネルギー
・熱と温度
・温度変化に必要な熱量
・熱の移動と比熱の測定
・熱と仕事
・熱機関の効率

【知識・技能】
・位置，運動，熱といった一見異なるエネル
ギー間に，換算できる量的法則性があること
を理解し，求めることができる。
・熱について個々の量的関係を理解できる。
・エネルギーの保存と，熱と仕事の変換，熱
的現象の不可逆性などを理解できる。
【思考・判断・表現】
・熱的現象を，物理量を用いて表そうとす
る。
・仕事・熱・エネルギーの関係について，応
用して考察することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・熱量の保存を調べようとする。

○ ○ ○ 6

音と振動
・音の伝わり方は，波の性質を示
すことを理解する。
・定常波の知識から，発音体の振
動を理解させ，そこから発せられ
る音との関係を考えられる。
・波の重ねあわせから，うなりに
ついて理解する。
・気柱の共鳴や共振について理解
する。

音と振動
・音の伝わり方
・弦の振動
・気柱の振動

【知識・技能】
・音の三要素を，波動現象として説明でき
る。
・共鳴や共振を，波動現象として説明でき
る。
【思考・判断・表現】
・音の性質を，物理現象として説明できる。
・共鳴やうなりといった音の性質を説明でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・気柱の共鳴から規則性を見いだそうとす
る。

○ ○ ○ 6

定期考査
○ ○ 1

○ 1

波の性質
・波とは，媒質の振動が次々と時
間をかけて伝わっていく現象であ
ることを理解する。
・波の式　v = fλ を理解する。
・波には横波と縦波があることを
理解する。
・波の反射について理解する。

波の性質
・波とは何か
・波の性質
・横波と縦波
・波の重ねあわせの原理
・定在波
・波の反射

【知識・技能】
・波動現象を，物理量で表現することができ
る。
・波の重ね合わせや固定端，自由端での反射
を作図することができる。
・定在波を作図することができる。
【思考・判断・表現】
・重ねあわせの原理を用いて説明がつくさま
ざまな現象を，その生じる条件の違いをもと
に区別して理解できる。
・さまざまな波動現象を部分部分の周期的な
動きの伝わりとして，視点を部分と全体間を
行き来させる観測ができる。
・波動現象を表すグラフの意味を，実際の現
象と照らし合わせて説明できる。
・波動現象を再現でき，波動として特徴ある
ふるまいを指摘でき，グラフでも表現でき
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・さまざまな波の現象の存在を理解し，1つ
の物体の運動とは異なり，振動が伝わる量的
な関係を理解しようとしている。

○ ○ ○ 7



6

磁場と電流
・直流と交流の違いを理解する。
・電磁誘導について理解する。
・送電と変圧について理解する。
・家庭での交流の利用に関連し，
実効値について理解する。
・電波の性質について理解する。

磁場と電流
・磁場
・電磁誘導
・変圧と送電
・電磁波

【知識・技能】
・おもな電磁波の利用例とその波長（周波
数）について説明できる。
【思考・判断・表現】
・電力の輸送（送電）に交流が用いられてい
ることの意味を説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・送電と変圧や直流と交流の運ぶエネルギー
について興味をもち，調べようとする。

○ ○ ○

定期考査
○

合計

3
学
期

○ 1

エネルギーとその利用
・エネルギーの変換やエネルギー
保存の法則について理解する。
・物質の基本的な構成単位とし
て，元素や原子核について理解す
る。
・放射能・放射線について理解す
る。このとき，放射能・放射線の
単位や放射線の利用法，その安全
性についても理解する。
・物理学と科学技術の関係につい
て理解する。
・物理学と環境・防災の関係につ
いて理解する。

エネルギーとその利用
・エネルギーの変換と私たちのく
らし
・電気エネルギーへの変換
・原子核エネルギー
・放射線
・科学的に判断すること
・物理学が拓く世界

【知識・技能】
・放射線の種類を理解することができる。
【思考・判断・表現】
・自然界の現象をエネルギーの変換の観点か
ら理解することができる。
・現代文明の成果を，エネルギー利用の観点
から考察し表現できる。
・どのような物理学の発展が，具体的にどの
ような場面で使われているのかを指摘するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・現代の文明生活に，物理学の発展がどのよ
うな影響をもたらしているのかを調べようと
している。

○ ○ ○ 4

70

6

物質と電流
・静電気について，理解する。
・電流と電気量について理解す
る。
・オームの法則や電気抵抗の直列
接続，並列接続について理解す
る。
・金属の抵抗率について理解す
る。
・半導体の基本的な性質について
理解する。
・半導体はさまざまな機器で利用
されていることを理解する。
・電力・電力量やジュールの法則
について理解する。

物質と電流
・静電気と電子
・電流と電気抵抗
・抵抗の接続
・抵抗率
・電力と電力量

【知識・技能】
・オームの法則を用いて，抵抗に流れる電流
を求めることができる。
・合成抵抗を求めることができる。
・抵抗の接続のしかたと各抵抗にかかわる電
流・電圧の関係を求めることができる。
【思考・判断・表現】
・電気に関する基本的な概念や原理・法則を
理解できる。
・電力，電力量やジュールの法則について，
説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・金属線の長さ・太さと抵抗の関係を見いだ
そうとする。

○ ○ ○



年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和8年度（２学年用） 教科 理科　科目 生物基礎
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

使用教科書：（ ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

１
学
期

第1章　生物の特徴
　1節　生物の多様性と共通性
【知識及び技能】
生物の共通性と多様性についての
理解を深め，科学的に探究するた
めに必要な観察，実験などに関す
る技能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
観察、実験などを行い、科学的に
探究する力を養う
【学びに向かう力、人間性等】
生物の共通性と多様性に主体的に
関わり、科学的に探究しようとす
る態度を養う。

・さまざまな生物の比較に基づい
て，生物は多様でありながら共通
性をもっていることを見出して理
解する。
・生物が共通性を保ちながら進化
し多様化してきたこと，共通性は
起源の共有に由来することを理解
させる。
・生物に共通する性質は細胞であ
ることを理解させる。また，細胞
にも原核細胞と真核細胞があるこ
とを細胞の内部構造とともに理解
させる。
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
・生物の共通性と多様性について，すべての
生物で細胞が共通の構造であることを理解し
ている。
・原核細胞と真核細胞の違いについて，それ
らの細胞に含まれる細胞小器官の違いととも
に理解している。
【思考・判断・表現】
・資料や実験をもとに，生物に共通する性質
を見出し表現することができる。
・細胞におけるDNAのはたらきについて理解
し，説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・生物の共通性を，実験や観察を通して見出
し，理解しようとする。
・原核細胞と真核細胞について，細胞に含ま
れる細胞小器官をもとに，違いを理解しよう
とする。

○ ○

6

○○

【知識・技能】
・DNAが二重らせん構造であること，2本鎖の
塩基配列は相補的であることを理解してい
る。
・ゲノム，遺伝子，染色体，DNAの関係を理
解している。
・体細胞分裂が行われる際に，遺伝情報の同
一性が保たれることを理解している。
・生物の組織からDNAを抽出する技能を習得
している。
【思考・判断・表現】
・資料に基づき，DNAの構造を科学的に見出
すことができる。
・DNAの複製を塩基配列と関連付けて説明す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・DNAの性質や構造を，DNAの研究史とともに
理解しようとする。
・ゲノムと遺伝子，染色体，DNAの関係につ

・DNAの構造や性質を，研究史を展
開しながら理解させる。
・DNA，遺伝子，ゲノムの関係性を
理解させる。
・DNAが体細胞分裂の際に複製さ
れ，質・量ともに均等に分配され
ることにより遺伝情報が伝えられ
ることを理解させる。
・DNAの複製・分裂は細胞周期にあ
わせて行われることを理解させ
る。

・生命活動に必要なエネルギーと
代謝について理解させる。その
際，呼吸と光合成の概要を扱う。
・代謝の反応が行われるときに，
酵素がどのように関与しているの
か理解させる。
・光合成や呼吸がATPを合成する反
応であることを理解させる。

1

○ 8

　2節　生物とエネルギー
【知識及び技能】
生物とエネルギーについての理解
を深め，科学的に探究するために
必要な観察，実験などに関する技
能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
観察、実験などを行い、科学的に
探究する力を養う
【学びに向かう力、人間性等】
生物とエネルギーに主体的に関わ
り、科学的に探究しようとする態
度を養う。

【知識・技能】
・生命活動に必要なエネルギーを，呼吸や光
合成から得ていることを理解している。
・生体内で行われる化学反応は，酵素が触媒
していることを理解している。
【思考・判断・表現】
・呼吸や光合成からエネルギーを得る方法
を，ATPと関連づけて考察し，それを表現で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・資料に基づいて，生命活動にエネルギーが
必要であることを理解しようとする。また，
呼吸や光合成から得ていることを理解しよう
とする。
・体内で行われる化学反応は，酵素が関わっ
ていることを理解しようとする。

○ ○ ○ 6

定期考査 ○ ○

第2章　遺伝子とその働き
　1節　遺伝情報とDNA
【知識及び技能】
遺伝情報とDNAについての理解を深
め，科学的に探究するために必要
な観察，実験などに関する技能を
身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
観察、実験などを行い、科学的に
探究する力を養う
【学びに向かう力、人間性等】
遺伝情報とDNAに主体的に関わり、
科学的に探究しようとする態度を
養う。

○ 8

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

　2節　遺伝情報とタンパク質の合
成
【知識及び技能】
遺伝情報とタンパク質の合成につ
いての理解を深め，科学的に探究
するために必要な観察，実験など
に関する技能を身に付けるように
する。
【思考力、判断力、表現力等】
観察、実験などを行い、科学的に
探究する力を養う
【学びに向かう力、人間性等】
遺伝情報とタンパク質の合成に主
体的に関わり、科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

・さまざまな生命現象にはタンパ
ク質が関わっていることに触れ，
それらタンパク質がDNAの遺伝情報
に基づいて合成されることを理解
させる。
・DNAからタンパク質が合成される
際には，転写・翻訳が行われるこ
とを理解させる。
・すべての遺伝子が細胞内でつね
に発現しているわけではないこと
を理解させる。

【知識・技能】
・DNAの塩基配列に基づいて，タンパク質が
合成されることを理解している。
・遺伝子の発現について理解し，細胞ごとに
特定の遺伝子が発現することを理解してい
る。
【思考・判断・表現】
・DNAの遺伝情報に基づいてタンパク質が合
成される過程を体系的に考察し，表現でき
る。
・mRNAとアミノ酸との対応関係について，遺
伝暗号表から読み解くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・DNAの塩基配列の情報に基づいて，タンパ
ク質が合成されることを理解しようとする。

○ ○ ○

理科 生物基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

日常生活や社会との関連を図りながら，生物や
生物現象についての観察，実験などを行うこと
を通して，生物や生物現象に関する基本的な概
念や原理・法則を理解するとともに，科学的に
探究するために必要な観察，実験などに関する

生物や生物現象を対象に，探究の過程を通し
て，問題を見いだすための観察，情報の収集，
仮説の設定，実験の計画，実験による検証，調
査，データの分析・解釈，推論などの探究の方
法が習得できている。また，報告書を作成した

高校生物基礎visual　実教出版

理科 の目標

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

生物基礎 の目標

【 知　識　及　び　技　能 】
自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を
身に付けるようにする。

生物や生物現象に対して主体的に関わり，それ
らに対する気付きから課題を設定し解決しよう
とする態度など，科学的に探究しようとする態
度が養われている。その際，生命を尊重し，自
然環境の保全に寄与する態度が養われている。

【学びに向かう力、人間性等】



３
学
期

○○

【知識・技能】
・体内環境が一定の範囲に保たれることとそ
の意味を理解している。
・肝臓による物質の合成・分解などのしくみ
や，腎臓での塩類濃度の調節を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
・腎臓の働きについて体系的に理解し，ろ
過・再吸収のしくみを説明することができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
・肝臓や腎臓の機能を理解し，人体について
の理解を深めようとする。

・動物が体内環境をもち，外界か
らの影響を適切に調節しているこ
とを理解させる。
・恒常性により，体内環境が保た
れていることを理解させる。
・体液を調節することで，体内環
境が保たれていることを理解させ
る。

第3章　ヒトのからだの調節
　1節　体内環境
【知識及び技能】
体内環境についての理解を深め，
科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する技能を身に
付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
観察、実験などを行い、科学的に
探究する力を養う
【学びに向かう力、人間性等】
体内環境に主体的に関わり、科学
的に探究しようとする態度を養
う。

○○
定期考査

　2節　体内環境の維持のしくみ
【知識及び技能】
体内環境の維持のしくみについて
の理解を深め，科学的に探究する
ために必要な観察，実験などに関
する技能を身に付けるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
観察、実験などを行い、科学的に
探究する力を養う
【学びに向かう力、人間性等】
体内環境の維持のしくみに主体的
に関わり、科学的に探究しようと
する態度を養う。

・体内での情報の伝達がからだの
調節に関係していることを見出し
て理解させる。
・体内環境の調節に，神経系と内
分泌系が関わっていることを理解
させる。
・体内環境の維持とホルモンの働
きとの関係を見出して理解させ
る。
・ヒトの体液濃度の調節が，自律
神経とホルモンの作用により一定
の範囲に保たれていることを理解
させる。
・血糖濃度がホルモンと自律神経
が関わるしくみで調節されている
ことについて理解させ，調節がで
きなくなったときに発症する疾患
についても触れる。

【知識・技能】
・神経やホルモンの働きにより体内環境が維
持されることを理解している。
・ホルモンの分泌により血糖濃度が保たれる
ことを理解しており，ホルモンの分泌不足に
よる発症する疾患についての知識を得てい
る。
【思考・判断・表現】
・からだの調節に関する観察，実験などを行
い，体内での情報の伝達が体の調節に関係し
ていることを見出して理解することができ
る。
・血糖濃度調節のしくみを，ホルモンと自律
神経系の両方の働きから説明できる
【主体的に学習に取り組む態度】
・観察，実験に基づいて，体内での情報の伝
達がからだの調節に関係していることを見出
し，理解しようとする。
・資料に基づいて，ヒトの血糖濃度が調節さ
れるしくみを見出し，理解しようとする。

○ ○

１
学
期

〇

6

○ 6

1

○ 6

　2節　植生とバイオーム
【知識及び技能】
植生とバイオームについての理解
を深め，科学的に探究するために
必要な観察，実験などに関する技
能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
観察、実験などを行い、科学的に
探究する力を養う
【学びに向かう力、人間性等】
植生とバイオームに主体的に関わ
り、科学的に探究しようとする態
度を養う。

・気温や降水量の違いにより，地
球上には多くのバイオームが成立
していることを理解させる。
・遷移の結果として森林・草原・
荒原のバイオームとなることを理
解させる。
・バイオームの構成要素である植
物種を取り上げ，その場所の気温
や降水量に適応していることを理
解させる。
・日本のバイオームについても，
その構成種とともに理解させる。

【知識・技能】
・地球上には，気温や降水量ごとにさまざま
なバイオームが成立していることを理解して
いる。
【思考・判断・表現】
・気温や降水量によって成立するバイオーム
が異なるのは，バイオームを構成する植物種
がその場所の気温や降水量に適応しているた
めであると考察し，それを表現することがで
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・地球上にはさまざまなバイオームが成立し
ていることを理解しようとする。

○ ○ ○ 4

２
学
期 定期考査 〇 〇 1

　3節　免疫
【知識及び技能】
免疫についての理解を深め，科学
的に探究するために必要な観察，
実験などに関する技能を身に付け
るようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
観察、実験などを行い、科学的に
探究する力を養う
【学びに向かう力、人間性等】
免疫に主体的に関わり、科学的に
探究しようとする態度を養う。

・ヒトには異物を排除する防御機
構が備わっていることを見出して
理解させる。
・病原体の侵入を防ぐための，異
物を認識し，排除するしくみを理
解させる。
・免疫のしくみの概要を取り上
げ，体液性免疫や細胞性免疫につ
いて理解させる。
・一次応答と二次応答の違いを理
解させ，同じ疾患に二度かかりに
くい理由を考察させる。
・ヒトの身近な免疫疾患について
理解させる。

【知識・技能】
・病原体などの異物を認識・排除するしくみ
を理解している。
・免疫の医療への応用やヒトの免疫疾患につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
・資料に基づき，異物を排除する防御機構が
備わっていることを見出して理解することが
できる。
・病原体を認識・排除する機構のしくみを体
系的に考察し，表現することができる。
・ヒトの免疫疾患について，身近な例をもと
に説明することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・免疫について，身近な現象と絡めて理解し
ようとする。

○ ○ ○ 8

第4章　生物の多様性と生態系
　1節　生態系とその成り立ち
【知識及び技能】
生態系とその成り立ちについての
理解を深め，科学的に探究するた
めに必要な観察，実験などに関す
る技能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
観察、実験などを行い、科学的に
探究する力を養う
【学びに向かう力、人間性等】
生態系とその成り立ちに主体的に
関わり、科学的に探究しようとす
る態度を養う。

・生物は環境からの影響を受けな
がら存在し，生態系には多様な生
物が存在することを理解させる。
・陸上には，草原や森林などのさ
まざまな植生があることを理解さ
せる。
・植生は不変ではなく，光の量や
植生をとり巻く環境から影響を受
けて変化していくことを理解させ
る。
・環境形成作用により土壌が形成
されることを理解させる。
・植生内の光環境の変化や土壌の
発達によって遷移が進行すること
を理解させる。

【知識・技能】
・陸上には，森林・草原・砂漠などの多くの
植生がみられ，植物をとり巻く環境や構成種
により植生が変わっていくことを理解してい
る。
・植生の遷移についてその過程を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
・資料に基づいて，遷移の要因を見出して理
解することができる。
・植生の遷移が，光環境や土壌の変化によっ
てどのように進むかを説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・資料に基づいて，植生が変化する要因を見
出し，その要因が植生にどのように影響する
かを理解しようとする。

○ ○ ○ 6

定期考査 〇 1

　2節　遺伝情報とタンパク質の合
成
【知識及び技能】
遺伝情報とタンパク質の合成につ
いての理解を深め，科学的に探究
するために必要な観察，実験など
に関する技能を身に付けるように
する。
【思考力、判断力、表現力等】
観察、実験などを行い、科学的に
探究する力を養う
【学びに向かう力、人間性等】
遺伝情報とタンパク質の合成に主
体的に関わり、科学的に探究しよ
うとする態度を養う。

・さまざまな生命現象にはタンパ
ク質が関わっていることに触れ，
それらタンパク質がDNAの遺伝情報
に基づいて合成されることを理解
させる。
・DNAからタンパク質が合成される
際には，転写・翻訳が行われるこ
とを理解させる。
・すべての遺伝子が細胞内でつね
に発現しているわけではないこと
を理解させる。

【知識・技能】
・DNAの塩基配列に基づいて，タンパク質が
合成されることを理解している。
・遺伝子の発現について理解し，細胞ごとに
特定の遺伝子が発現することを理解してい
る。
【思考・判断・表現】
・DNAの遺伝情報に基づいてタンパク質が合
成される過程を体系的に考察し，表現でき
る。
・mRNAとアミノ酸との対応関係について，遺
伝暗号表から読み解くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・DNAの塩基配列の情報に基づいて，タンパ
ク質が合成されることを理解しようとする。

○ ○ ○



３
学
期

　3節　生態系と生物の多様性
　4節　生態系のバランスと保全
【知識及び技能】
生態系と多様性、保全についての
理解を深め，科学的に探究するた
めに必要な観察，実験などに関す
る技能を身に付けるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
観察、実験などを行い、科学的に
探究する力を養う
【学びに向かう力、人間性等】
生態系と多様性、保全に主体的に
関わり、科学的に探究しようとす
る態度を養う。

・生態系における生物の種多様性
について理解させる。
・生物の種多様性と生物間の関係
性とを関連付けて理解させる。
・捕食によって物質とエネルギー
が移動することを理解させる。
・生態系のバランスと，人為的攪
乱によりそのバランスが崩れる場
合があることを理解させる。
・生態系の保全の重要性について
認識させる。
・自然環境の保全に寄与する態度
を育てる。

【知識・技能】
・生態系内における種多様性，生物どうしの
かかわりあいについて理解している。
・生態系のバランスや，生態系の保全の重要
性について理解している。
【思考・判断・表現】
・生態系と生物の多様性に関する観察，実験
などから，生態系における生物の種多様性を
見いだすことができる。
・生態系の保全の重要性について，生物の多
様性の視点から考察することができる。
・世界の環境問題について，情報を調査し，
自分の考えをまとめ，表現することができ
る。
・生物が多様であることを，食物網や間接効
果と関連付けて説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・生態系のバランスや，生態系を保全するこ
とが重要であることを理解しようとする。

○ ○ ○ 7

定期考査

〇 〇

1

合計

70



年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和7年度（３学年用） 教科 理科　科目 化学基礎演習
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 4 組～ 7 組 （必修選択）

使用教科書：（　　　　） ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

１
学
期

1定期考査

知 思

○ ○

理科 化学基礎演習 2

【知識及び技能】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

新編化学基礎　数研出版

理科 の目標

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

化学基礎演習 の目標

【 知　識　及　び　技　能 】

物質とその変化についての理解を深め，科学的
に探究するために必要な観察，実験などに関す
る技能を身に付けるようにする。

観察、実験で得られた情報を記録し、グラフ化
など適切な処理を行えるようにする。結果を考
察し、物質の本質について化学的に探究する。

 知識・技能の習得や思考力・判断力・表現力
などを身につける過程において，粘り強く学習
に取り組み、自ら課題を解決する力を養う。

5

9

・酸化還元の定義
・酸化還元と電子の授受
・酸化数
・酸化還元の半反応式
・酸化剤と還元剤

○ ○ ○

【知識及び技能】
・アレニウスとブレンステッド・ローリーの
酸・塩基の定義を理解している。
・中和反応によって水と塩が生成することを
理解し、主な酸塩基の中和反応式が書ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・正塩、酸性塩、塩基性塩の分類について理
解している。
・正塩の水溶液の性質について理解してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・身近な酸、塩基がどのように利用されてい
るかを理解している
・中和滴定で様々な酸の濃度の違いを測定で
きる。

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，
実験などに関する技能を身に付けるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】【思考力、判断力、表現力等】

配当
時数

酸と塩基の反応

【知識及び技能】
・酸、塩基、塩の定義、中和反応
について復習する
【思考力、判断力、表現力等】
・塩の分類、塩の性質について理
解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・身近な酸、塩基の利用について
興味を持つ。
・中和滴定が、様々な酸、塩基の
濃度測定に利用できることを理解
する。

・アレニウスとブレンステッド・
ローリーによる酸、塩基の定義
・中和反応と塩の定義
・塩の分類と性質
・中和反応の量的関係
・中和滴定

○ ○ ○

態

【知識及び技能】
・酸化還元の古典的定義は酸素原子の授受、
水素原子の授受があることを理解している。
・酸化還元の定義が電子の授受に拡張できる
ことを理解している。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・酸化数の求め方を理解している。
・原子がイオンになる反応やその逆反応を、
電子ｅ－を用いた半反応式で、表し、酸化か
還元のいずれかを判断できる
・酸化剤、還元剤の定義と、主な酸化剤、還
元剤の反応について理解している。
【学びに向かう力、人間性等】
・酸化と還元は同時に起こることに気づき、
酸化剤が受け取った電子と還元剤が放出した
電子の数が等しくなることを理解している。

酸化還元反応１　酸化還元の定義
と酸化数
【知識及び技能】
・酸化還元の定義が電子の授受に
拡張できることを理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
・酸化数の求め方を理解する。
・電子ｅ－を用いた半反応式で、
酸化か還元のいずれかを表せるこ
とを理解する。
・酸化剤、還元剤について理解す
る
【学びに向かう力、人間性等】
・酸化と還元は同時に起こること
に気づく。



２
学
期

○

酸化還元反応３酸化還元反応の利
用
【知識及び技能】
・化学電池は酸化還元反応を利用
したものだと理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・電池の基本的なしくみを説明で
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
身近にある電池の構造や、金属の
利用と酸化還元反応の関係に興味
を示す。

定期考査
○ ○

・一次電池と二次電池
・鉛蓄電池
・電気分解と酸化還元
・ファラデーの法則
・電気分解と金属の精錬

【知識及び技能】
・充電できないものを一次電池、充電できる
ものを二次電池と呼ぶことを理解している。
・二次電池の例として鉛蓄電池の構造と反応
を理解している。
・主な電解質水溶液の電気分解生成物を陽
極・陰極ごとに考えられる。。
【思考力、判断力、表現力等】
・電池と電気分解がいずれも酸化還元反応で
あり、逆反応の関係にあることを理解してい
る。
・電気量が電流値と電解時間より求められる
ことを理解している。
・電気分解で変化した物質の量は流れた電気
量に比例することを理解している
【学びに向かう力、人間性等】
・銅の電解精錬、アルミニウムの溶融塩電解
による製錬について理解している。
・実際の電気分解を観察し、電気分解の工業
生産物が身の回りにあることを理解してい
る。

○ ○

○

14

1

○ ○

・ボルタ電池
・ダニエル電池
・電池式と電池の構造
・電池の極反応と酸化還元

【知識及び技能】
・金属が陽イオンになることは酸化反応であ
ることを理解しており、半反応式が書ける。
・金属の陽イオンへのなりやすさをイオン化
傾向と呼び、金属によって差があることを理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・金属の反応性の違いはイオン化傾向の違い
によるものであることを理解している。
・金属と水溶液の組み合わせによって、金属
樹が生成するかどうか判定し、そのイオン反
応式が書ける。
【学びに向かう力、人間性等】
・金属の反応性の違いを実際に観察し、その
原因を考察できる。

【知識及び技能】
・ボルタ電池、ダニエル電池の構造と電池
式、電極での反応式が書ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・化学電池では負極で酸化反応、正極で還元
反応が起こり、電子の流れが電流であると説
明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
身近にある電池の構造や、金属の利用と酸化
還元反応の関係に興味を示す。

定期考査 ○ ○

酸化還元反応２金属の酸化還元反
応
【知識及び技能】
・金属が陽イオンになることは酸
化反応であることを理解する。
・金属のイオン化傾向について理
解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・金属の反応性の違いはイオン化
傾向の違いによるものであること
を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・金属の反応性の違いを実際に観
察し、その原因を考察する。

・金属と酸との反応性
・金属が陽イオンになる半反応式
・金属のイオン化傾向
・イオン化列と金属の反応性
・金属樹の生成反応

○ ○

○

1

8

6

酸化還元反応４電池と電気分解
【知識及び技能】
・一次電池と二次電池の違いを理
解する
・二次電池の例として鉛蓄電池の
構造と反応を理解する。
・電解質水溶液の電気分解につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・電池と電気分解がいずれも酸化
還元反応であり、逆反応の関係に
あることを理解する。
・ファラデーの法則を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・電気分解を利用した金属の製錬
方法について理解する。
・実際の電気分解を観察し、電気
分解と生活との関りについて考察
する。

物質の構成・物質の構成粒子
【知識及び技能】
・混合物・化合物・単体の違いを
理解する
・原子の構造と原子番号・質量数
の関係を理解する
・原子番号20番までの電子配置を
生成するイオンを理解する
・元素の周期律と電子配置との関
係を理解する

　
【思考力、判断力、表現力等】
・化学式の表記より、単体と化合
物が分類できる。
・実験により、同一の元素であっ
ても結合状態により物質の性質が
異なることを理解する
・同族元素の共通点や性質の違い
に気づく
・イオン結晶の組成式はルールに
基づいて書けることを理解する

【学びに向かう力、人間性等】
・身の回りの物質について興味を
持ち、知識を深めようとする

・物質の分類
・原子と元素
・原子の構造と電子配置
・イオン
・元素の周期表
・イオン結合とイオン結晶

・補助教材により上記内容の演習
に取り組む
・同素体、元素の検出、同族元素
の性質などをテーマに生徒実験を
行う

【知識・技能】
・混合物・化合物・単体違いを定義できる
・原子の表記から、陽子・中性子・電子数を
答えられる
・同位体の違いを説明できる
・原子番号20番までの原子の電子配置と価電
子を理解している
・原子番号20番までの単原子イオンとその電
子配置を理解している
・元素の周期律と電子配置の関係を理解して
いる
【思考力、判断力、表現力等】
・主な単体・化合物の化学式が書ける
・実験において、加熱や時間経過による物質
の変化を記録し、物質内の粒子の結合状態を
変化を考察できる
・同族元素が、原子番号の変化によって徐々
に性質が変化することを理解する
・イオン結晶の組成式をルールに基づいて書
くことができる

【学びに向かう力、人間性等】
・身の回りの物質について興味を持ち、知識
を深めている。

○ ○ ○ 10

定期考査
○ ○ 1



３
学
期

70

合計

物質量・濃度・化学反応式とその
量的関係
【知識及び技能】
・有効数字の概念を理解する。
・物質量の概念を理解する。
・物質量と粒子の数、質量、気体
の体積を相互に変換できる。・モ
ル濃度の概念を理解する
・化学変化は粒子の組み替えであ
り、粒子の数と質量が保たれるこ
とを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・問題文の有効数字を読み取り、
解答の有効数字を適切に表記でき
る。
・物質量とは基本粒子の数である
ことを理解する
・化学反応式の係数を考え、正し
い化学反応式が表せる。
・化学反応式の係数から、物質の
量的変化を質量や気体の体積変化
で捉えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な現象に化学変化が関わって
いることに気づき、化学反応式か
ら量的関係を考察できる。

・有効数字とその表記
・分子式・イオン式・組成式
・物質量の基礎概念
・物質量と粒子数・質量・気体体
積の換算
・モル濃度の定義
・化学反応式の構成
・化学反応式の係数
・未定係数法
・主な化学反応式
・化学反応式の表す量的関係

補助教材により上記内容の演習に
取り組む。

【知識・技能】
・表記された有効数字の桁数が答えられる。
・計算結果を指定された有効数字で表すこと
ができる。
・物質量と粒子の数、質量、気体の体積を相
互に換算できる。
・溶質の物質量や質量と溶液の体積からモル
濃度を求められる。
・化学変化は粒子の組み替えであり、正しい
化学反応式では反応前後で原子の種類と数が
一致していることを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・問題文の有効数字から、解答の有効数字を
適切に答えられる
・基本粒子の単位が変わると、物質量が変わ
ることを理解している
・目算法で簡単な化学反応式の係数を考えら
れる。
・化学反応式の係数は、過不足無く反応する
時の物質量の比であることを理解し、反応物
や生成物の質量関係や気体体積関係を計算で
きる。
・過不足のある反応が実際には存在し、それ
に対応した考え方ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
身近な現象に化学変化が関わっていることに
気づき、実験結果から量的関係を考察でき
る。

○ ○ ○ 10

粒子の結合
【知識及び技能】
・化学結合の種類を復習する
・化学結合の種類によって結晶の
種類が４種類に分かれることを復
習する。
【思考力、判断力、表現力等】
・共有結合の極性について理解す
る。
・共有結合によってできる分子の
分類を理解する
【学びに向かう力、人間性等】
様々な物質の性質の違いが、化学
結合の違いに起因することを理解
する。

・化学結合の種類
・結晶の分類とその性質の復習
・イオン結晶の組成式
・共有結合のでき方と極性
・極性分子と無極性分子

【知識及び技能】
・イオン結合、共有結合、金属結合および分
子間力の成り立ちを理解している。
・４種類の結晶それぞれの成り立ちと性質を
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・共有結合の極性について理解している。
・極性分子と無極性分子の違いについて理解
している。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な物質の性質の違いが、化学結合の違い
に起因することを理解している。

○ ○ ○ 3

定期考査
○ ○ 1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

単元の具体的な指導目標

【知識・技能】各種目の技能を理解し、身につけてい
るか。個人技能・チームプレーの中での技能を評価す
る。チームやゲーム運営への貢献度などを総合的に評
価する。
【思考・判断・表現】個人の能力に応じた運動課題を
発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考判断して
いるか。
【学びに向かう力、人間性等】公正・協力、自己の責
任を果たし参画できているか。健康安全を確保して運
動しているか。

○ ○

○ 17

D 球技
【知識及び技能】競技の特性を理解し、
課題解決の方法を学、自己や仲間の課題
に応じて取り組ませる。
【思考力、判断力、表現力等】作戦や状
況に応じた技能や仲間と連携した動きを
高めてゲームが展開できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】ルールや
マナーを大切にすることや，自己や仲間
の課題に応じた運動を継続するための取
り組み方を工夫できるようにする。

・指導事項
　ソフトボール、バドミントン
・学習カード等の活用による活動の
フィードバック

【知識・技能】各種目の技能を理解し、身につけてい
るか。個人技能・チームプレーの中での技能を評価す
る。チームやゲーム運営への貢献度などを総合的に評
価する。
【思考・判断・表現】個人の能力に応じた運動課題を
発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考判断して
いるか。
【学びに向かう力、人間性等】公正・協力、自己の責
任を果たし参画できているか。健康安全を確保して運
動しているか。

○ ○

8

11

・指導事項
　短距離走

・学習カード等の活用による活動の
フィードバック

【知識・技能】走・跳躍運動の技能を理解し、身につ
けているか。記録を測定し評価する。
【思考・判断・表現】個人の能力に応じた運動課題を
発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考判断して
いるか。
【学びに向かう力、人間性等】公正・協力、自己の責
任を果たし参画できているか。健康安全を確保して運
動しているか。

○ ○

千歳丘

運動の合理的、計画的な実践に関する具体的な事項や生涯にわたって運動を豊かに継続するための理論について理解
しているとともに、目的に応じた技能を身に付けている。また、個人及び社会生活における健康・安全について総合
的に理解しているとともに、技能を身に付けている。

体育
保健体育 体育 3

大修館書店「現代高等保健体育」

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】

保健体育

自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて、課題に応じた運動の組み合わせ方を工夫しているとと
もに、それらを他者に伝えている。また、個人及び社会生活における健康に関する課題を発見し、その解決を目指し
て総合的に思考し判断しているとともに、それらを他者に伝えている。

運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう、運動の合理的、計画的な実践に主体的に取り組もうとしてい
る。また、健康を大切にし、自他の健康の保持増進や回復及び健康な社会づくりについての学習に主体的に取り組も
うとしている。

体育

態
配当
時数

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

指導項目・内容 評価規準 知 思

運動の合理的、計画的な実践に関する具体的な事項や
生涯にわたって運動を豊かに継続するための理論につ
いて理解しているとともに、目的に応じた技能を身に
付けている。

自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な解決に
向けて、課題に応じた運動の組み合わせ方を工夫して
いるとともに、それらを他者に伝えている。

運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう、
運動の合理的、計画的な実践に主体的に取り組もうと
している。

○

○

１
学
期

○

A 体つくり運動
【知識及び技能】体を動かす楽しさや心
地よさを味わい，運動を継続する意義，
体の構造，運動の原則などを理解すると
ともに，健康の保持増進や体力の向上を
目指し，目的に適した運動の計画を立て
取り組むこと
【思考力、判断力、表現力等】自己や仲
間の課題を発見し，合理的な解決に向け
て運動の取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを他者に伝
えること。
【学びに向かう力、人間性等】体つくり
運動に自主的に取り組むとともに，互い
に助け合い教え合おうとすること，一人
一人の違いに応じた動きなどを大切にし
ようとすること，話合いに貢献しようと
することなどや，健康・安全を確保する
こと。

・指導事項
　体力トレーニング
　サーキットトレーニング
　持久力トレーニング　等

・学習カード等の活用による活動の
フィードバック

【知識・技能】緊張したり緊張を解いて脱力したりす
る運動を行うことを通して，気付いたり関わり合った
りすること。いろいろな条件で，歩いたり走ったり飛
び跳ねたりする運動を行うことを通して，気付いたり
関わり合ったりすること。
【思考・判断・表現】ねらいや体力の程度を踏まえ，
自己や仲間の課題に応じた強度，時間，回数，頻度を
設定すること。体力の程度や性別等の違いに配慮し
て，仲間とともに体つくり運動を楽しむための活動の
方法や修正の仕方を見付けること
【主体的に学習に取り組む態度】体つくり運動の学習
に自主的に取り組もうとすること。仲間に課題を伝え
合うなど，互いに助け合い教え合おうとすること。

E 陸上競技
【知識及び技能】走運動（短距離走）と
しての特性を理解する。自己の体力を知
り、走力の向上につながる技能を身に付
けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】課題解決
の方法を理解し，運動を継続するための
取り組みを工夫できるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】健康・安
全に留意して、自己の記録を伸ばせるよ
うに努力できる。

○ ○

D 球技
【知識及び技能】競技の特性を理解し、
課題解決の方法を学、自己や仲間の課題
に応じて取り組ませる。
【思考力、判断力、表現力等】作戦や状
況に応じた技能や仲間と連携した動きを
高めてゲームが展開できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】ルールや
マナーを大切にすることや，自己や仲間
の課題に応じた運動を継続するための取
り組み方を工夫できるようにする。

・指導事項
　テニス、バレーボール

・学習カード等の活用による活動の
フィードバック

２
学
期

11



【知識・技能】自己に適したペースを維持して，一定
の距離を走り通し，タイムを短縮したり，競走したり
できるようにする
【思考・判断・表現】自己や仲間の技術的な課題やそ
の課題解決に有効な練習方法の選択について，自己の
考えを伝えること
【主体的に学習に取り組む態度】陸上競技の学習に自
主的に取り組もうとすること。一人一人の違いに応じ
た課題や挑戦を大切にしようとすること

○

E ダンス
【知識及び技能】感じを込めて踊ったり
仲間と自由に踊ったり，自己や仲間の課
題を解決したりするなどの多様な楽しさ
や喜びを味わい，ダンスの名称や用語，
文化的背景と表現の仕方，交流や発表の
仕方，課題解決の方法，体力の高め方な
どを理解するとともに，それぞれ特有の
表現や踊りを身に付けて交流や発表をす
ること。
【思考力、判断力、表現力等】生涯にわ
たって運動を豊かに継続するための自己
や仲間の課題を発見し，合理的，計画的
な解決に向けて取り組み方を工夫すると
ともに，自己や仲間の考えたことを他者
に伝えること。
【学びに向かう力、人間性等】ダンスに
主体的に取り組むとともに，互いに共感
し高め合おうとすること，合意形成に貢
献しようとすること，一人一人の違いに
応じた表現や役割を大切にしようとする
ことなどや，健康・安全を確保すること

・指導事項
　現代的なリズムのダンス
　
・学習カード等の活用による活動の
フィードバック

【知識・技能】リズムの取り方や床を使った動きなど
で変化を付けたり，身体の部位の強調などで動きにメ
リハリを付けて，二人組や小グループで掛け合って全
身で自由に踊ること。
【思考・判断・表現】選択したダンスについて，自己
や仲間の動きや表現を分析して，良い点や修正点を指
摘すること。課題解決の過程を踏まえて，自己や仲間
の新たな課題を発見すること。
【主体的に学習に取り組む態度】ダンスの学習に主体
的に取り組もうとすること。仲間の表現や踊りを認め
合うなど，互いに共感し高め合おうとすること。作品
づくりなどの話し合う場面で，合意形成に貢献しよう
とすること。 ○

○

○

○

合
計

105

8

○ ○

○ ○

２
学
期

３
学
期

D 球技
【知識及び技能】競技の特性を理解し、
課題解決の方法を学、自己や仲間の課題
に応じて取り組ませる。
【思考力、判断力、表現力等】作戦や状
況に応じた技能や仲間と連携した動きを
高めてゲームが展開できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】ルールや
マナーを大切にすることや，自己や仲間
の課題に応じた運動を継続するための取
り組み方を工夫できるようにする。

・指導事項
　バスケットボール

・学習カード等の活用による活動の
フィードバック

【知識・技能】各種目の技能を理解し、身につけてい
るか。個人技能・チームプレーの中での技能を評価す
る。チームやゲーム運営への貢献度などを総合的に評
価する。
【思考・判断・表現】個人の能力に応じた運動課題を
発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考判断して
いるか。
【学びに向かう力、人間性等】公正・協力、自己の責
任を果たし参画できているか。健康安全を確保して運
動しているか。

A 体つくり運動
【知識及び技能】縄跳びの様々な技を習
得させる。
【思考力、判断力、表現力等】他者との
協力や教え合いの中から技の習得を目指
させる。
【学びに向かう力、人間性等】各種の検
定に主体的に取り組み、挑戦する姿勢を
育む。

・指導事項
　縄跳び

・学習カード等の活用による活動の
フィードバック

【知識・技能】縄跳び運動の技能を理解し、身につけ
ているか。検定を行い評価する。
【思考・判断・表現】個人の能力に応じた運動課題を
発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考判断して
いるか。他者との調和を大切にしているか。
【学びに向かう力、人間性等】公正・協力、自己の責
任を果たし参画できているか。健康安全を確保して運
動しているか。

8

D 球技
【知識及び技能】競技の特性を理解し、
課題解決の方法を学、自己や仲間の課題
に応じて取り組ませる。
【思考力、判断力、表現力等】作戦や状
況に応じた技能や仲間と連携した動きを
高めてゲームが展開できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】ルールや
マナーを大切にすることや，自己や仲間
の課題に応じた運動を継続するための取
り組み方を工夫できるようにする。

・指導事項
　バドミントン、バレーボール
・学習カード等の活用による活動の
フィードバック

【知識・技能】各種目の技能を理解し、身につけてい
るか。個人技能・チームプレーの中での技能を評価す
る。チームやゲーム運営への貢献度などを総合的に評
価する。
【思考・判断・表現】個人の能力に応じた運動課題を
発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考判断して
いるか。
【学びに向かう力、人間性等】公正・協力、自己の責
任を果たし参画できているか。健康安全を確保して運
動しているか。

○ ○ ○ 17

○ ○ 8

E 陸上競技
【知識及び技能】記録の向上や競争の楽
しさや喜びを味わい，技術の名称や行い
方，体力の高め方，運動観察の方法など
を理解するとともに，各種目特有の技能
を身に付けること。
【思考力、判断力、表現力等】動きなど
の自己や仲間の課題を発見し，合理的な
解決に向けて運動の取り組み方を工夫す
るとともに，自己の考えたことを他者に
伝えること
【学びに向かう力、人間性等】陸上競技
に自主的に取り組むとともに，勝敗など
を冷静に受け止め，ルールやマナーを大
切にしようとすること，自己の責任を果
たそうとすること，一人一人の違いに応
じた課題や挑戦を大切にしようとするこ
となどや，健康・安全を確保すること。

・指導事項
　長距離走

・学習カード等の活用による活動の
フィードバック

○ 17



年間授業計画　新様式

高等学校 令和８年度（２学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計
35

指導項目・内容

・指導事項
各ライフステージの健康課題と社会からの支
援について学ぶ。思春期における体と心の変
化，思春期に起こりやすい健康問題について
理解を深める。また，性意識やその男女差を
知り，適切な意思決定・行動選択について考
える。妊娠・出産に伴う健康問題について学
び，健康的な妊娠・出産をするための対策と
母子保健サービスの活用について考える。ま
た，望まない妊娠の問題点を考えるととも
に，適切な避妊法について学ぶ。
結婚生活を健康に過ごすための条件について
学ぶとともに，健康な結婚生活に必要な考え
方や行動について考える。

・教材
　教科書、プリント

・一人１台端末の活用　等

・指導事項
　加齢による中高年の健康リスクを低下させ
るための対策について学び，高齢社会に必要
な社会の取り組みについて考える。
　働くことによって起こるけがや病気がある
こと，それらを労働の場面では常に考慮する
必要性があることを理解する。
　過去の健康被害の事例から，健康影響につ
いて理解するとともに，地球温暖化，酸性
雨，オゾン層の破壊などの地球規模の問題を
引き起こすことについて，調べ学習を通して
理解を深める。
　　最終処分場の不足の問題から産業廃棄物
に関する課題について考える。
　また，安全で質のよい水を確保するための
しくみについて理解を深める。
　食品の安全性の確保のための活動にはどの
ような活動があるか，また，消費者，生産
者，行政という異なる立場から，どのように
食の安全性を確保すればよいかについて，
ディスカッションする活動などを通して食の
安全性について理解を深める。

・教材
　教科書、プリント

・一人１台端末の活用　等

○ 1

【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　定期考査、授業中の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
　出席状況、授業態度、提出物

○ ○ ○

○

〇４単元　健康を支える環境づく
り
⒎保健サービスとその活用
⒏医療サービスとその活用
⒐医療品の制度とその活用
⒑さまざまな保健活動や社会的対
策
⒒健康に関する環境づくりと社会
参加

【知識及び技能】
健康を支える環境づくりに関わる
こと社会参加などについて，理解
を深めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
健康を支える環境づくりに関わる
情報から課題を発見し，解決方法
を関連付けて考え，適切な整備や
活用方法を選択し，それらを説明
することができる
【学びに向かう力、人間性等】
問題解決に向けて主体的に活動で
きる。

２
学
期

5３
学
期

定期考査

〇３単元　生涯を通じる健康
⒎中高年期と健康
⒏働くことと健康
⒐労働災害と健康
⒑健康的な職業生活
〇４単元　健康を支える環境づく
り
⒈大気汚染と健康
⒉水質汚濁、土壌汚染と健康
⒊環境と健康にかかわる対策
⒋ごみの処理と上下水道の整備
⒌食品の安全性
⒍食品衛生にかかわる活動

【知識及び技能】
健康を支える環境づくりに関わる
こと社会参加などについて，理解
を深めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
健康を支える環境づくりに関わる
情報から課題を発見し，解決方法
を関連付けて考え，適切な整備や
活用方法を選択し，それらを説明
することができる
【学びに向かう力、人間性等】
問題解決に向けて主体的に活動で
きる。

定期考査
1

【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　定期考査、授業中の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
　出席状況、授業態度、提出物

・指導事項
　保健行政のしくみやさまざまな保健サービ
スについて，理解を深める。
　医薬品の種類について確認する。安全性を
高めるためには，医薬品を取り巻く行政，企
業，医療関係者や消費者が，それぞれの役割
と責任を果たしていることをそれぞれの取り
組みを調べることを通して理解する。
　健康を支える環境づくりの単元を通して学
習してきた環境づくりを振り返り，社会参加
のあり方や健康情報とのかかわりという視点
から実際に実施されている健康づくりについ
て調べたり，町づくりを考えたりしてヘルス
プロモーションについての理解を深める。

・教材
　教科書、プリント

・一人１台端末の活用　等

○ ○

○

配当
時数

16

【知識・技能】
　定期考査
【思考・判断・表現】
　定期考査、授業中の取り組み
【主体的に学習に取り組む態度】
　出席状況、授業態度、提出物

11

1

○ ○ ○

○ ○定期考査

保健

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【主体的に学習に取り組む態度】

個人及び社会生活における健康・安全について
総合的に理解しているとともに、技能を身に付
けている。

個人及び社会生活における健康に関する課
題を発見し、その解決を目指して総合的に
思考し判断しているとともに、それらを他
者に伝えている。

健康を大切にし、自他の健康の保持増進や
回復及び健康な社会づくりについての学習
に主体的に取り組もうとしている。

単元の具体的な指導目標 評価規準 知 思 態

１
学
期

0.オリエンテーション
〇３単元　生涯を通じる健康
⒈ライフステージと健康
⒉思春期と健康
⒊性意識と性行動の選択
⒋妊娠・出産と健康
⒌避妊法と人工中絶
⒍結婚生活と健康

【知識及び技能】
思春期における心身の発達や性的
成熟に伴う変化に関わり，健康課
題が生じることがあることを理解
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
生涯を通じる健康に関わる事象や
情報から課題を発見し，解決方法
を関連付けて考え，適切な方法を
選択し，それらを説明することが
できる
【学びに向かう力、人間性等】
問題解決にむけて主体的に活動で
きる。

授業で得た知識や技能を実生活に活かせるようにする。

自己の心身の健康や環境衛生等に興味・関心を持って主体的に取り組むようにする。

千歳丘 保健体育 保健
保健体育 保健 1

大修館書店「現代高等保健体育」

保健体育 生涯にわたって心身の健康を保持増進する。また、生徒間でのコミュニケーションを図り目標に向けて工夫する。

【 知　識　及　び　技　能 】保健に関する様々な分野において必要な知識を正確に習得する。



年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和８年度（２学年用） 教科 芸術　科目 音楽Ⅱ
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

使用教科書：（ MOUSA2 教育芸術社 ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

歌 器 創

１
学
期

２
学
期

○

【 知　識　及　び　技　能 】
芸術の文化的・歴史的背景などとの関わり及び文化の多様性について理解を深めるとともに、相違工夫を生か
した芸術表現をするために必要な技能を身に付けるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

主体的・協動的に音楽の諸活動に取り組み、生
涯にわたり音楽を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽に
よって生活や社会を明るく豊かなものにしてい
く態度を養う。

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

10

配
当
時
数

A 独唱
【知識及び技能】
曲唱と歌詞との関わりについて理
解する。創意工夫を生かした歌唱
表現をするために必要な、楽曲に
ふさわしい発声、歌詞の発音など
の応用技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
旋律や声の音色を理解して、どの
ように豊かに歌唱表現するかにつ
いて表現意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
曲にふさわしい応用的な発声に関
心をもち、主体的・協働的に歌唱
の活動に取り組む。

①ホール・ニュー・ワールド
　
②時代
　
③涙そうそう

④トゥモロー

⑤花は咲く

○

表現

評価規準
鑑
賞

【知識及び技能】
曲唱と歌詞との関わりについて理解してい
る。創意工夫を生かした応用的な歌唱表現を
するために必要な、楽曲にふさわしい発声、
歌詞の発音などの応用的技能を身に付けてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
旋律や声の音色を理解して、どのように歌唱
表現するかについて応用的な表現意図をもっ
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
曲にふさわしい応用的な発声に関心をもち、
主体的・協働的に歌唱の活動に取り組もうと
している。

芸術 音楽Ⅱ 2

〇

D 世界の歌
【知識及び技能】
言葉の特性と曲種に応じた応用的
な発声との関わりについて理解す
る。創意工夫を生かした歌唱表現
をするために必要な、楽曲にふさ
わしい発声、言葉の特徴をとらえ
た発音などの技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
旋律や歌詞と楽曲の美しさとの関
わりについて考え、どのように応
用的な歌唱表現するかについて表
現意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の歌曲に興味関心をもち、
楽曲の雰囲気をもって、主体的・
協働的に歌唱活動に取り組む。

①Lascia ch'io pianga

②歓喜の歌

③Amazing Grace

④初恋

〇

【知識及び技能】
曲想とギターの応用的な奏法との関わりにつ
いて理解している。楽曲にふさわしい奏法な
どの技能を身につけている。
【思考力、判断力、表現力等】
音色や和音の響きを知覚し、それらの働きを
感受しながら、どのように演奏するかについ
て応用表現意図をもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
ギター独奏に関心をもち、主体的・協働的に
器楽の応用活動に取り組んでいる。

【知識及び技能】
作品の楽曲の特徴や作品の時代背景、舞台作
品としての応用表現方法を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
応用的なリズムと旋律の関係を知覚して、そ
れらの働きを感受し、音楽の美しさや特徴を
とらえることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
物語や登場人物、それぞれのナンバーに関心
をもち、主体的・協働的に歌唱や鑑賞の活動
に取り組もうとしている。

芸術 の目標

個性豊かに芸術表現を創意工夫し、芸術を評価しながらよさや美しさを深く味わうことができるようにする。

主体的・協動的に芸術の諸活動に取り組み、生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、
芸術文化に親しみ、音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養う。

音楽Ⅱ の目標

知 思

○ ○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

曲想と音楽の構造用や文化的・歴史的背景など
との関わり及び音楽の多様性について理解を深
めるとともに、相違工夫を生かした音楽表現を
するために必要な技能を身に付けるようにす
る。

個性豊かに音楽表現を創意工夫し、音楽を評価しな
がらよさや美しさを深く味わって聴くことができる
ようにする。

○ ○ ○

〇 〇 ○ ○

態

【知識及び技能】
音階の並びや和音を弾いたときの響きや音型
の特徴について、表したいイメージと関わら
せて理解している。創意工夫を生かした応用
的な器楽表現をするために必要な、表現形態
の特徴を生かして演奏する技能を身に付けて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
音色やリズム、旋律、和音の関係を知覚し、
それらの動きを感受し、特徴をとらえてどの
ように音楽を作り出し、自ら表現するかにつ
いて応用的な表現意図をもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
キーボードの演奏に興味関心をもち、主体
的・協働的に練習に取り組んでいる。

〇

B ギター独奏
【知識及び技能】
曲想とギターの応用的な奏法との
関わりについて理解する。楽曲に
ふさわしい奏法などの技能を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
音色や和音の響きを知覚し、それ
らの働きを感受しながら、どのよ
うに演奏するかについて応用表現
意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
ギター独奏に関心をもち、主体
的・協働的に器楽の応用活動に取
り組む。

スピッツ　チェリー

C ミュージカル鑑賞
【知識及び技能】
作品の楽曲の特徴や作品の時代背
景、舞台作品としての応用表現方
法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
応用的なリズムと旋律の関係を知
覚して、それらの働きを感受し、
音楽の美しさや特徴をとらえる。
【学びに向かう力、人間性等】
物語や登場人物、それぞれのナン
バーに関心をもち、主体的・協働
的に歌唱や鑑賞の活動に取り組
む。

ミュージカル映画
「ハイスクール・ミュージカル
２」

E キーボード独奏
【知識及び技能】
音階の並びや和音を弾いたときの
響きや音型の特徴について、表し
たいイメージと関わらせて理解す
る。創意工夫を生かした応用的な
器楽表現をするために必要な、表
現形態の特徴を生かして演奏する
技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
音色やリズム、旋律、和音の関係
を知覚し、それらの動きを感受
し、特徴をとらえてどのように音
楽を作り出し、自ら表現するかに
ついて応用的な表現意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
キーボードの演奏に興味関心をも
ち、主体的・協働的に練習に取り
組む。

①メリーさんの羊

②茶色の小瓶

〇

D 世界の歌
【知識及び技能】
言葉の特性と曲種に応じた応用的な発声との
関わりについて理解している。創意工夫を生
かした歌唱表現をするために必要な、楽曲に
ふさわしい発声、言葉の特徴をとらえた発音
などの技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
旋律や歌詞と楽曲の美しさとの関わりについ
て考え、どのように応用的な歌唱表現するか
について表現意図をもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
外国語の歌曲に興味関心をもち、楽曲の雰囲
気をもって、主体的・協働的に歌唱活動に取
り組んでいる。

〇 ○ ○ ○ 14

○

10○ ○ ○

14

2



〇 ○ ○ ○ 2
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２
学
期

F ミュージカル鑑賞
【知識及び技能】
作品の特徴や文化的背景を活か
し、楽曲の良さを感じ取る。
【思考力、判断力、表現力等】
物語の内容、登場人物の心情、曲
想と歌詞の関わりを活かしながら
鑑賞し、自身の表現につなげる。
【学びに向かう力、人間性等】
豊かな表現方法を分析し、応用的
な演奏法をに身に付ける。

ミュージカル映画
「マレフィセント１」

【知識及び技能】
作品の特徴や文化的背景を活かし、楽曲の良
さを感じ取ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
物語の内容、登場人物の心情、曲想と歌詞の
関わりを活かしながら鑑賞し、自身の表現に
つなげることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
豊かな表現方法を分析し、応用的な演奏法を
に身に付けている。

３
学
期

G 合唱
【知識及び技能】
曲想と楽曲の構造との関わりにつ
いて理解する。楽曲にふさわしい
発声などの応用的な技能を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
互いに声の響きを感じ取りなが
ら、どのように演奏するかについ
て応用的な表現意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
合唱に興味関心をもち、主体的・
協働的に演奏活動に取り組む。

3部合唱
「コスモス」

〇 〇

【知識及び技能】
曲想と楽曲の構造との関わりについて理解す
る。楽曲にふさわしい発声などの応用的な技
能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
互いに声の響きを感じ取りながら、どのよう
に演奏するかについて応用的な表現意図を
もっている。
【学びに向かう力、人間性等】
合唱に興味関心をもち、主体的・協働的に演
奏活動に取り組んでいる。

H 和楽器
【知識及び技能】
日本音楽の特徴と文化的・歴史的
背景について深く理解する。筝の
取り扱い、調弦方法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
音色を知覚し、邦楽特有の音階の
響きを活かした表現をする。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の伝統的な音楽を理解し、主
体的・協働的に練習に取り組む。

筝曲　六段の調べ

I 創作
【知識及び技能】
日本音階を理解し、陰音階を使用
して旋律を創作する。
【思考力、判断力、表現力等】
応用的な創作表現を工夫する。
【学びに向かう力、人間性等】
互いに創作した曲を聴きあいなが
ら、主体的・協働的により良い創
作活動となるよう取り組む。

筝を用いた音素材での創作

〇 ○ 4〇

【知識及び技能】
日本音階を理解し、陰音階を使用して旋律を
創作できる。
【思考力、判断力、表現力等】
応用的な創作表現を工夫できる。
【学びに向かう力、人間性等】
互いに創作した曲を聴きあいながら、主体
的・協働的により良い創作活動となるよう取
り組むことができる。

○ ○

〇 〇

【知識及び技能】
日本音楽の特徴と文化的・歴史的背景につい
て深く理解している。筝の取り扱い、調弦方
法を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
音色を知覚し、邦楽特有の音階の響きを活か
した表現ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の伝統的な音楽を理解し、主体的・協働
的に練習に取り組んでいる。

〇

【知識及び技能】
音階の並びや和音を弾いたときの響きや音型
の特徴について、表したいイメージと関わら
せて理解している。創意工夫を生かした応用
的な器楽表現をするために必要な、表現形態
の特徴を生かして演奏する技能を身に付けて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
音色やリズム、旋律、和音の関係を知覚し、
それらの動きを感受し、特徴をとらえてどの
ように音楽を作り出し、自ら表現するかにつ
いて応用的な表現意図をもっている。
【学びに向かう力、人間性等】
キーボードの演奏に興味関心をもち、主体
的・協働的に練習に取り組んでいる。

E キーボード独奏
【知識及び技能】
音階の並びや和音を弾いたときの
響きや音型の特徴について、表し
たいイメージと関わらせて理解す
る。創意工夫を生かした応用的な
器楽表現をするために必要な、表
現形態の特徴を生かして演奏する
技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
音色やリズム、旋律、和音の関係
を知覚し、それらの動きを感受
し、特徴をとらえてどのように音
楽を作り出し、自ら表現するかに
ついて応用的な表現意図をもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
キーボードの演奏に興味関心をも
ち、主体的・協働的に練習に取り
組む。

①メリーさんの羊

②茶色の小瓶

〇 ○ ○ ○ 14

○ ○ 7

○ ○ ○ 7

○



年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和８年度（２学年用） 教科 芸術　科目 美術Ⅱ
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

使用教科書：（ ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

絵
・
彫

デ 映

１
学
期

・油彩画(静物) 〇

配
当
時
数

10

〇 〇 16

思 態

A 鉛筆デッサン
【知識及び技能】
美しい構図を理解し実践できる。
透視図法を応用し、各モチーフの
形を正確に描写することができ
る。各モチーフが持つ質感を鉛
筆、練ゴム等を利用し、十分に表
現することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
ガラスの透明感、布の柔らかさ、
プラスチックボールの映り込みな
ど、鉛筆の使い分けや、練ゴム、
ティッシュ等を使うこととで、
様々な表現ができることに気づく
き、作品制作を行うことができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
美しい構図や、画材の特性を生か
した描き分けを理解し、今後の作
品制作に活用する意識を持ち、制
作に取り組むことができる。

・静物デッサン
○ ○

【知識及び技能】
・美しい構図で描くことができる。
・モチーフをよく観察し、正確な形で描くこ
とができる(透視図法の活用)。
・モチーフの持つ質感を鉛筆練ゴムを活用
し、十分に表現することができる。
・4つのモチーフの空間的関係性を描写する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・３種類の鉛筆、練ゴム、その他画材を必要
に応じて使い分けることができる。
・質感、空間的関係を表現する工夫を考え実
践できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・振り返りシートを記入し、よくできた箇
所、反省点を認識し振り返ることができる。

○ ○ ○

B 油彩の理解と実践
【知識及び技能】
デッサンを通し学んだ構図、形態
の捉え方を生かし、モチーフを正
確に描くことができる。油絵の具
の特性を理解して、美しく着彩す
ることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
油絵具の特性を生かし、モチーフ
の持つ質感や立体感を十分に表現
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
油絵の基礎知識を学ぶことで新し
い表現技法を理解し、今後の作品
制作に活用する意識を持ち、制作
に取り組むことができる。

〇

【知識及び技能】
・美しい構図で描くことができる。
・モチーフをよく観察し、正確な形で描くこ
とができる(透視図法の活用)。
・モチーフの持つ質感を油絵具の特性を活用
し、十分に表現することができる。
・4つのモチーフの空間的関係性を描写する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・色彩の特性を理解し、混色を工夫し、モ
チーフの持つ質感などを効果的に表現するこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・振り返りシートを記入し、よくできた箇
所、反省点を認識し振り返ることができる。

〇

芸術 美術Ⅱ 2

【学びに向かう力、人間性等】

行事などの学校行事や、普段の生活の中から、
表現テーマを見出い、等身大の作品制作ができ
るようにする。他者の作品と自身の作品の相互
鑑賞を通し、コミュニケーションを図ることが
できる。

美術Ⅱ の目標

美術Ⅰで学んだ知識・技能をさらに発展させ、自身の表現として確立させる。【 知　識　及　び　技　能 】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

美術Ⅰで学んだデッサンや色彩の基礎知識など
をさらに発展させ、より表現を広げるための
デッサンや技法について深く学ぶ。油彩画の制
作を通し、新しい画材での表現技法を学び、色
彩の新しい表現を学ぶ。

テーマを自由に設定できる課題を通し、今まで学
んできた知識や技法を生かし、基礎的な技術・表
現を独自の技術・表現に昇華させる。相互鑑賞を
通して、他者の表現を学び、自身の表現を言語化
できる思考力、表現力を身に付ける。

高校生の美術2

芸術 の目標

より深い観察力と洞察力を働かせ、自分自身を見つめなおし、作品に反映させることができる。

新しい画材、技法を積極的に取り入れ、表現の幅を増やすことができる。



〇

　
【知識及び技能】
・それぞれの技法の持つ特性を理解し、ス
ケッチブックに多くの技法を実践することが
できる。
・今まで学んできた知識、技能と新たに加わ
る表現技法を合わせ、自身のテーマを十分に
表現することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・設定したテーマを十分に表現するためにレ
イアウトを工夫し、計画的に作品制作に取り
組むことができる。
・多くの画材、技法の中から取捨選択し、魅
力的な画面を構成することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・振り返りシートを記入し、よくできた箇
所、反省点を認識し振り返ることができる。

〇

E 油彩による風景画の制作
【知識及び技能】
1年生で学んだ筆触分割を復習し、
アナログで実践する空気遠近法の
理解と実践。
【思考力、判断力、表現力等】
油絵の具の持つ特性と色彩理論を
理解し考え、描きたい風景の空気
感を十分に表現することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
修学旅行の風景をテーマに選ぶこ
とで、見えたままの風景ではな
く、そこに付随する個人の感想や
思い出を構図、色彩を効果的に活
用し、描写することができる。

３
学
期

・油彩画(風景画の制作) 〇 〇 18〇〇〇

【知識及び技能】　　　　　　　　　　　・
油彩画の特性と色彩の特性を掛け合わせ、効
果的な画面構成ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品制作を段階的に考え、色の重なる順番
を計画し、より効果的な制作を実践できる。
・混色、重ね塗り等の活用を工夫し、描きた
い風景の空気感を十分に表現することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・作品の相互鑑賞を通して積極的に他者の作
品の良いところを発言することができる。
・振り返りシートを記入し、よくできた箇
所、反省点を認識し振り返ることができる。

〇 〇

C モダンテクニックを活用した作
品制作
【知識及び技能】
9種類のモダンテクニックを学び、
実践することで各技法の特性を理
解し、作品制作に生かすことがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
自身で作品テーマを設定し、テー
マに沿ったレイアウトを考え、計
画的に作品制作を進めることがで
きる。様々な技法をどの様に見せ
るのか考え、より効果的にテーマ
を表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
普段の生活や、考えていることか
ら作品テーマを見出し、積極的に
作品制作に取り組むことができ
る。

・モダンテクニックの練習
・モダンテクニックを使用した作
品制作

2
学
期

〇 〇 26

合
計
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年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和8年度（２学年用） 教科 芸術　科目 書道Ⅱ
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 6 組

使用教科書： （ ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

漢仮 漢 仮

１
学
期

態

【学びに向かう力、人間性等】

主体的に書の創造的な諸活動に取り組み、生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

A 単元…漢字の書(隷書)
【知識及び技能】隷書を構成する
様々な要素を理解し、篆書と異な
る特徴と用筆・運筆・線質などに
ついて効果的に表現できる。
【思考力、判断力、表現力等】隷
書の古典の価値とその根拠につい
て考え、「一字一波」の法則によ
る波磔の位置、用具用材による字
形の変化などを適切に判断選択
し、表現しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】隷
書古典の価値や表現を鑑賞し、効
率的な表現方法の学習を通じて自
身の幅広い表現活動に取り組もう
としている。

・『礼器碑』の形臨。
・『張遷碑』の形臨。
・『居延漢簡』の形臨。
・半切による多字数の倣書作品を
書き、落款まで書く。

〇 〇

【知識及び技能】行動観察及び課題出。
【思考力・判断力・表現力等】行動観察及び
課題出。
【学びに向かう力・人間性等】行動観察及び
課題出。
　課題提出により10点満点で評価。提出でき
た時点で基準点4点を加え、プリントに記載
公表してある６項目分を付け足して１０点満
点とする。評価基準の６項目については3観
点による評価を２項目ずつ均等に分配してあ
る。

〇 〇 〇 8

○ ○

4

芸術 書道Ⅱ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

書の表現の方法や形式、多様性などについて理
解を深めるとともに、書の伝統に基づき、効果
的に表現するための技能を身に着けるようにす
る。

書の良さや美しさを感受し、意図に基づいて創造
的に構想し個性豊かに表現を工夫したり、作品や
書の伝統と文化の意味や価値を考え、書の美を味
わい深く、捉えたりすることができるようにす
る。

『書道Ⅱ』東京書籍、　２｜東書｜書Ⅱ　７０１

芸術 の目標

書の良さや美しさを感受し、意図に基づいて創造的に構想し個性豊かに表現を工夫したり、作品や書の伝統と文化の意味や価値を考え、書の美を味わい深く、捉えたりすることができるようにする。

主体的に書の創造的な諸活動に取り組み、生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、書の伝統と文化に親しみ、書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

書道Ⅱ の目標

思

主体的に書の創造的な諸活動に取り組み、生涯にわたり書を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、書の
伝統と文化に親しみ、書を通して心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

【知識及び技能】行動観察及び課題出。
【思考力・判断力・表現力等】行動観察及び
課題出。
【学びに向かう力・人間性等】行動観察及び
課題出。　　　　　　　　　　　　課題提出
により10点満点で評価。提出できた時点で基
準点4点を加え、プリントに記載公表してあ
る６項目分を付け足して１０点満点とする。
評価基準の６項目については3観点による評
価を２項目ずつ均等に分配してある。

〇 4

【知識及び技能】行動観察。
【思考力・判断力・表現力等】板書による回
答。
【学びに向かう力・人間性等】用具用材の確
認。 ○

〇

2

A 単元…基礎確認と復習
【知識及び技能】正しい執筆法に
より、「起筆」「送筆」「収筆」
を書き分けることができる。
【思考力、判断力、表現力等】半
紙の折り方を工夫し、文字の構成
位置を整えて表現しようとする。
【学びに向かう力、人間性等】執
筆の技術に紙を折るなどの工夫を
加えて課題を書き提出する。

・基本点画の練習。
・氏名を行書で検索して練習。
前年度の復習と、基礎力のブラッ
シュアップを図る。

〇

A 単元…漢字の書(篆書)
【知識及び技能】篆書を構成する
様々な要素を理解し、篆書古典の
特徴と用筆・運筆などについて効
果的に表現できる。
【思考力、判断力、表現力等】篆
書の古典の価値とその根拠につい
て考え、筆順・異体字・文字の比
率・落款など比較的許容性のある
部分について適切に判断選択し、
表現しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】篆
書古典の価値や表現を鑑賞し、効
率的な表現方法の学習を通じて自
身の幅広い表現活動に取り組もう
としている。

〇 〇

・『石鼓文』（拓本）の形臨。
・『呉昌碩臨石鼓文』倣書。
・『甲骨文』の鑑賞。
・『大盂鼎』の鑑賞。
・封泥、木刻字の鑑賞。

〇 〇

【知識及び技能】行動観察及び課題出。
【思考力・判断力・表現力等】行動観察及び
課題出。
【学びに向かう力・人間性等】行動観察及び
課題出。　　　　　　　　　　　　課題提出
により10点満点で評価。提出できた時点で基
準点4点を加え、プリントに記載公表してあ
る６項目分を付け足して１０点満点とする。
評価基準の６項目については3観点による評
価を２項目ずつ均等に分配してある。

〇 〇

配
当
時
数

A 単元…概説と導入
【知識及び技能】用語の意味、用
具用材の使用法を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】文
字の基本構造を理解している。
【学びに向かう力、人間性等】確
実に用具用材を準備して授業に臨
むことができる。

・書写・書道基本用語の確認。
・部首の書き方確認。
・用具用材の名称と使い方の理解
度を確認するとともに、道具の不
備などを指摘、指導する。 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

表現

鑑
賞

評価規準 知

A 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

〇〇 4

【知識及び技能】小筆を正しい執
筆法で用い、「起筆」「収筆」を
書き分けることができる。さらに
細字を揃えて書くことができる。
【思考力、判断力、表現力等】細
字の総画数などにより文字の太さ
や大きさを変えるなど工夫して表
現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】細
かく多数の文字を集中力を切らず
に一定以上の分量を描き切ること
ができる。

・『薦季直表』の細字臨書。
・のし袋、封筒などの実用書を小
筆で書く。

〇

【知識及び技能】行動観察及び課題出。
【思考力・判断力・表現力等】行動観察及び
課題出。
【学びに向かう力・人間性等】行動観察及び
課題出。　　　　　　　　　　　　課題提出
により10点満点で評価。提出できた時点で基
準点4点を加え、プリントに記載公表してあ
る６項目分を付け足して１０点満点とする。
評価基準の６項目については3観点による評
価を２項目ずつ均等に分配してある。

〇



２
学
期

A 単元…仮名の美(仮名の古典)
【知識及び技能】仮名の起筆や収
筆、運筆の緩急、線の曲直・長
短・傾きの書き分けを表現でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】墨
継ぎの位置を工夫し、立体感を持
たせることができる。
【学びに向かう力、人間性等】テ
キストの「コラム」や「表現の特
徴」を参考にして書くことができ

・『高野切第一種』の臨書。
・『曼殊院本古今和歌集』の臨
書。

〇 〇

【知識及び技能】行動観察及び課題出。
【思考力・判断力・表現力等】行動観察及び
課題出。
【学びに向かう力・人間性等】行動観察及び
課題出。
　課題提出により10点満点で評価。提出でき
た時点で基準点4点を加え、プリントに記載
公表してある６項目分を付け足して１０点満
点とする。評価基準の６項目については3観
点による評価を２項目ずつ均等に分配してあ
る。

〇

A 単元…仮名の美(仮名の基礎)
【知識及び技能】仮名の起筆や収
筆、運筆の緩急、線の曲直・長
短・傾きの書き分けを表現でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】筆
意、書き順、結びの形を判別し、
文字を間違えずに書いている。
【学びに向かう力、人間性等】半
紙を指示に従って４８マスに折
り、表示されている変体仮名の中
から自分の好みで一文字ずつ選ん

・平仮名単体の練習。
・変体仮名単体の練習と暗記。

〇

１
学
期

〇

【知識及び技能】行動観察及び課題出。
【思考力・判断力・表現力等】行動観察及び
課題出。
【学びに向かう力・人間性等】行動観察及び
課題出。　　　　　　　　　　　　課題提出
により10点満点で評価。提出できた時点で基
準点4点を加え、プリントに記載公表してあ
る６項目分を付け足して１０点満点とする。
評価基準の６項目については3観点による評
価を２項目ずつ均等に分配してある。

〇

A 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・王羲之『集王聖教序』の形臨。
・『祭姪文稿』の形臨。
・『蜀素帖』の形臨。

〇

〇

A 単元…漢字の書(篆刻)
【知識及び技能】書道字典を使い
こなして印稿を完成させ、引刀法
または押刀法で正確に運刀し、正
しく押印することができる。【思
考力、判断力、表現力等】篆書体
とその他の書体を判別し、部首の
組み合わせによって別の篆書体を
書くことができる。その後篆書を
工夫して配置し、印面に布字した
り、間違いを訂正することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】指
示に従って石印材に鑢をかけ、用
材の準備ができる。怪我をしない
ための正しい印刀の持ち方、正し
い彫り方を遵守し取り組み、使用

・書道字典の検索。
・印稿作成。
・印面への布字。
・印面への刻字。
・補刻。
・押印。

〇 〇

〇

【知識及び技能】行動観察及び課題出。
【思考力・判断力・表現力等】行動観察及び
課題出。
【学びに向かう力・人間性等】行動観察及び
課題出。　　　　　　　　　　　　課題提出
により10点満点で評価。提出できた時点で基
準点4点を加え、プリントに記載公表してあ
る６項目分を付け足して１０点満点とする。
評価基準の６項目については3観点による評
価を２項目ずつ均等に分配してある。

〇 〇 〇

4〇

〇

行動観察。この際に自主作成できた枚数によ
り次の課題練習で使える用紙の枚数が決定す
る。 〇 〇 〇 2

【知識及び技能】行動観察及び課題出。
【思考力・判断力・表現力等】行動観察及び
課題出。
【学びに向かう力・人間性等】行動観察及び
課題出。
最終的に自身で選んで自身で書いた変体仮名
を判読テストする。

〇

〇 〇 4

〇 〇

A 単元…仮名の美(仮名の古典)
【学びに向かう力、人間性等】準
備された用具用材に合わせて紙色
を選び、自身の使用する料紙を丁
寧に作っている。

テキスト７４頁、７５頁の「料紙
コラム」を鑑賞後、自身でも料紙
(＝継ぎ紙)を作る。 〇

8

A 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

A 単元…漢字の書(行書)
【知識及び技能】行書を構成する
様々な要素を理解し、行書の特徴
と用筆・運筆・線質などについて
効果的に表現できる。
【思考力、判断力、表現力等】行
書の古典の価値とその根拠につい
て考え、文字の連続性や省略など
を適切に判断選択し、表現しよう
としている。
【学びに向かう力、人間性等】草
書古典の価値や表現を鑑賞し、効
率的な表現方法の学習を通じて自
身の幅広い表現活動に取り組もう
としている。

〇 〇

A 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

〇 〇 〇 8

単元…基礎確認と復習。
【知識及び技能】正しい執筆法に
より、「起筆」「送筆」「収筆」
を書き分けることができる。
【思考力、判断力、表現力等】半
紙の折り方を工夫し、文字の構成
位置を整えて表現しようとする。
【学びに向かう力、人間性等】執
筆の技術に紙を折るなどの工夫を
加えて課題を書き提出する。

・書道字典による検索。
・様々な書体による氏名の書き
方。
・紙の折り方の復習。

A 単元…漢字の書(草書)
【知識及び技能】草書を構成する
様々な要素を理解し、草書の特徴
と用筆・運筆・線質などについて
効果的に表現できる。
【思考力、判断力、表現力等】草
書の古典の価値とその根拠につい
て考え、文字の連続性や省略など
を適切に判断選択し、表現しよう
としている。
【学びに向かう力、人間性等】草
書古典の価値や表現を鑑賞し、効
率的な表現方法の学習を通じて自
身の幅広い表現活動に取り組もう
としている。

・『書譜』の形臨。
・『十七帖』の形臨。
・『自叙帖』の形臨。

〇 〇

【知識及び技能】行動観察及び課題出。
【思考力・判断力・表現力等】行動観察及び
課題出。
【学びに向かう力・人間性等】行動観察及び
課題出。　　　　　　　　　　　　課題提出
により10点満点で評価。提出できた時点で基
準点4点を加え、プリントに記載公表してあ
る６項目分を付け足して１０点満点とする。
評価基準の６項目については3観点による評
価を２項目ずつ均等に分配してある。

〇 〇

2

【知識及び技能】行動観察及び課題出。
【思考力・判断力・表現力等】行動観察及び
課題出。
【学びに向かう力・人間性等】行動観察及び
課題出。　　　　　　　　　　　　課題提出
により10点満点で評価。提出できた時点で基
準点4点を加え、プリントに記載公表してあ
る６項目分を付け足して１０点満点とする。
評価基準の６項目については3観点による評
価を２項目ずつ均等に分配してある。

〇 6



３
学
期

4〇

【知識及び技能】行動観察及び課題出。
【思考力・判断力・表現力等】行動観察及び
課題出。【学びに向かう力・人間性等】行動
観察及び課題出。
課題提出により10点満点で評価。提出できた
時点で基準点4点を加え、プリントに記載公
表してある６項目分を付け足して１０点満点
とする。評価基準の６項目については3観点
による評価を２項目ずつ均等に分配してあ
る。

〇 〇 〇

合
計

60

〇

行動観察。この際に自主作成できた枚数によ
り次の課題練習で使える用紙の枚数が決定す
る。 〇 〇 〇 2

A 単元…仮名の美(仮名の古典)
【学びに向かう力、人間性等】準
備された用具用材に合わせて紙色
を選び、自身の使用する料紙を丁
寧に作っている。

テキスト７４頁、７５頁の「料紙
コラム」を鑑賞後、自身でも料紙
(＝継ぎ紙)を作る。 〇

A 単元…仮名の美(色紙への創作)
【知識及び技能】仮名の起筆や収
筆、運筆の緩急、線の曲直・長
短・傾きの書き分けを表現でき
る。
【思考力、判断力、表現力等】墨
継ぎの位置、変体仮名の使い分
け、漢字の挿入などを工夫するこ
とができる。
【学びに向かう力、人間性等】用
紙の寸法に文字を合わせ、仮名を
読み、内容を理解しでから書こう
としている。

・百人一首のうち一首を、色紙形
式で創作する。

〇



年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和８年度（2学年用） 教科 外国語　科目 英語コミュニケーションⅡ
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

使用教科書：（ ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

聞 読

話

[
や
]

話
[

発

]

書

２
学
期

外国語 英語コミュニケーションⅡ 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

外国語でのコミュニケーションを取れるよう習
得すべき知識や重要な概念等を理解している。
それらを既有の知識及び技能と関連付けたり活
用したりする中で，概念等として理解したり，
技能を習得したりしている。

Vivid English Communication Ⅱ　第一学習社

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考査、小テ
スト、提出物、授業中の活動により、総合的に評
価する。

知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等
を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組の中で，
自らの学習を調整しようとしている。

〇

外国語 の目標

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，
外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これら
を活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主
体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅡ の目標

6

6

評価規準

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考査、小テ
スト、提出物、授業中の活動により、総合的に評
価する。

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考査、小テ
スト、提出物、授業中の活動により、総合的に評
価する。

配
当
時
数

態

〇

○

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞く
こと，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況な
どに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

1

6

9

○

○

○

○

○ ○

○ ○

領域

知識及び技能を活用し、外国語でのコミュニ
ケーションや課題を解決する等のために必要
な思考力，判断力，表現力等を身に付けてい
る。

〇 〇

思

○○

○ ○

○

6

1

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考査、小テ
スト、提出物、授業中の活動により、総合的に評
価する。

〇

3

〇 〇

○

〇

〇

○

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考査、小テ
スト、提出物、授業中の活動により、総合的に評
価する。

〇

〇

〇

〇

○

Lesson 5　True Love between a Cat
and  a Dog
【知識及び技能】文法の用法や決まりを
理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】本文の内
容を理解し、そのテーマに対する自分の
意見を表現できる

【学びに向かう力、人間性等】週末課題
や長期休みの課題を提出する。テーマの
題材を通して異文化や時事問題を理解す
る。

・指導事項
　　本課のテーマを読みとら
せる。
　　本課の文法項目を理解さ
せ活用できるようにする。
教材
　　教科書プリント、単語帳
　・一人一台端末を状況に応
じ活用する。

〇 〇

・指導事項
　　本課のテーマを読みとら
せる。
　　本課の文法項目を理解さ
せ活用できるようにする。
教材
　　教科書プリント、単語帳
　・一人一台端末を状況に応
じ活用する。

中間考査

〇

Lesson4　To Make a More Open Society
【知識及び技能】文法の用法や決まりを
理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】本文の内
容を理解し、そのテーマに対する自分の
意見を表現できる

【学びに向かう力、人間性等】週末課題
や長期休みの課題を提出する。テーマの
題材を通して異文化や時事問題を理解す
る。

Lesson1　Japanese Athletes and
English
【知識及び技能】文法の用法や決まりを
理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】本文の内
容を理解し、そのテーマに対する自分の
意見を表現できる

【学びに向かう力、人間性等】週末課題
や長期休みの課題を提出する。テーマの
題材を通して異文化や時事問題を理解す
る。

・指導事項
　　本課のテーマを読みとら
せる。
　　本課の文法項目を理解さ
せ活用できるようにする。
教材
　　教科書プリント、単語帳
　・一人一台端末を状況に応
じ活用する。

○ 〇 〇

〇

知

【学びに向かう力、人間性等】

Lesson2　Our Beloved Yellow Fruit
【知識及び技能】文法の用法や決まりを
理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】本文の内
容を理解し、そのテーマに対する自分の
意見を表現できる

【学びに向かう力、人間性等】週末課題
や長期休みの課題を提出する。テーマの
題材を通して異文化や時事問題を理解す
る。

・指導事項
　　本課のテーマを読みとら
せる。
　　本課の文法項目を理解さ
せ活用できるようにする。
教材
　　教科書プリント、単語帳
　・一人一台端末を状況に応
じ活用する。

〇 〇 〇

期末考査

・指導事項
　　本課のテーマを読みとら
せる。
　　本課の文法項目を理解さ
せ活用できるようにする。
教材
　　教科書プリント、単語帳
　・一人一台端末を状況に応
じ活用する。

〇 〇 〇

Lesson 3　Preparing for Potential
Risks
【知識及び技能】文法の用法や決まりを
理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】本文の内
容を理解し、そのテーマに対する自分の
意見を表現できる

【学びに向かう力、人間性等】週末課題
や長期休みの課題を提出する。テーマの
題材を通して異文化や時事問題を理解す
る。

〇

1学期の復習
○

〇



３
学
期

期末考査

〇 〇 〇 〇 〇

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考査、小テ
スト、提出物、授業中の活動により、総合的に評
価する。

２
学
期

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考査、小テ
スト、提出物、授業中の活動により、総合的に評
価する。

2学期の復習

〇 9

Lesson 10　The Underside of Wildlife
Tourism
【知識及び技能】文法の用法や決まりを
理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】本文の内
容を理解し、そのテーマに対する自分の
意見を表現できる

【学びに向かう力、人間性等】週末課題
や長期休みの課題を提出する。テーマの
題材を通して異文化や時事問題を理解す
る。

・指導事項
　　本課のテーマを読みとら
せる。
　　本課の文法項目を理解さ
せ活用できるようにする。
教材
　　教科書プリント、単語帳
　・一人一台端末を状況に応
じ活用する。

〇 〇 〇 〇 〇

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考査、小テ
スト、提出物、授業中の活動により、総合的に評
価する。

〇 〇 〇

Lesson 9　Invigorating Our Local
Community
【知識及び技能】文法の用法や決まりを
理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】本文の内
容を理解し、そのテーマに対する自分の
意見を表現できる

【学びに向かう力、人間性等】週末課題
や長期休みの課題を提出する。テーマの
題材を通して異文化や時事問題を理解す
る。

・指導事項
　　本課のテーマを読みとら
せる。
　　本課の文法項目を理解さ
せ活用できるようにする。
教材
　　教科書プリント、単語帳
　・一人一台端末を状況に応
じ活用する。

〇

〇

〇

〇〇

9〇

6

〇

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考査、小テ
スト、提出物、授業中の活動により、総合的に評
価する。

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考査、小テ
スト、提出物、授業中の活動により、総合的に評
価する。

〇 〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇

〇

〇 〇

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考査、小テ
スト、提出物、授業中の活動により、総合的に評
価する。

Lesson 6  A Society with Drones
【知識及び技能】文法の用法や決まりを
理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】本文の内
容を理解し、そのテーマに対する自分の
意見を表現できる

【学びに向かう力、人間性等】週末課題
や長期休みの課題を提出する。テーマの
題材を通して異文化や時事問題を理解す
る。

・指導事項
　　本課のテーマを読みとら
せる。
　　本課の文法項目を理解さ
せ活用できるようにする。
教材
　　教科書プリント、単語帳
　・一人一台端末を状況に応
じ活用する。

〇 〇 〇

Lesson 5　True Love between a Cat
and  a Dog
【知識及び技能】文法の用法や決まりを
理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】本文の内
容を理解し、そのテーマに対する自分の
意見を表現できる

【学びに向かう力、人間性等】週末課題
や長期休みの課題を提出する。テーマの
題材を通して異文化や時事問題を理解す
る。

・指導事項
　　本課のテーマを読みとら
せる。
　　本課の文法項目を理解さ
せ活用できるようにする。
教材
　　教科書プリント、単語帳
　・一人一台端末を状況に応
じ活用する。

〇 〇

Lesson 8　Peace Messages from
Hiroshima
【知識及び技能】文法の用法や決まりを
理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】本文の内
容を理解し、そのテーマに対する自分の
意見を表現できる

【学びに向かう力、人間性等】週末課題
や長期休みの課題を提出する。テーマの
題材を通して異文化や時事問題を理解す
る。

・指導事項
　　本課のテーマを読みとら
せる。
　　本課の文法項目を理解さ
せ活用できるようにする。
教材
　　教科書プリント、単語帳
　・一人一台端末を状況に応
じ活用する。

〇 〇 〇

Lesson 7　"Cloning" Cultural
Properties
【知識及び技能】文法の用法や決まりを
理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】本文の内
容を理解し、そのテーマに対する自分の
意見を表現できる

【学びに向かう力、人間性等】週末課題
や長期休みの課題を提出する。テーマの
題材を通して異文化や時事問題を理解す
る。

・指導事項
　　本課のテーマを読みとら
せる。
　　本課の文法項目を理解さ
せ活用できるようにする。
教材
　　教科書プリント、単語帳
　・一人一台端末を状況に応
じ活用する。

〇

合
計

88

9

中間考査
○ ○ 1

期末考査

〇

○ ○

9

〇

1

○ ○ 3

〇

〇 〇 〇 9

３学期の復習
○ ○ 3

○ ○ 1



年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和８年度（２学年用） 教科 外国語　科目 論理・表現Ⅱ
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組 ～ 7 組

使用教科書：（ ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

○ ○ 1

MY WAY Logic and Expression Ⅱ  （三省堂）

外国語 の目標

Lesson 2
The New Wave of Sports

【知識及び技能】
助動詞や、be＋to不定詞を使った
文を作る。

【思考力・判断力・表現力等】
週末の予定について会話する。
最新のものを紹介する発表をす
る。

【学びに向かう力・人間性等】
週末の予定を伝えようとする。ま
た、相手の予定を聞こうとする。

【項目】
助動詞・be＋to不定詞

【内容】
週末の予定についての会話や最新
のものを紹介する表現を学ぶ。

○ 〇 〇

外国語 論理・表現Ⅱ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

Lesson 1
I Love My Country!

【知識及び技能】
完了形・未来表現：完了形や未来
表現を使った文を適切に作る。

【思考力・判断力・表現力等】
これまでの経験について会話す
る。

【学びに向かう力・人間性等】
自分の経験を伝えようとする。ま
た、相手の経験を聞こうとする。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自律的
に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報
や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して適切に表現し
たり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこ
と，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用で
きる技能を身に付けるようにする。

１
学
期

習得すべき知識や重要な概念等を理解してい
る。それらを既有の知識及び技能と関連付けた
り活用したりする中で，概念等として理解した
り，技能を習得したりしている。

知識及び技能を活用して課題を解決する等のために
必要な思考力，判断力，表現力等を身に付けてい
る。

Lesson 3
The Future of Technology

【知識及び技能】
受動態と、不定詞の基本用法の構
造と概念を理解する。

【思考力・判断力・表現力等】
印象深かった授業について話す。
贈り物について説明する文章を書
く。

【学びに向かう力・人間性等】
印象深かった授業について相手に
伝える。また、相手の印象深かっ
た授業について聞く。

【項目】
受動態・不定詞

【内容】
印象深かった授業について話した
り、贈り物について説明したりす
る表現を学ぶ。

中間考査

【項目】
完了形・未来表現

【内容】これまでの経験について
の会話表現を学ぶ。

○ 〇 〇

〇

〇

〇〇 〇 5

【 知　識　及　び　技　能 】

評価規準

論理・表現Ⅱ の目標

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

〇

〇

○○

思

〇

左記の具体的な指導目標の達成度を、定
期考査、小テスト、提出物、授業中の活
動により、総合的に評価する。

左記の具体的な指導目標の達成度を、定
期考査、小テスト、提出物、授業中の活
動により、総合的に評価する。

左記の具体的な指導目標の達成度を、定
期考査、小テスト、提出物、授業中の活
動により、総合的に評価する。

知

【学びに向かう力、人間性等】

知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，
表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り
強い取組の中で，自らの学習を調整しようとし
ている。

5

5

〇

配
当
時
数

○

○

○

○ ○

○ ○

態



○ ○ 1

〇 〇 〇 〇 〇 2

○ ○ 1

期末考査

１学期の復習

○

【項目】
助動詞・受動態

【内容】
道案内の表現や、地域について紹
介する表現を学ぶ。

○ 〇

中間考査

左記の具体的な指導目標の達成度を、定
期考査、小テスト、提出物、授業中の活
動により、総合的に評価する。

左記の具体的な指導目標の達成度を、定
期考査、小テスト、提出物、授業中の活
動により、総合的に評価する。

Lesson 4
Rediscover Kabuki

【知識及び技能】
不定詞の応用表現と、知覚、使役
動
詞の用法を理解し，適切に文を
作ったり，表現したりする。

【思考力・判断力・表現力等】
日本の文化について会話をする。
日本の文化を紹介する発表をす
る。

【学びに向かう力・人間性等】
日本の文化を相手に伝える。ま
た、相手の紹介発表を聞く。

〇 〇

Lesson 6
Experience Madagascar's
Wildlife

【知識及び技能】
様々な比較の用法を学ぶ。

【思考力・判断力・表現力等】
大きさなどを身近なものに例え
る。
世界や日本で有名な場所を紹介す
る発表をする。

【学びに向かう力・人間性等】
比較を使って大きさなどを身近な
ものに例えて伝える。また、有名
な場所の紹介発表を聞く。

１
学
期

【項目】
不定詞・知覚動詞・使役動詞

【内容】
日本の文化やそれを紹介するとき
の表現について学ぶ。

○ 〇 〇

Lesson 3
The Future of Technology

【知識及び技能】
受動態と、不定詞の基本用法の構
造と概念を理解する。

【思考力・判断力・表現力等】
印象深かった授業について話す。
贈り物について説明する文章を書
く。

【学びに向かう力・人間性等】
印象深かった授業について相手に
伝える。また、相手の印象深かっ
た授業について聞く。

【項目】
受動態・不定詞

【内容】
印象深かった授業について話した
り、贈り物について説明したりす
る表現を学ぶ。

２
学
期

〇

〇

〇

Lesson 7
Can We Go and Live on Mars?

【知識及び技能】
関係詞の用法を用いて表現する。

【思考力・判断力・表現力等】
火星について会話をする。
火星での生活についてのレポート
を書く。

【学びに向かう力・人間性等】
火星について学んだ内容を相手に
伝えたり書いたりする。

【項目】
関係詞

【内容】
火星や、そこでの生活についての
表現を学ぶ。

○

〇

〇

〇 〇

Lesson 5
Welcome to Our Town

【知識及び技能】
助動詞や受動態を用いた様々な文
の構造や意味を理解し，必要に応
じて使い分け，適切に伝える。

【思考力・判断力・表現力等】
いろいろな科学技術について会話
をする。
社会の状況と職業についてのレ
ポートを書く。

【学びに向かう力・人間性等】
科学技術や社会の状況と職業につ
いて、相手に伝えようとする。

〇

〇

〇

〇

【項目】
比較

【内容】
大きさを身近なものに例えたり、
有名な場所を紹介する表現を学
ぶ。

5

5

5

○ ○

〇

〇 〇

〇

5

5

○

○

○

左記の具体的な指導目標の達成度を、定
期考査、小テスト、提出物、授業中の活
動により、総合的に評価する。

○ ○

左記の具体的な指導目標の達成度を、定
期考査、小テスト、提出物、授業中の活
動により、総合的に評価する。

○ ○

○○ 〇

左記の具体的な指導目標の達成度を、定
期考査、小テスト、提出物、授業中の活
動により、総合的に評価する。

○

○○ ○



○ ○ 1

〇 〇 〇 〇 〇 2
２学期の復習

期末考査

5

Lesson 8
Language and Society

【知識及び技能】
仮定法に関する様々な用法と表現
を学ぶ。

【思考力・判断力・表現力等】
旅行に行く友だちとの会話をす
る。
「もし○○がなければ」というタ
イトルの会話をする。

【学びに向かう力・人間性等】
現実に起こりそうにない状況を仮
定して、自分の願望を相手に伝え
る。また、相手の願望を聞き取
る。

【項目】
仮定法

【内容】
旅行に行く友だちとの会話につい
ての表現や、現実ではない状況下
の発表の表現を学ぶ。

○ 〇 〇

２
学
期

〇 〇

左記の具体的な指導目標の達成度を、定
期考査、小テスト、提出物、授業中の活
動により、総合的に評価する。

○○ ○



○ ○ 1

〇 〇 〇 〇 〇 2

学年末考査

３学期の復習

【項目】
無生物主語・thatを使った表現

【内容】
調べ学習での会話や，人物を紹介
する表現を学ぶ。

合
計

○ ○〇 〇

左記の具体的な指導目標の達成度を、定
期考査、小テスト、提出物、授業中の活
動により、総合的に評価する。

3
学
期

63

○ 6

Lesson 9
Send Our Love to the World

【知識及び技能】
否定表現や代名詞を使った様々な
用法と表現を理解する。

【思考力・判断力・表現力等】
悩み事を伝える会話をする。
社会問題についての発表原稿を書
く。

【学びに向かう力・人間性等】
相手に悩み事を伝える。また、相
手の悩み事を聞く。

【項目】
否定・代名詞

【内容】
悩み事を伝えたり、社会問題につ
いての発表原稿を書く表現を学
ぶ。また、健康について説明する
方法を学ぶ。

○ 〇 〇 〇 〇

左記の具体的な指導目標の達成度を、定
期考査、小テスト、提出物、授業中の活
動により、総合的に評価する。

○ ○ ○ 6

Lesson 10
Follow in Our Hero's Footsteps

【知識及び技能】
無生物主語やthatを使った様々な
表
現を学ぶ。

【思考力・判断力・表現力等】
調べ学習での会話をする。
関心のある人物を紹介するスピー
チをする。

【学びに向かう力・人間性等】
自分の関心のある人物を紹介す
る。また、相手が関心のある人物
について聞く。

○ 〇 〇



年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和８年度（２学年用） 教科 外国語　科目 英語４技能演習
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 3 組～ 7 組

使用教科書：（

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

〇

〇〇

5

5

○

Lesson6 受動態
Lesson7 to不定詞①
【知識及び技能】
受動態、不定詞の用法や決まりを理解さ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分で考えた設定での会話やスピーチ作
成。
【学びに向かう力、人間性等】
自分で考えた設定での会話やスピーチを
発表する。

【指導事項】
・受動態、不定詞の用法や決まりを理解さ
せる。
【教材】
教科書、ワークシート
・一人一台端末を状況に応じ活用する。 〇 〇 〇

Lesson5 助動詞
【知識及び技能】
助動詞の用法や決まりを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分で考えた設定での会話やスピーチ作
成。
【学びに向かう力、人間性等】
自分で考えた設定での会話やスピーチを
工夫しながら発表する。

【指導事項】
・助動詞の用法や決まりを理解させる。
【教材】
教科書、ワークシート
・一人一台端末を状況に応じ活用する。

〇

1学期の復習

〇

Lesson2  文型
【知識及び技能】
5文型を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
Radio Showと題して、自分で考えた設定
での会話作成。
【学びに向かう力、人間性等】
自分で考えた設定での会話を、効果音や
パワーポイントを使いながら、発表す
る。

【指導事項】
・5文型を理解させる。
【教材】
教科書、ワークシート
・一人一台端末を状況に応じ活用する。

〇 〇 〇

期末考査

【指導事項】
・現在完了形、過去完了形、時制の一致を
理解させる。
【教材】
教科書、ワークシート
・一人一台端末を状況に応じ活用する。 〇 〇 〇

Lesson3 時制①
【知識及び技能】
現在完了形、現在完了進行形の用法や決
まりを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分で考えた設定での会話やスピーチ作
成。
【学びに向かう力、人間性等】
自分で考えた設定での会話やスピーチを
発表する。

【指導事項】
・現在完了形、現在完了進行形の用法や決
まりを理解させる。
【教材】
教科書、ワークシート
・一人一台端末を状況に応じ活用する。

中間考査

Lesson4 時制②
【知識及び技能】
現在完了形、過去完了形、時制の一致を
理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分で考えた設定での会話やスピーチ作
成。
【学びに向かう力、人間性等】
自分で考えた設定での会話やスピーチを
発表する。

〇

〇

○

〇

○ ○

○

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主
体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

英語４技能演習 の目標

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞く
こと，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況な
どに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

1

5

5

○

○

○

○

○ ○

領域

知識及び技能を活用し、外国語でのコミュニケー
ションや課題を解決する等のために必要な思考力，
判断力，表現力等を身に付けている。

〇 〇 ○

思

○○

知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，
表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り
強い取組の中で，自らの学習を調整しようとし
ている。

〇

〇

知

【指導事項】
・疑問詞を使った疑問文、間接疑問文の用
法や決まりを理解させる。
【教材】
教科書、ワークシート
・一人一台端末を状況に応じ活用する。 ○ 〇 〇

〇

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考査、小
テスト、提出物、授業中の活動により、総合的
に評価する。

〇

外国語 の目標

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，
外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これら
を活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

5

8

評価規準

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考査、小
テスト、提出物、授業中の活動により、総合的
に評価する。

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考査、小
テスト、提出物、授業中の活動により、総合的
に評価する。

外国語 英語４技能演習 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

外国語でのコミュニケーションを取れるよう習得すべ
き知識や重要な概念等を理解している。それらを既有
の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で，
概念等として理解したり，技能を習得したりしてい
る。

Seek next2　第一学習社）

配
当
時
数

態

【学びに向かう力、人間性等】

Lesson1 文の種類
【知識及び技能】
疑問詞を使った疑問文、間接疑問文の用
法や決まりを理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
Radio Showと題して、自分で考えた設定
での会話作成。
【学びに向かう力、人間性等】
自分で考えた設定での会話を、効果音や
パワーポイントを使いながら、発表す
る。

○ ○

1

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考査、小
テスト、提出物、授業中の活動により、総合的
に評価する。

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考査、小
テスト、提出物、授業中の活動により、総合的
に評価する。

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考査、小
テスト、提出物、授業中の活動により、総合的
に評価する。

〇

1

〇

〇

〇

〇

○

〇

○

１
学
期

２
学
期

〇

〇

〇

〇



〇〇 5

Lesson6 受動態
Lesson7 to不定詞①
【知識及び技能】
受動態、不定詞の用法や決まりを理解さ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分で考えた設定での会話やスピーチ作
成。
【学びに向かう力、人間性等】
自分で考えた設定での会話やスピーチを
発表する。

【指導事項】
・受動態、不定詞の用法や決まりを理解さ
せる。
【教材】
教科書、ワークシート
・一人一台端末を状況に応じ活用する。 〇 〇 〇

期末考査
○ ○ 1

〇

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考査、小
テスト、提出物、授業中の活動により、総合的
に評価する。

〇

２
学
期

〇



〇 〇 〇 5

○

○ 1

1

○ 1

○

1○ ○

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考査、小
テスト、提出物、授業中の活動により、総合的
に評価する。

〇 〇 〇

6〇

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考査、小
テスト、提出物、授業中の活動により、総合的
に評価する。

合
計

63

5

期末考査

〇

〇

３学期の復習

【指導事項】
・分詞、比較表現の用法や決まりを理解さ
せる。
【教材】
教科書、ワークシート
・一人一台端末を状況に応じ活用する。 〇 〇 〇

Lesson8 to不定詞②
Lesson9 動名詞
【知識及び技能】
不定詞、動名詞の用法を理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分で考えた設定での会話やスピーチ作
成。
【学びに向かう力、人間性等】
自分で考えた設定での会話やスピーチを
発表する。

【指導事項】
・不定詞、動名詞の用法を理解させる。
【教材】
教科書、ワークシート
・一人一台端末を状況に応じ活用する。

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考査、小
テスト、提出物、授業中の活動により、総合的
に評価する。

8

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考査、小
テスト、提出物、授業中の活動により、総合的
に評価する。

Lesson12 接続詞
Lesson13 関係詞①
【知識及び技能】
接続詞、関係詞の用法や決まりを理解さ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分で考えた設定での会話やスピーチ作
成。
【学びに向かう力、人間性等】
自分で考えた設定での会話やスピーチを
発表する。

【指導事項】
・接続詞、関係詞の用法や決まりを理解さ
せる。
【教材】
教科書、ワークシート
・一人一台端末を状況に応じ活用する。 〇

〇〇 〇〇 〇

○ ○
2学期の復習

〇〇

Lesson10 分詞
Lesson11 比較
【知識及び技能】
分詞、比較表現の用法や決まりを理解さ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分で考えた設定での会話やスピーチ作
成。
【学びに向かう力、人間性等】
自分で考えた設定での会話やスピーチを
発表する。

〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇

３
学
期

期末考査

２
学
期

Lesson14 関係詞②
Lesson15 仮定法
【知識及び技能】
関係詞、仮定法の用法や決まりを理解さ
せる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分で考えた設定での会話やスピーチ作
成。
【学びに向かう力、人間性等】
自分で考えた設定での会話やスピーチを
発表する。

【指導事項】
・関係詞、仮定法の用法や決まりを理解さ
せる。
【教材】
教科書、ワークシート
・一人一台端末を状況に応じ活用する。 〇 〇 〇 〇 〇



年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和8年度（２学年用） 教科 家庭　科目 家庭基礎
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組～ 7 組

使用教科書： （ ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

２
学
期

E 単元
【知識及び技能】
　栄養素と食品について知る
【思考力、判断力、表現力等】
食事と健康のかかわりや人の一生に
おける食事の役割を知る。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の食文化を知り、食生活を想像
する主体であることを認識する。

・食生活の知識と食文化
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　栄養素の働きと食品を理解できたか。
【思考・判断・表現】
食事と健康のかかわりや人の一生における食事
の役割を知ることができたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
日本の食文化や自分の食生活の見直しが主体的
にできたか。

F 単元
【知識及び技能】
　衣生活の衛生管理と簡単な制作に
ついて実践する。
【思考力、判断力、表現力等】
効率的で環境に負荷が少ない被服製
作を考える。
【学びに向かう力、人間性等】
被服理論で学んだことを実技として
実践する意欲があるか。

・被服の政策と管理
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　生地や素材の校正について理解し、感情に配
慮した衣生活を身につけることができたか。
【思考・判断・表現】
効率的で、環境に負荷が少ない被服製作を考え
実践できたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
被服理論で学んだことを実技として実践する意
欲があり、安全に取り組めたか。

【知識・技能】家庭生活を書支える基本的な法
律について理解できたか。
　
【思考・判断・表現】
現代の家族問題と法律問題を理解することがで
きたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
家族の変化と抱える問題について理解し関連す
る法律について自分の人生の中で具体的に考え
理解できたか。

○ ○

定期考査
○

4

○ ○ 1

4

8

6

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　ライフステージと発達課題を理解
する
【思考力、判断力、表現力等】
生涯発達と発達課題を見通す。
【学びに向かう力、人間性等】
人の一生を展望しこれからのライフ
イベントや未来予想図を書くことが
できる。

・これからの人生について
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　ライフステージと発達課題が理解できたか。
【思考・判断・表現】生涯発達と発達課題を自
分にあてはめ表現できたか。

【主体的に学習に取り組む態度】
人の一生を生涯発達の視点でとらえ生涯を見通
すことができたか。

○ ○ ○ 2

B 単元
【知識及び技能】
　自立と共生の意味を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
青年期の特徴を理解し大人になると
いうことを考える
【学びに向かう力、人間性等】
これからの自分自身と社会のあり方
を考える

C 単元
【知識及び技能】
　家庭生活を書支える基本的な法律
について知る。
【思考力、判断力、表現力等】
現代の家族問題と法律問題を理解す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
将来の生活に向かって目標を立て自
分らしい生活設計について理解する

・子どもとかかわる
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　子どもの特徴を理解できたか。
【思考・判断・表現】
子どもをはぐくむことの責任を考えることがで
きたか
【主体的に学習に取り組む態度】
親になることの責任を自覚し行動をとることが
理解できたか。

1

D 単元
【知識及び技能】
　次世代を担う子供の特徴について
知る。
【思考力、判断力、表現力等】
次世代を担う子供をはぐくむことの
責任を考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
青年期の健康が将来生まれてくる子

2

○

○

・家族と法律
・教材
・一人１台端末の活用　等

家庭 家庭基礎 2

定期考査

○ ○

○ ○ ○

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営むため必要な理
解を図るとともに、それらにかかる技能を身についてようとする。

・自分らしい生き方と家族
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　自立と共生のための発達課題を理解できた
か。
【思考・判断・表現】
青年期特有の発達課題を理解し自分らしさと他
社絵の理解を表現でいたか。
【主体的に学習に取り組む態度】
男女共同参画社会実現に向けた取り組みについ
て理解しこれからの社会の中での自分の生活を
考えることができたか。

○

様々な人々と協働し、より良い社会の構築に向
けて、地域社会に参画しようとするとともに、
自分や家庭、地域の生活の充実向上を図ろうと
する実践的な態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費
生活・環境などについて、生活を主体的に営む
ため必要な理解を図るとともに、それらにかか
る技能を身についてようとする。

家庭や地域及び社会における生活の中から問題
を見出して課題を設定し、解決策を構想し、実
践を評価・改善し、考察したことを根拠に基づ
いて論理的に表現するなど、障害を見通して課
題を解決する力を養う。

第一学習社　改訂版家庭基礎　持続可能な未来を創る

家庭 の目標

様々な人々と協働し、より良い社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家
庭、地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。

家庭基礎 の目標

【 知　識　及　び　技　能 】

生涯を見通して，家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想
し，実践を評価・改善し，考察したことを根拠に基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力を身
につけている。

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態



定期考査

○ ○

H　単元
【知識及び技能】
経済生活をつくる
【思考力、判断力、表現力】ライフ
イベントをかんがえる
【学びに向かう力、人間性等】将来
を見据えて考える意欲があるか

教材、プリント、一人１台端末の活
用

H　単元
【知識及び技能】
経済生活について理解できたか
【思考力、判断力、表現力】ライフイベントの
中の経済活動を考えられたか
【学びに向かう力、人間性等】将来を見据えて
考える意欲があるか

4

〇 〇 〇 2

３
学
期

G 単元
【知識及び技能】
　住居の機能と住まいの関係を知
る。
【思考力、判断力、表現力等】
住居の機能を知り、住まいに関して
計画を立てることができるか。
【学びに向かう力、人間性等】
将来を見据えて考える意欲がある
か。

・住まいを計画する
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
　住まいの機能を理解できたか。
【思考・判断・表現】
平面図を理解し、快適な住まいについて考える
ことができるか。
【主体的に学習に取り組む態度】
住環境についてどのような課題があり自分なり
に解決策を考え取り組むことができるか。

〇 〇

1

合計

35

〇



年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和８年度（２学年用） 教科 総合的な探究の時間　科目 総合的な探究の時間
教　科： 総合的な探究の時間 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 組～ 組

使用教科書：

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

〇

4

合計

35

２
学
期

課題解決に向けて
・生徒の興味・関心に基づく課題
を設定し、解決の方策を考える。

生徒の興味・関心に基づく課題を
設定し、解決に向けた取り組みを
考える。

・１年間の学習の振り返りを行い、課題に対
する自らの解決策をまとめることができる。

〇

〇

・自己PR文を通して、自己を見つ
め直す。

・テキストを用い、基礎（「自己
PRとは何か」、書き方）について
学ぶ。
・学んだことを活かし、小論文を
書く。

・これまでの自己を振り返り、文章に書き表
すことができる。

〇

〇 5

沖縄に関わる探究学習
・沖縄の歴史を知り、知識や理解
を深める。

・テーマ設定および調査、発表
　沖縄地域特有の歴史や文化など
を調査し、平和について考え、文
化理解を深められるような発表活
動を行う。

・修学旅行に向けて、沖縄のことを知ろうと
する積極的な姿勢がある。
・発表資料を作成し、設定時間内で発表する
ことができる。
・他者と協力し、より良い発表ができてい
る。

３
学
期

・「探究学習とは」ガイダンス
・職業分野別ガイダンス
・上級学校訪問
・「進路の手引き」説明会の実施

・多種多様な進路に対する自分の希望を、
ワークシートにまとめることができる。
・グループワークにおいて、他者の意見を否
定せず、多様な考えがあることを受けいれな
がら行うことができる。 〇 〇

・小論文を通して、自身の意見を
論理的に組み立てる力を養う。

・テキストを用い、小論文の基礎
（「小論文はなぜ必要なのか」、
「作文と小論文の違い」、小論文
の構成）について学ぶ。
・学んだことを活かし、小論文を
書く。

・小論文の基礎を学ぶ姿勢があり、積極的に
ワークブックに取り組んでいる。
・600字程度の小論文を時間内に書きあげる
ことができる。 〇 〇

〇

配当
時数

態

１
学
期

評価規準 知 思単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

・自身の進路について考えさせ
る。

〇 12

自分や自分に関わりのある人、事象に対して謙
虚に向き合い、自分の進むべき道を決めること
の大切さを理解する

【学びに向かう力、人間性等】

総合的な探究の時間 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

自己理解、他者理解、適性について、実際に行
動することで理解を深める

自らの個性や適性について向き合い、自分らし
いコミュニケーションの取り方を見つける

総合的な探究の時間 の目標

実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析し
て，まとめ・表現することができるようにする。

探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，新たな価値を創造し，よりよい
社会を実現しようとする態度を養う。

総合的な探究の時間 の目標

【 知　識　及　び　技　能 】
探究の過程において，課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概念を形成し，
探究の意義や価値を理解するようにする。

・自己理解を深め、進路実現にむ
けた自身の現状を把握する。

・自立支援プログラム「自己理解
と他者理解」、「コミュニケー
ションの取り方」
・職業分野別ガイダンス

・進路に対する自分の希望を、ワークシート
にまとめることができる。
・進路の目標をにむけて、主体的・協働的に
取り組んでいる。

〇 〇

〇 〇

〇 〇 5

〇 5

4
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